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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ロスト・メモリー［前編］







　さて。どうするか。


　人通りのない街かい道どうに佇たたずんで、あたしは迷まよっていた。


　人生は選せん択たく肢しの連続だ、ということばがある。小さな選択大きな選択。小さな選択だと思ったものが、あとで考えると大きく影えい響きようしていたり、あるいは逆ぎやくのこともあり。


　では、目の前のこれは？


　街道の脇わきには雑ざつ草そうと枯かれ葉は。その上に女が一人、あおむけに倒たおれていた。


　としはあたしより少し上。短い黒くろ髪かみ、青い服。額ひたいに巻いている白い布ぬのは、バンダナなのかホータイなのか。


　人のよい旅人ならば、あわてて助けに駆かけ寄よるところだが──あたしはその少し手前で足を止めた。


　行き倒れや、物取りに襲おそわれた被ひ害がい者しやにしては身なりがきれいすぎた。引っかかったのはそこである。


　野や盗とうなどがしばしば使う手口にあるのだ。


　行き倒れを装よそおって、親切なひとが近づいて来るといきなり身を起こしてブスリとやるとか、近くから仲間がわらわらわいて出るとかいうのが。


　あたしはそれを警けい戒かいしたのだ。


　じまんではないがこのあたしリナ＝インバース、いろんな連中から命を狙ねらわれる心当たりはじゅーぶんにあるっ！


　あちこちで野盗たちをぶち倒してはおたからをパクる、などという自主的治安活動を時々やっているせいで、野盗たちには恨うらまれてるだろう。現げんに昨日きのうも盗とう賊ぞく団だんを一つ壊かい滅めつさせたりしたし。


　それに、旅の美少女魔ま道どう士しとなればその名前も誇こ張ちようされて伝わったりもする。


　つまり、あたしを倒して名を上げよう、などとロクでもないことを考える連中もいるわけである。


　倒れている女がそんな連中の一人ではない、という保ほ証しようはどこにもない。


　思って気配を探さぐってみるが、女から殺気は感じられない。見える両手に武ぶ器きはなく、近くに仲間が潜ひそんでいるような気配もなし。


　となると考えられるのは──


　急な発ほつ作さで倒れた旅人か。


　敵てき意いを消した何かの罠わなか。


　迷いつつ、あたしはゆっくり歩み寄り──
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　とりあえず踏ふんでみました。


「みぎみぎぎっ!?」


　女は変な声を上げ、がばぁっ！　と上半身を起こし──


「あっ……つっ……！」


　ケガでもしているのか、眉み間けんにシワ寄せ頭を抱かかえる。


　混こん乱らんのまなざしであたりを見回し、やがてあたしに目をやり眉まゆをひそめ、


「……あなたは……？」


「いや。通りすがりの者なんだけど」


　彼女はふたたびあたりを見回し、


「ここは……？」


　つぶやきに、今度はあたしが眉をひそめ、


「見ての通り街道よ。シミアの町とロータスの村の間……って、まさか、なんで自分がここにいるのかわからない、とか言うんじゃないでしょーね？」


「というか……」


　彼女はあたしを見上げて、


「自分……わたしって……誰だれ……？」





　ぴっし。





　空間が音を立てて凍こおりつく。


　……えっと……


　まさかとは思いますけど、これってひょっとして……


　伝説に聞く、キオクソーシツという奴やつだったりしますかっ!?


　何かで読んだことがある。人は何かの理由で、一時的、あるいは長期的に記き憶おくの一部または全部をなくすことがあるのだと。


　だが実じつ際さいにそーいう人を目にするのははじめてである。


　たしかその文ぶん献けんによると、記憶喪そう失しつかどうかを判はん別べつするための『おこわ』というものがあるらしい。つまり『お前は誰だ』『ここはどこだ』『わたしは誰だ』という三点セットの質しつ問もんをした奴は、演えん技ぎか冗じよう談だんでもない限かぎり、記憶喪失と見て間違いないとか。


　ただ。


　残念なことにその文献には、そーいう人に出会った場合、どう対たい応おうすればいいか、ということは記されていなかったわけで。


「ええっと。」


　あたしは意味なくつぶやいてから、右手を上げて、


「それじゃぁっ！」


　すたすた歩き──行こうとしたその右足に、がしぃっ！　と女がしがみつく！


「ちょっと待ってください！　なんでさも何ごともなかったかのように去ろうとしているんですかっ!?」


「てゆーかなんでそっちこそさも当然のよーな顔してあたしに助けを求めてるのよっ！


　そんなふーに自立の気き概がいがないから年寄りやおっさん連中に『最近の若い者は』なんて寝ね言ごとをぼやかれるのよっ！　あなたそれでくやしくないのっ!?　もっと自分を信じて！」


「くやしいですけどっ！　自分が誰だかもわからないのに何をどぉやって信じろっていうんですかっ!?」


「だからってあたしにすがられてもっ！」


「だってことわざに『すがれるものは藁わらでもすがれ』ってあるじゃないですかっ！」


「そんな後ろ向きなことわざはないッ！」


　うむぅぅぅっ。まためんどーなことに。


　記憶がなくて不安なのだろうが、かといって、知り合いでも何でもないあたしが何かの力になれるとも思わず。


　あたしはしばし考えて、


「つまりあなたは、せめて自分が何者か、くらいのことは知りたいと」


　こくりとうなずく彼女の肩かたに、あたしは優やさしく手を置いて、


「あなたの名前は──暗あん黒こく大たい帝ていギガゾラス」


「うそつけぇぇっ！」


　肩の手をはねのけ絶ぜつ叫きようする彼女。


　対するあたしは、彼女につめたい視し線せんを向けて、


「えー？　自分が誰かもおぼえてないんでしょー？　だったら、自分が暗黒大帝ギガ……なんとかじゃあない、なんて断だん言げんもできないはずよね？」


「確かに名前も憶おぼえてませんけどっ！　あきらかにそのギガなんとかって名前、思いつきで言っただけですよねっ!?　というか、そんな世界を滅ほろぼしそうな名前を子供につける親はいませんっ！」


「つまり、自分の名前がギガなんとかじゃあない自信はあると？」


「ありますっ！」


　答える彼女にあたしは優しい笑みを向け、


「その自信があるならもう大だい丈じよう夫ぶ。あなたはきっと一人でもやっていけるわ。


　それじゃぁっ！」


「いやそんな笑顔とかでごまかされませんからっ！」


　ますますしがみつく彼女。


　む……むぅ……めんどーな……


　……うぅむ……こーなったら仕方ない……あたしはため息ひとつつき、


「……けどあたしにしがみついてたって、記憶が戻るわけじゃないでしょ……？


　じゃ、こーいうのはどう？　この先に、シミアって町があるから、とりあえず一いつ緒しよに行って、ちゃんとお医者さんにみてもらう。


　そこまではあたしもつきあう、ってことで。


　知り合いでも医者でもないあたしが力になれるのは、せいぜいそのあたりまででしょーし」


「…………わかりました……」


　やや不満げな顔のまま、それでも彼女は首を縦たてに振る。


　かくてあたしと彼女とは、とりあえず、近くの町までしばしともに行くことになったのだった。





「ところで暗黒大帝」


「くどいよーですがそんな名前じゃありませんっ！」


　歩きはじめてほどなくのこと。呼びかけたあたしのことばに、彼女は目くじら立てて絶ぜつ叫きようした。


　あたしはぽりぽり頭を搔かいて、


「……っていっても、ほんとーの名前がわかんないんだし。


　仮かりに呼ぶとして、ギガなんとかがダメだっていうなら、暗黒大帝しかないでしょ」


「なんでそんな二に択たくなんですかっ!?　とりあえずの名前にしたって、もっといいのがあるはずですっ！」


　さきほど身を起こした時には、軽い頭ず痛つうがあったみたいだが、体の方に問題はなく、今はもう歩くくらいなら平気のようだった。


　しかし名前もわからなければ会話にさえも不ふ自じ由ゆうする。


「それじゃあとりあえず、仮の名前を決めるってことで……」


「いやちょっと待った！　あなたに任まかせるとまたロクでもない名前をつけられそうですから、自分で考えますっ！


　そうですね。花のように美しいという意味で……」


「うわ自分でおくめんもなく」


　あたしのツッコミを彼女は無む視しし、一人ぶつぶつと、


「フラワー……フラ……フラン……」


「フランクフルトソーセージ？」


「花じゃないでしょそれっ！　フ……フランソワ！　これよっ！


　わたしのことはフランソワって呼んでください！」


「…………えー…………」


「なんで不満そうなんですかっ!?」


「まあ……当人がそれで、って言うんならいいけど……


　あ。忘わすれてたけど、あたしはリナね。リナ＝インバース。


　それで……ふら……ふらんそわ？」


「何か引っかかりますけど……何です」


「せめて何か、ちょっとでもいーからおぼえてることとかはないの？　あるいは自分の持ち物で、特とく徴ちようのあるものとか……」


　あたしの指し摘てきに彼女は歩調をゆるめ、自分の体を服の上からぱたぱた叩たたき、


「憶おぼえていることというのは特にありませんけど……持ち物といえば……」


　彼女は左ソデ口から一本のナイフを取り出した。食事用のナイフよりやや短いか。ごくありきたりな作業用ナイフ。


「こんなものが……」


「特徴はなさそうねー……」


「左ソデの中に」


　言いつつ彼女はソデの中から、同じナイフをさらに一本取り出して……おいおい。さらにもう一本。


　でもって次は右のソデから。またまた一本また一本。両の二の腕うで、腿ももに脚あし。でもって腰こしから背せ中なかから。


　最終的に、出てきたナイフの数は二十をゆうに超こえていた。


　彼女はそれらをしみじみ眺ながめ、


「……手がかりにはなりそうにありませんねぇ……」


「いやめちゃめちゃ手がかりだしそれっ！」


「でも普ふ通つうのナイフですよ？」


「ナイフはたしかにふつーだけどっ！　ふつーの人はそんなにいっぱいナイフ持って出で歩あるかないでしょーがっ！」


　指し摘てきにフランソワ（仮）は、はっ、と目を開き、


「ナイフ屋さん？」


「……かもね……」


　そんなわけあるか、とツッコミたいが、世の中とゆーのはそーゆーわけのわかんないことがけっこーあったりするもんである。あたしはあいまいにあいづちをうった。


　ぶっちゃけた話──何かのヤバいしごとの人、という可能性が高くなってきたわけではあるが、それはあえて口にせず。


　あらためて見てみれば、彼女の立ち居い振ふる舞まいにはスキが少ない。武ぶ術じゆつに関して全くのシロウトだということはないだろう。


　もちろん、単に護ご身しん術じゆつを習っているだけということも考えられるが。


　彼女はナイフをふたたびもとの場所にしまってから、


「あとは、これくらいですか」


　言って取り出したのは革かわの袋ふくろ。


　手のひらからはみ出すくらいに、ぱんぱんにふくれ上がったそれは、当とう然ぜんサイフなのだろうが──


「けっこぉ入ってそうね」


　あたしのつぶやきに彼女は中身を覗のぞき、


「銀ぎん貨かと銅どう貨ばかりみたいですけど……とりあえず、治ち療りよう費ひや当分の生活費くらいはありそうです」


　──あたしへのお礼は──という言葉が危あやうくのどもとまで出てくるが、それは胸むねの内へと押し込めた。


　医者に行け、とは言ったものの、それで彼女の記き憶おくが戻るとは正直思えない。


　書物で読んだだけではあるのだが、この記憶喪失という奴やつ、原げん因いんからして、肉体的なもの、精せい神しん的てきなもの、魔ま術じゆつ的てきなものと種しゆ々じゆさまざま。


　でもってとーぜん、決定的な治療方法も見つかっていないとか。


　もしここで礼なんぞを要よう求きゆうし、礼はするから記憶を取り戻す手伝いをしろ、とか言い出されても困る。


　状じよう況きよう次し第だいでは、契けい約やく期き間かんは無む期き限げん、ということにもなりかねない。


　そんなあたしの心中は知らぬまま、彼女は革袋のおサイフをふところに戻し、


「お金があるということは、物取りに襲われたわけじゃあなさそうですね」


「まーね」


　あたしはあいづちをうつ。


　このあたりには、割わりと大きめの盗とう賊ぞく団だんがあったのだが、それは昨日あたしが壊かい滅めつさせたし。


　……いや。悪気はなかったのだ。ちょっと寝ね付つけなかったんで、夜の散歩をしていると、泊とまってた町からそんなに離はなれてない山の中で無む防ぼう備びにどんちゃん騒さわぎをしていたんで、つい。


　実は彼女がそのメンバーで、あたしに攻こう撃げきされたショックで記憶をなくした……という可か能のう性せいもちらりと頭をよぎったが、それはまずない。


　もしもあたしの攻撃を受けていたなら、彼女はコゲてるはずである。


　盗賊がらみのセンも消えたなら──


　あたしは彼女に近づき、においをかぐ。ハーブの香かおりが鼻をくすぐる。
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「街道で倒れてたってことは、普ふ通つうに考えれば、この前後にある町か村のどっちかを通ったはず。


　でもって服は汗あせくさくもないし、ハーブの香りもしてる。


　つまりあなたは、その町か村に家があるか宿を取ったか……ともかく一いつ旦たん腰を落ち着けて、身だしなみを整えたはずよ。


　なら、どっちかで聞き込みをすれば、あなたのことを見た人とか知ってる人とかもいるかもしんないわよ」


　あたしの指し摘てきに彼女は目を丸くして、


「そう言われれば、そういうことになりますよね！


　リナ、あなた結けつ構こうすごいですね。そんなことがわかっちゃうなんて」


　ほめられて悪い気はしない。あたしはちょっぴり胸を張はりつつ、


「なんのなんの。ちょっと考えればわかることよ」


「そう言われればそうですね」


　うわこいつ、人がめずらしく謙けん遜そんしたのをっ！


　ちょっぴり内心ムカッとしつつ、それでもあたしは笑顔のままで、


「ま、町に着いたら……お医者さんと、長なが丁ちよう場ばになるかもしんないから安めの宿を探して……そのあたりまではあたしも──」


　ことばを切って、あたしはその場に足を止めた。


　つられてフランソワ（仮）も立ち止まる。


　街道の右には起き伏ふくに富とんだ丘が連つらなり、左側には暗い森。


　その森の奥おくから、静かに敵てき意いは押し寄せて来る。


　気配は複ふく数すう。だがそれは人のものとは明らかに異ことなって──


　あたしは森から距きよ離りを取りつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　森に連なる杉すぎ木こ立だち。この季節、雑ざつ草そうなどの下した生ばえはとぼしく、木の葉が生み出す影かげの下には杉の幹みきや、葉を落とした灌かん木ぼくが佇たたずんでいる。


　その間を縫ぬって歩み来る影の数は、十に近い。


　姿すがた形かたちからすると、野や犬けんか、あるいはオオカミか。ならばわざわざ相手をしてやる必ひつ要ようもない。
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　あたしは唱えかけていた攻撃呪文を中ちゆう断だんすると、別の呪文を唱えはじめ──


「──女を渡してもらおうか──」


　男の声が響ひびいたのは、ちょうどその時だった。


　見れば──森のずっと奥、木立にまぎれて佇む人影が一つ。


　声で男だとわかるが、フードをかぶり、マントで身を覆おおっているせいで、容よう姿しなどはまるっきり。


　その傍かたわらには一頭の、大きな、犬か狼おおかみか。


　人に使われているところを見ると犬なのだろうか。


　呼びかけにフランソワは顔色を変え、


「リナさんをどうするつもりですっ!?」


　男は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、


「……私はそちらの魔ま道どう士しに言ったのだが？


　連つれているその青い服の女、渡してもらおうか」


　──ふむ──


　言われてあたしは、フランソワに駆かけ寄り抱だきつき、


「浮遊レビテーシヨンっ！」


　唱となえていた呪文を解とき放はなつ。


　その名の通り、宙ちゆうに浮うかぶ術じゆつである。移い動どうは遅おそいがコントロールをするのは簡かん単たん。あたしはフランソワを抱かかえたままで、ふわりと宙に舞まい上がる。


「──逃げる気か!?」


　男の声が追いすがる。こちらが宙に浮かんだせいで、相手の姿はもはや木々に隠かくれて見えないが。


「話をしてる間に犬をけしかけられたりするのはヤだから、とりあえず宙に浮かんだだけのことよ」


　あたしは声をはり上げた。


　対する男はしばし沈黙してから、


「その女はお前には関係あるまい？……いや、まさか……!?」


　男の声に、急に焦あせりの色が混まじる。


「まさかあれを自分たちだけのものにするつもりで……！」


　──『あれ』？


　あたしはフランソワに目をやるが、彼女は眉まゆをひそめて、


「何の話ですか!?」


　見えない男に呼びかける。


「あなた、わたしのことを知っているんですか!?　わたしは……道ばたに倒れていて、それまでのこととか、自分が誰かも憶おぼえていなくて──」


「とぼけるなっ！　どうせ噓うそをつくなら、せめてもう少しマシな噓をつけ！


　いいさ！　そっちがそういうつもりなら、こっちもどんな手を使ってでも貴き様さまからあれを奪うばい返すだけだ！


　首を洗って待っていろ！」


　捨てゼリフを最後に男と獣けものたちの気け配はいが遠ざかる。


「待って！　わたし、本当に何も憶えてないんです！　何か知ってるなら教えて！」


　叫さけぶフランソワのその声は、男に届とどかなかったのか、あるいは無む視しされただけか。


　もはやあたりから完全に、男と犬たちの気配は消えていた──





「……わたし……一体何なんでしょう……？」


　宿の一階にある食堂で、出された飲み物に手もつけず、フランソワはうつむいたままでつぶやいた。


　街道を先に進んだシミアの町。あたしたちはここにたどり着くと、まずまっ先に医者を探してフランソワのことを診みてもらったのだが──


　どうやら、頭を打って記き憶おくを無くしたらしい、ということはわかった。


　頭に巻いたバンダナの下に、何かにぶつけた──あるいは殴なぐられたようなあとがあったのだ。


　だが、原げん因いんはわかれど結果は予想通り、『手の打ちようはなし。記憶は明日戻るかもしれないし、十年経たっても戻らないかも』とのことだった。


　消しよう沈ちんする彼女を連れて、とりあえず安めの宿を探したのだが──


「あの男は『あれ』って言ってましたけど……本当になんのことだかわからないんです」


「記憶がないなら当然でしょーね」


　グレープフルーツジュースを飲みつつあたしはあいづちを打つ。


「わたしが何かを持っていて、あの男がそれを欲ほしがっている。そんなふうに聞こえましたけど……わたし、そんな特別な何かなんて持ってませんよ」


「……可か能のう性せいならいくつかあるわ」


　あたしは指を折りながら、


「一つ。『あれ』を手に入れるために必要な情じよう報ほうをあなたが憶えていた。


　一つ。あなたは記憶を失う前に、『あれ』とやらをどこかに隠した。


　一つ。男が単にあなたを他の誰かと人ひと違ちがいしてるだけ」


　思いついた四つ目の可能性については口にせず──


「何にしても、今の段だん階かいでは手がかりが少なすぎるわね。


　あの男なら何か知ってそうだったけど……話し合いができる空気じゃあなかったし。


　とりあえず最初の予定通り、この町やロータスの村で、あなたのことを聞き込みしてみる、ってくらいしかなさそうね」


「……あの……」


　彼女はしばし沈ちん黙もくしてから──ふところから金の詰まった袋ふくろを取り出し、中身をテーブルの上にじゃらりっ、と開けると、それをざっと半分ほどの山に分け、


「リナ……いや、リナさん！　お願いがあります」


　……やっぱし来たか……


　山の片方を彼女は指して、


「これで……ずっととは言いません。十日……いえ、五日、わたしが誰かを調べるのに力を貸かしてもらえませんか!?


　あの男のこともあります。ひょっとしたら、危あぶないことになるかもしれません。そう考えたら、これじゃあ足りないんでしょうけど……お願いします！」


　たしかに彼女の言う通り──コインの山の片方は、五日分の宿代と食事代としてならじゅーぶんすぎるが、危き険けん手て当あてと考えるならずいぶん足りない。


　とはいえ──すでにある程てい度ど巻き込まれていることは事実。


　それに、いろいろ気になることもある。


　あたしは小さくため息ついて、山の片方を引き寄せて、


「……五日だけよ」


「ありがとうございますっ！」


　言って、彼女は深々と頭を下げたのだった。





　夜は暗く、瘦やせた月の光は細く、道を行く二人の足取りは重い。


　隣となりをゆくフランソワは、無言で首こうべを垂たれたまま。


　予想した通り、聞き込みは難なん航こうした。


　シミアは決して大きな町ではないが、さらりと聞き込みが終わるほど小さな町でもなかった。


　人の集まりそうな場所──宿屋とかメシ屋とか市場とかで、聞き込みをやってはみたのだが、結局のところ収しゆう穫かくはなし。


　もっとも、聞き込みをはじめたのは宿で話をまとめたあと。すでに陽ひはかたむきはじめていた。


　今日の商売を終えて、店を閉しめているところも多々あった。


　あまり効こう率りつ良く動けなかったのは事実である。


　あちこち回って聞き込んで──そんな途と中ちゆうで夕食も済すませ、ふつーのメシ屋も閉まりはじめた時点で、次は酒場を聞き込みハシゴして。


　夜も深まり、今日はそろそろ切り上げようということになり、今は宿への帰り道。


「……ま、本ほん格かく的てきな聞き込みは明日から、って感じね」


　あたしはつとめて明るい口調で、


「あるいは先に、ちょっと足を延のばしてロータスの村で聞き込みを済ませちゃう、ってテもあるわね。


　住人全員顔見知り、って感じのちっちゃい村だったから、聞き込みはすんなり片づくはずよ。


　移い動どう時間のロスにはなるけど、もしあなたがあっちから来たんだったら、この町でいくら聞き込みをやっても収穫がないのは当たり前だし」


「……そうですよね……」


　提てい案あんに、フランソワは顔を上げ、無む理り矢や理り笑顔を浮かべてみせる。


　……やはり普通にやっていたのでは、長丁場になりそうだが……


　この時間、町の灯あかりと呼べるのは、まばらに灯ともった街がい灯とうと、いまだやっている酒場が店先に灯すランプだけ。あちらにぽつり、こちらにぽつりと灯るオレンジ色の光は、照明というよりむしろ、夜の深さを際きわ立だたせる役にしか立たず。


　そんな夜の中──


「見つけたぞ」


　男の声と気配とは、ほとんど同時に出しゆつ現げんした。


　闇やみの中で、闇が蠢うごめく。


　にじり寄るいくつもの黒い塊かたまりは、男が連れていた犬たち。


　獣の唸うなりが夜の空気をふるわせて。


　声がした方に目をやれど、闇にまぎれた男の姿をとらえることはままならず。


「ちょい待ち！　彼女が記憶をなくしてるってのは本当よ！」


　あたしは闇に向かって声を上げるが、返って来たのは嘲ちよう笑しよう。


「ああそうだろうとも。だが手足の二、三本も失なくせば、きっといろいろ思い出すさ」


　……まあ、信じてくれるわけはないとは思ってたけど。


　しかしまあ、好都合といえば好都合。フランソワのことを知るには、この男に聞くのが一番早そうではある。


「ご友人は魔道を操あやつるようだが……それだけで勝てるとは思わぬことだ」


　男の声には余よ裕ゆうの響ひびき。


　たしかに──町の中では、あたしは派は手でな攻撃呪じゆ文もんは使えない。この暗さでは犬たちの方に有利だし、男の居い場ば所しよも正せい確かくにはわからない。逃げたところで、犬たちの追つい跡せきをふりきれるかどうか。


　なかなかよく考えている。状じよう況きようは、男にとって圧あつ倒とう的てきに有利だった。これを突とつ破ぱするのはむずかしいだろう。


　──あたしが並なみの魔道士だったら、の話だが。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「──かかれ」


　男が命令を下す声！　犬の一匹が、ぐォゥッと吠ほえて、それを合図に影かげたちが、こちらに向かって駆かけて来る！


　だが！　あたしが唱えていたのは氷窟蔦ヴアン・レイルという冷れい気き系けい呪文！　手をついてこれを発動させれば、そこを起点に地を這はい伸のびゆく冷気のツタが、触ふれたもののそのことごとくを氷の彫ちよう像ぞうへと変える！　駆け来る犬たち一匹残らず──ついでにそばにいるフランソワも凍こおるかもしんないけど、あとで解とかすからかんべんねっ！


　呪文を唱え、ふり上げた手を、しかし大地に着けるより早く。


　ぎゃんッ！


　犬の悲鳴が闇やみ夜よに響ひびく！


　ぎゃギャンッ！


　続いてさらに二度。そして。


「──なにっ!?」


　男の驚きよう愕がくの声。


　目をやれば、あたしのそばに佇むフランソワ。その両手には、あえかな月の光を浴あびて輝かがやく光が数本ばかり。


　闇の中を突とつ進しんしてくる犬たちに、彼女が持っていたナイフを投げ当てたのだ。むろんのこと、シロウトにやすやすとできることではない。


　相手にどれほどの痛いた手でを与あたえたかまではわからないが、これで犬たちが警けい戒かいし、動きを止めたことは確たしか。


　闇の向こうにためらいの気配。そして。


「……引け」


　あっさりと男は退たい却きやく命令を下す。


　再び犬の一匹が吠え、獣たちの気配が遠ざかる。


　いやちょっと待て！　あんたをどーにかしないとフランソワのことが聞けないっ！


　追つい撃げきをかけたいところだが、この闇の中、犬たちを連れた男を追いかけるのはいくらなんでもムチャである。反はん撃げきされればさすがに痛い目を見るだろうし、空からあとを追おうにも、この暗さではあっさりまかれて終わり、だろう。


　あたしと彼女を闇の中に残し、男と犬たちの気配は消える。


「……行ったみたいですね……」


「そーね」


　あたしはあいまいにうなずいた。


　しかし……どうにも引っかかる。魔道士なんてこわくない、みたいな大口を叩きつつ出てきたにもかかわらず、犬にナイフを投げつけられてあっさり退却。


　まさか、犬を攻撃呪文で吹ふっ飛とばされるのは平気だが、ナイフで傷つけられるのはイヤだ、ということもないだろうし……


　……まあ、実は単に口先とプライドだけは一人前で根こん性じようゼロの人でした、という可か能のう性せいもあるにはあるのだが。


「けど……」


　フランソワは肩かたの力を抜くと、手にしたナイフに目をやって、


「わたし……本当に何者なんでしょう……？


　犬たちが襲いかかって来たとき、とっさに体が動いて……


　けどこんなことって、普ふ通つうのナイフ屋さんとかにはできませんよね……」


「まあ、ね。


　腕うでにおぼえはあるみたいだったけど、これは割と大きな手がかりね。


　投げナイフ使いの女の人なんて、そうそうあっちにもこっちにもいる、ってわけじゃあないから」


「──でも──」


　彼女は沈しずんだ表情で、


「でももし……わたしが何者かがわかって……そのわたしがとんでもない悪人だったりしたら──」


「だいじょーぶよ」


　うつむく彼女のその肩を、あたしは軽く、ぽんっ、と叩たたき、


「その場合は、悪あく党とうなんてやってたことを魂たましいの底から後こう悔かいするまで、あたしが攻撃呪文で吹っ飛ばし続けてあげるから」


「いやあのできればそういうんじゃなくて精せい神しん的てきケアを。もちろん、悪党だったらの話ですけど」


「精神的ケア……っていうと、悪事を働こうと思っただけで、条じよう件けん反はん射しやで歯の根も合わなくなるような恐きよう怖ふに震ふるえるようにすり込みをするとか？」


「……わかりました。その場合は記憶が戻ったことは言わずに黙だまって逃げます」


　などといろいろ語りつつ。


　あたしとフランソワは宿への帰路についたのだった──





　眠りと目ざめのその間はざま、闇の中で音を聞いた。


　郷く里にの姉ねえちゃんに鍛きたえられたせいで、あたしは眠っていても、自分に殺気や敵てき意いや何かの意い識しきが向けられただけで目をさますようになってしまったのだが、今回のこれは、どこかが違った。


　だが、音を聞いたことだけは、半はん覚かく醒せいのぼんやりとした意識の中でも確かく信しんしていた。


　何かを叩く固い音。


　……一体……なんで……


　疑ぎ問もんのことばは頭の端はしに、川に流した墨すみのように浮うかんで流れて溶とけ消えて──


「リナさんっ！」


　響ひびいたフランソワの声が、再び眠りに沈もうとしていたあたしの意識を、今度は完全に覚醒させる！


　ベッドからはね起き、そばに立てかけたショート・ソードをひっ摑つかむ。男の襲しゆう撃げきがあることも予想し、服はパジャマではなくいつもと同じまま。さすがにショルダー・ガードとマントは外しているが。


　部屋のドアへと駆かけ寄り開ければ、ランプの薄うすい明かりに照らされた廊ろう下かを、階し下たへと駆け消える黒い影！


　追うか。それとも──


　あたしは一瞬ためらってから、結局隣となりのフランソワの部屋へ。


　ドアは開いていた。


　部屋は暗く、廊下の明かりがドアからさし込んでいる。


　その光の中──ドアのすぐ向こうに、寝ね間ま着き姿のフランソワが呆ぼう然ぜんと佇んでいた。


「だいじょうぶ!?」


「……ノックが……」


　放心したまま彼女がつぶやく。


「ノックの音が聞こえて……リナさんだと思ってドアを開けたら、知らない男の人が立っていて……声を上げたら逃げて行きましたけど……」


「犬をけしかけてきた男？」


「わかりません……犬の男の顔は知りませんし、今の男は何もしゃべらずに逃げて行きましたから……」


　とはいえ、無関係な相手とは思えない。部屋を間ま違ちがえただけの酔よっぱらいなら、ダッシュで逃げる必要はないはず。


　だが襲撃のつもりにしては、正面からドアをノックするというのは不ふ可か解かいだった。
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　一体彼女のまわりで、何が起こっているのか。


　何もわからぬままのあたしをあざ笑うかのように、宿の外のどこかから、犬の遠とお吠ぼえが夜に響いていた──







（ロスト・メモリー：つづく──）
















　次回予告





　渦うず巻まく謎なぞというよりも、なんにもわからない現げん実じつに、リナはどう立ち向かうのか？　フランソワ（仮かり）は記き憶おくを取り戻もどすことができるのか？


　そして彼女の正体は？


　ところで犬使いは名前も出てきていないというか作者もまだ名前を設せつ定ていしていないのだが、果たしてどんな名前になるのか!?


　ともあれ次回『ロスト・メモリー』後編！


　メシはまだですかいのぅ、とかつぶやきながら待て！




ロスト・メモリー［後編］













　あらすじ





　ロータスの村とシミアの町をつなぐ街かい道どう。


　そこでリナが出会ったのは、記き憶おくを失くした一人の女。


　仮にフランソワと名をつけて、町へと向かう道すがら、襲おそって来たのは犬使いの男！


　何やらフランソワと因いん縁ねんのある口ぶり。しかし男は戦わず去る。


　その夜、町でも男はリナたちに襲しゆう撃げきをかけ、ここでもなぜかあっさり退たい却きやく。


　深夜にフランソワの部屋を訪おとずれるも、これまたあっさり逃げる始末。


　フランソワの素す性じようは？　男の狙ねらいは？


　何の手がかりもないままに、ただ時間だけが過すぎてゆく……







　木々の葉を爆ばく発はつ音おんがふるわせる。


「やったか!?」


　悪役ゼリフを吐はきながら、爆発の中心部に向かって歩み行くのは──ほかでもないこのあたし、リナ＝インバース。


「……あ……あの……」


　とまどいつぶやくフランソワ（自称）を無む視しして森の中へと進み行く。


　しかし、あたしの期待もむなしく、そこに倒たおれていたのは、コゲて倒れた、数人の野や盗とうたちだった──
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　なんともめんどうな事じ件けんだった。


　記憶を失なくしたフランソワ（仮）。


　彼女を狙ねらう犬使いの男。


　この件ではっきりしているのは、そういう二人がいるという、ただそれだけ。事件全体の構こう図ずなど、いまだ全く見えてはいない。


　もっぱらの原因は、犬使いの態たい度どだった。


　ふつー悪役という奴やつは、無意味にマントとかひるがえしつつ、名乗りを上げたあげく、スーコーな理想とかオソルベキ目的とかを頼たのんでもいないのにべらべらしゃべり倒してくれるという、ユーザーフレンドリーな態度が相場になっている。


　にもかかわらず、この犬使いときたら。


　引き際ぎわがいいというか根性なしというか、姿すがたを見せてちょっぴりちょっかいをかけ、すぐまた去って行く、ということしかやってこないのだ。


　おかげで男の目的どころか、その名前すらわからぬ始末。


　だが、犬使いがフランソワのことを知っていることだけは事実。


　すべてを知り、解かい決けつするには、犬使いをぶち倒してしゃべらせるのが一番の早道なのは間ま違ちがいない。


　そこであたしは、フランソワとともに町を出て、ロータスの村へと向かうことにしたのだった。


　フランソワが通ったかもしれない、小さな村である。もちろん、そこで彼女の身元に関する聞き込みをするというのも一つの目的。


　だがそれ以上にこれは、犬使いをおびき出す、という狙いがあった。


　人通りの少ない街道を行けば、相手はたぶん襲撃をかけて来る。そこを返り討うちにして一気に解決、という狙いである。


　かくて街道を行くうちに、森の中に敵てき意いを持った気配がいくつか現れて、さては男と犬たちに違いあるまい、今度は逃げるスキも与あたえない──と、相手の姿もろくに確かめず、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちくらわしたのだが……


　相手は、通りすがりのただの野盗だった、というわけである。


　もちろんそれで、何かの手がかりが得られるはずもない。


　が。


　かかった魚はハズレだったが、計画そのものは、どうやら当たったようである。


　盗とう賊ぞくたちをぶち倒し、ふたたび村へと進みはじめたあたりから、何者かの視し線せんを感じはじめたのだ。


　おそらくはあの犬使い。


　気のせいではない。とはいえ、気配で場所を探れるほど近くにはいない。


　ならば気づかぬふりをして、相手の動きを誘さそおうと、フランソワには何も言わずに、時々ちらりとスキなど見せつつ、そ知らぬふりで進んだのだが──


　結局。


「……着いちゃいましたね……村」


「……そーね……」


　そのあとは襲撃も何もなく、あたしとフランソワの二人は、ロータスの村の入り口へと着いてしまったのだった。


　……んーむ……慎しん重ちようすぎる犬使いらしいといえばらしいのだが……


　ならば仕方ない。ふつーにこの村で聞き込みをするだけの話である。


　小さな村だった。森をひろげて作った畑の中に、ぽつりぽつりと佇たたずむ家の数は、多く見ても三十に足りないだろう。仮に全部の家を回ったとしても、聞き込みにたいした時間はかかるまい。


　あたしはきのう、この村を素す通どおりしたわけだが──


「たしか、宿屋が一いつ軒けんだけあったはずよ」


　そちらに向かって歩みつつ、あたしはフランソワに言った。


「こんなちっちゃい村に、ですか？」


「入ったわけじゃないけど、通った時にカンバンが……ほら」


　言ううちにも見えて来る。


　見た目はやや大きいだけのふつーの家。違ちがうのは、戸口にはりつけられた一枚の板きれ。そこには見るからにシロウトの字で、


　宿と酒と食事　ジルの宿


　とだけ記されていた。


　家の空いた部屋を利用して、副ふく業ぎようがわりにやっているのだろう。


　近寄るあたしの鼻先を、シチューの甘あまいかおりが漂ただよう。


　そういえばそろそろ昼時である。聞き込みがてらに、ここで昼ごはんをすませるのも悪くない。


　思いつつ、たてつけの悪い開き戸を開ければ、そこは狭せまい店内だった。


　土間に、いかにもシロウト作りのカウンターと小さなテーブル、小さなイスが並ならべられ、見た目からすでに狭っ苦しい。


　しかし──あたしが驚おどろいたのは、そこに客がいるということだった。


　入り口近くのカウンターに、三人の男たちが並んで腰こしかけ、このまっ昼間から酒をやっている。


　男たちはじろりとあたしたちの方をにらみつけ──


「──！」


　とたんに息[image: ]のみ立ち上がり、我われ先さきに奥の方へと逃げてゆく！


　逃がすかぁぁっ！


　そのあとを追いあたしはダッシュ！


「ちょっとお客さん!?」


「リナさん!?」


　店のおばちゃんの悲ひ鳴めいとかフランソワの声とか聞き流しつつ、テーブルとイスの間を縫ぬって、ドアをくぐってキッチン横切り、裏うら口ぐちのドアから外に出て──


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　かきこききぃぃぃんっ！


　同時に、唱となえておいた攻こう撃げき呪じゆ文もん一発！　男たちの手足を大地に縛いましめる！


「うわわ!?」「ひい！」「おたおたすけ！」


　口々に悲鳴を上げつつ、おびえたまなざしを向ける男たちを、あたしは宿の裏口から傲ごう然ぜんと見渡し、


「なんで逃げるわけ？」


　問いに男たちはさらに表情を引きつらせ、


「い、いや別に！」「オレたちは何も！」「ほほほ本当だ信じてくれ！」


　ひたすら何やら言い訳わけじみたセリフを吐はいているところに──


「リナさん！」


　遅おくれてやって来たフランソワが、男たちとあたしを見て、


「……この人たちは？」


　どう答えようか一いつ瞬しゆん悩なやみ、結局あたしは正直に、首をかしげて、


「さあ。知んない」


『ええええええええっ!?』


　フランソワと男たちが一いつ斉せいに声を上げる。


「じゃ、なんで追いかけて攻撃なんてしたんですかっ!?」


「だって。逃げたし。それでつい」


「『つい』って!?」


　非ひ難なんのまなざしを向けるフランソワに、あたしはごまかし笑いを浮うかべ、


「ほら。乙女おとめの狩しゆ猟りよう本ほん能のうっていうか、あたしって脊せき椎つい反はん射しやで攻撃したい年とし頃ごろだし」


「そんな血なまぐさい年頃があるのは猫ねこくらいですっ！」


　そんなこちらの会話を耳にして──


「ちょ、ちょっと待ってくれ！」


　口をはさんだのは男たちの一人。


「じゃああんた、オレたちのこと憶おぼえてねえのかよ!?」


「どっかで会った？」


　問い返せば──


「あ……いや……」


　視し線せんを泳がせことばを濁にごす。


　……ふむ……


　あらためて男たちに目をやれど、やはりその顔におぼえはなく──しかし、ろくに手入れされていない服や、カタギとは思えぬ髪かみ型がたやら目つきやらからすると、素す性じようはなんとなく想そう像ぞうがついた。


「ひょっとして、あの時の盗賊？」


「……や……やっぱり憶えてやがるじゃねえかっ……！」


　想像でかまをかけてみたのだが、どーやら大当たりのようである。


　──もっとも、『あの時の』というのがいつのことかは、やっぱしわかんないのだが。


　じまんじゃないがこのあたしリナ＝インバース、盗賊なんぞ、あっちこっちでしょっちゅうしばき倒している。


　現につい先ほど、この村に来る途と中ちゆうでも倒したばっかりだし、おとといの夜くらいにも大きめの盗賊団を一つつぶした。さらにさかのぼればきりがない。そんな連中の顔なんぞ、いちいちおぼえていようはずもなく。


　正直言って、急に男たちが逃げ出した時には、ひょっとしたら犬使いの事件に何かからんでいるのでは、と、ちょっぴり期き待たいしたのだが、どうやらそちらはハズレらしい。


　三人の声からしても、犬使いとは別人だった。


　ま、ハズレたものは仕方ない。とりあえずあたしは、男たちにクギだけ刺さしておくことにして、


「それで？　あんなところで集まって、あたしが来たら逃げたってことは、またまた悪事の相談でもしてたの？」


　問いに男たちの顔色が変わる。どうやらモロに図星のようだったが、それでも連中はあわてて左右に首を振り、


「い、いやいやいや！　も、もうあんたみてえなのに襲おそわれたりすんのはこりごりだからっ！　まともな職しよくを探すにしても何にする、ってな相談をだな！」


　あわてて言いつくろうそこに──


　……オオ……オォォォン……


　響ひびき渡るは犬の遠とお吠ぼえ！


　一つではない。続いて一つ。また一つ、こだまのように遠吠えが続く。


　──近い！　これは──


「リナさん……これって……!?」


　動どう揺ようするフランソワに、あたしは不ふ敵てきな笑みを向け、


「やっと犬使いのおでましみたいね。


　今度こそ。ケリをつける気よ」


「──ということは──」


「あいつを倒せば確かく実じつに、あなたの記き憶おくの手がかりが得られる。そういうことよ」


　あたしのことばに、彼女は無言でうなずいたのだった。





　村の端はしには冬枯がれの木立。


　木々の間に佇たたずむ影かげは十と少し。


　一つは人。いつか見たのと同じ、フードとマントのその姿。昼の陽ひの下、フードに覆おおわれた人にん相そうはかろうじてわかった。


　やはり男。二十代の半ばといったところだろうか。頰ほおがこけている、とまではいかないが、あごは細く鋭するどいまなざし。眉まゆにかかる髪かみは黒く。


　マントの前を閉じており、鎧よろいや武ぶ器きの有う無むは不ふ明めい。


　──いや。


　男の最大の武器は、おそらく、まわりに佇むいくつもの影。


　十数匹の大きな犬たち。


　犬──と決めつけたが、外見はオオカミに近い。ひょっとしたらオオカミの血も濃こく混まじっているのかもしれない。


　まなざしと体たい軀くは、飼かい慣ならされたペットのものではなく、こちらに向けて剝むき出された牙きばは、人の肌はだなどいともたやすく引き裂さくだろう。


　あたしは男たちの方に向かって、ゆっくり歩みを進めつつ声をはり上げる。


「──また来たのね。で、何？　やっぱし今度もまた顔だけ見せて、すぐにシッポ巻いて逃げてくわけ？」


「ほざけ。今までこちらは機きを見ていただけの話」


「いるのよねー。『機を見る』とかって言いながら、結局一生ずーっと機を見てるだけのひとって。


　ま、そーいうのって実は口先だけで、何も見えてなかったりするわけだけど」


「……挑ちよう発はつのつもりか？」


「いーえ。事実」


　犬の走る速度を考えて、相手たちからやや距きよ離りを置き、木立の端で足を止める。ななめ後ろでフランソワの立ち止まる気配。


　あたしはそちらを親指で指し、


「ついでに言うと、彼女が記憶をなくしてる、っていうのも事実」


　対する男は表情を揺ゆるがせもせず、


「まだ言い張はるか。まあいい。こちらも長々とお前たちにつきあうつもりはない。


　このあたりでケリをつけさせてもらう」


　それはこちらものぞむところ。あたしはゆっくりと左手を、腰こしに吊つるしたショート・ソードへと伸のばす。


「かかれ！」


　男の下した命令に、犬たちが一いつ斉せいに地を蹴けった！


　犬使い本人もまた、大おお股またに歩みを進めてこちらとの距離を詰つめて来る！


「木に登って！」


　あたしはフランソワに言い放つと、自身もそばの木に駆かけた。


　犬たちが迫せまる。


　あたしは呪文を唱となえつつ、左手でショート・ソードを鞘さやごと外す。その切っ先を木の根近くの地面に突き立て、剣を足がかりにして幹みきの中ほどにしがみつく。


　そのいきおいでさらに上へと登り──


　犬たちの吠ほえ声がすぐ下で爆ばく発はつした。いくつもの荒あらい息づかい。


　どうやらぎりぎり、犬の跳ちよう躍やくが届とどかぬところまで登ることができたようである。


　さらにもう少し登ってから、あたしは唱えていた呪文を──


「炎の矢フレア・アロー！」


　だが、刹せつ那な早く響ひびいたのは男の声！


　なにっ!?　こんな芸げいもあったかっ！


　犬使いが唱え放った数すう条じようの炎の矢フレア・アローが、あたしに向かってまっすぐ突つき進んで来る！　このままでは直ちよく撃げきもありうる！　むろん逃げる場所などなく！


　ならばっ！


　あたしは右手を幹から放し、マントをひるがえすとともに力あることばを解とき放つ！


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　解き放たれた十条ほどの冷気の矢は、飛び来た炎の矢フレア・アローとすれ違い、犬使いに向かってまっしぐら！


　そして犬使いの放った炎のうち一条が──





　ばしゅっ！





　あたしのかざしたマントに当たってはじけ散ちる！




[image: ]


　他の数条はすべて外れっ！


　むろんのこと。普ふ通つうのマントに炎の矢フレア・アローをはじくことなどできはしない。貫かん通つうしたあげくあたしもコゲるのが関の山。


　しかしあたしは、たった今自分で生み出した冷気の矢のうち二条ほどを、わざと自分のマントに直撃・凍とう結けつさせて、即そく席せきの氷の盾たてとしたのである。


　対する犬使いはあわてて身をかわそうと横手に走り、だが完全にはかわしきれず、マントの端を冷気で地面に縫ぬい止められる。ついでに言うと、そばにはべらせていた犬三匹のうち二匹も氷づけ！


「くっ！　くそっ！」


　つんのめり、あわててマントを引っ張るが、そう簡かん単たんに取れるわけもなく。はっきし言ってスキだらけっ！


　あたしは次の呪文を唱えつつ、凍こおって重くなったマントと、それにはりついた右手の手て袋ぶくろを外し脱ぬぎ捨すてる。


　すぐ下で、ぎゃんっ！　と犬の悲鳴。どうやら脱ぎ捨てたマントに当たったらしい。


　下を見て犬たちの居い場ば所しよをたしかめて──


　あたしはそのまっただ中へと飛び降おりる！


　当然殺さつ到とうしてくる犬たち！


　着地と同時に大地に手をつき、


「氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」


　唱えた呪文を解き放つ！


　あたしの手から大地の上を螺ら旋せんに伸のびゆく冷気のツタは、犬たちに触ふれるとともに、そのことごとくを氷の彫ちよう像ぞうと化す！


　立ち上がり、視し線せんを巡めぐらせる。


　あたしのほうに来ていた犬たちは、今のですべて氷づけ。だが、まだ残っている犬もいる。


　犬使いのそばにまだ一匹。そして、フランソワが登った木の下に三匹。


　もしも今、男が残った犬たちにあたしへの襲しゆう撃げき命令を出せば、ちょっとやっかいなことになったかもしれないが、あいにく男はマントを引っ張るのに一いつ所しよ懸けん命めい。どうやらパニクって、マントを脱ぐという発想すらできないようである。


　ふっ！　立ち直りの遅おそい奴やつっ！　あたしは続けて呪文を唱え──


「くそっ！　フォローを頼たのむっ！」


　とうとうブチキレたか、男が声をはり上げる。それに反はん応のうして、残った犬たちが男の方へと駆けてゆくが──


　だがそれはどうやら、犬たちに向けてかけたものではなかったらしい。


　男は血走った目を、フランソワの方へと向けて、


「何をしている!?　記憶喪そう失しつのふりはもういい！」


　……え……!?


「えええええええええええええっ!?」


　驚きよう愕がくの声が木立の間に響ひびく。


　ふり向けばそこには──木の幹にしがみつき、声を上げたままの口をぽかんと開けたフランソワ！


　右手を木の幹から外し、ゆっくりと彼女自身を指さして、


「……わ……わたしのこと……？」
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　男の動きが凍りつく。マントを引っぱるポーズのままで、


「な、何を言っている？　ラヴィニア」


「らびにあ？」


「……ええっと……」


　顔を見合わせとまどう二人。男のまわりではやはり犬たちもとまどっている。


　その時。


　──これって──ひょっとして──


　あたしの脳のう裏りで、すべての糸が今、一本につながった！


「……なるほど。そういうことね！」


　呪文を中ちゆう断だんし、あたしがはり上げた声に、二人の視線がこちらに向く。


　あたしはまず、男の方を指し、


「あんたの狙いはそもそも『彼女』の方じゃなかった。本当の狙いは──


　このあたし。リナ＝インバース」


「──っ！」


　ローブの下、男の口もとがひきゆがむのが遠とお目めにもわかる。


「あたしを倒して名を上げようと思ったか、あるいはあたしを逆さか恨うらみする誰だれかに頼たのまれたのか……そこまではわかんないけど。


　ともあれ、正面からぶつかるのは得とく策さくじゃないと考えて、あなたたちは策を講こうじた」


「……あなたたち……？」


　不安につぶやくフランソワ──いや、ラヴィニアにあたしはうなずき、


「そう。


　あなたが記憶喪失のふりをして、あたしに近づく。


　でもって男の方が、あなたを狙うふりをして、その実はあたしを狙う。


　もちろん、確かく実じつな機き会かいがあれば、あなたがあたしを狙ってもいい。


　たぶんそういう作戦ね。


　ところが。


　ここで、計算外のことが起きた。


　噓うそをより説得力のあるものにするため……自分でやったか男にやってもらったのか、とにかく、頭を一発、ごちりとやって──」


「……まさか……？」


　男のふるえる声にあたしは小さくうなずいて、


「ほんとーに記憶をなくしちゃったのよ」


　……ひょぉぉぉぉぉぉぉぉ……


　──寒風が木々の間を吹ふき抜けて──


『うそぉぉぉぉぉぉぉっ！』


　二人の声がこだまする。


「じ、じゃあ本当に記憶を!?」


「な、ならわたし、この犬使いのひとの連れだったんですか!?」


　二人同時にまくし立て、顔を見合わせ、沈ちん黙もくする。


　そのことが──


　とりもなおさず、あたしの想像が正せい解かいなのだと裏うら付づけていた。


　考えてみれば。


　犬使いはどうにも引き際ぎわが早すぎた。あれは、根性がなかったわけではないのだ。


「きのうの夜、犬たちを連れてきて、フランソワ……じゃない。ラヴィニアにナイフで攻撃された時──」


　あたしは犬使いに向かって言う。


「彼女を共きよう犯はんだと信じ切っていたあなたは、それを、『今手出しをするのはマズい』って合図だと思ってあっさり引き上げた」


「……馬ば鹿かな……」


　愕がく然ぜんと男はつぶやく。


「夜中、彼女の部屋を訪おとずれたのも、もちろん彼女を襲おそうためじゃなく、今後の打ち合わせか何かのため。


　この時に彼女が声を上げたのも、またまた今はダメだという合図だと解かい釈しやくして逃げたんでしょーけど……


　実じつ際さいのところは、本当に記憶をなくしてた彼女が、ふつーに抵てい抗こうしたり声を上げたりしてただけ、ってこと」


「……そ……それじゃあ……」


　フランソワ改めラヴィニアは、木からするする降りて来て、あたしと男とを交こう互ごに見やりつつ、


「わたし、本当に彼の仲間？　リナさんを、その……殺そうと……？」


「本当に……本当に何も憶おぼえていないのかラヴィニア!?」


　犬使いは悲ひ痛つうな声で呼びかける。


「私の……このディークのことも!?」


　彼女は無言で左右に首を振ふる。


「……そんな……」


　男──ディークは大きく肩を落とし、


「そんな……馬鹿なことがっ……


　本当に記憶をっ……！


　私の……私のせいなのかっ……！


　あの時私が、噓をリアルにするためにぶつけた痕あとをつけよう、などと言い出さなければ……いや、あるいは、せめて丸太でなくて薪まきか何かで殴なぐっていれば……


　そういえば殴った時、道の反対側まで飛んで行ったが……ひょっとすると力を入れすぎていたのかっ……！」


　ひょっとしなくても入れすぎです。


　というか……むしろそれでよく生きてたなぁ……ラヴィニア……


「……けどわたし……それじゃあ一体どうしたら……」


　つぶやいて、すがるまなざしをあたしへと向けて来るラヴィニア。


　むろんあたしの答えは一つ。


「知るかぁっ！」


「冷たッ！」


「とゆーかっ！　あたしの命を狙ってたとわかった以上、記憶を取り戻させるってわけにもいかないでしょーがっ！


　記憶が戻って、それであらためて命を狙われた日には、こっちはたまったもんじゃあないし」


「いいじゃないですか命を狙われるくらい！　減へるもんじゃなし！」


「減るでしょーがいろんなものがあきらかにっ！　寿じゆ命みようとか神経とか労ろう力りよくとかっ！」


「そこをなんとかっ！」


「ムチャ言うなぁぁぁっ！　つーかそもそもフラ……じゃないラヴィニア、あんた、記憶をとりもどして、お金だか名前だかって理由でひとさまの命をつけ狙うよーな人間に戻りたいのっ!?」


　あたしの指し摘てきに、さすがに彼女はわずかに身を引き、


「そ……それはっ……嫌いやですけど……」


「でしょ？　ま、これを機に真人間を目ざす、ってことでいーじゃない」


　説得に、しかし彼女は不満顔。


「でも、記憶がないままっていうのも……」


　……はぁぁぁぁぁぁ……


　あたしは深いため息つき、


「ともあれ記憶がどーあろーと、あたしの命を狙うのはあきらめてもらわないと」


「悪いが……それはできん」


　ディークはゆっくりと顔を上げる。


「ラヴィニアのことは……驚きだったが……


　それはそれとして、連中からはすでに前金をもらっている。降りる、と言って済む話ではない。


　終わるのは──リナ＝インバース、お前を倒した時か……さもなくば私たちが倒された時のみ」


　──なるほど──


　彼はようやく冷静さを取り戻したか、纏まとっていたマントを脱ぬぎ捨てる。


　下には革鎧レザー・アーマーと、腰に二本のショート・ソード。


「金を目当てと蔑さげすみたくば蔑むがいい。だがこれが私たちの生きる道。


　ラヴィニアのことはあとで考えねばならんが……


　お前とは、今ここで、ケリをつけさせてもらう」


　彼は両手でそれぞれショート・ソードを、ずらりっ、と引き抜き──


「ゆくぞ！　リ」


「地霊咆雷陣アーク・ブラス。」





　ばぢびぢぃっ！





　あたしの『力あることば』に応こたえ、天地を繫つないだ無数の雷らい撃げきが、男と、残った犬たちとを、いともあっさりうち倒す！


　広こう範はん囲いだが殺さつ傷しよう能力は低めの術じゆつである。しばらく体は動かないだろうが、たぶん命に別べつ状じようはない。


　……ま、彼が、『それはできん』とか言った時から、あたしはずっと口の中で、これの呪文を唱えていたわけだが。


「あ……あの、それで、わたしはどうなるんでしょうか……？」


　あたしの方に歩み寄りつつ、ラヴィニアは不安げに、


「誰かに頼まれたみたいですし、それを無視したら頼んだ人たちから目をつけられる、みたいなことを言ってましたけど……


　当然、わたしが本当に記憶をなくしている、なんて言っても相手には信じてはもらえないでしょうし……」


　もちろんそれについての対策も、あたしはちゃんと考えた。


　つまりは、こうするのである。


「炸弾陣デイル・ブランド。」





　どごぼぅんっ。





「うみゃうへぃっ!?」


　吹き上がる土ど砂しやがラヴィニアの変な悲鳴を[image: ]のみ込んで、彼女の体を空中高くに吹っ飛ばす！


「……な……何をするっ……!?」


　聞こえた呻うめきはディークのもの。見れば彼は横たわったまま、それでも顔だけはこちらに向けている。


　おー。もう口がきけるとは、なかなかたいしたものである。


　あたしは小さく肩をすくめ、


「何をするも何も。あたしは単に、自分の命を狙った奴やつを返り討うちにした。それだけのことよ」


　言って小さな笑みを彼に送り、


「これで、役に立たなかったあなたたちもお役ご免めんでしょーね。前金を返せ、とは言われるかもしんないけど、報復まではされないでしょーね」


「……そういう……ことか……」


　言ってディークは苦く笑しようした。


「……世話をかけるな……」


「まったくよ」


「……あくまでこれは独ひとり言だが……」


　彼は視線をそらし、そう断ことわってから、


「……おかげでどうやら私たちも、盗賊どもに睨まれることはないだろうな……」


　……へ？　盗賊？


　それってひょっとして──


　脳のう裏りに浮かんだ考えを、あたしが口にするより先に。


「……う……ん……」


　ラヴィニアが呻いて身を起こし、軽く首を振ってから──


　あたしを見るなり、その目が驚きよう愕がくに見開かれる。


　ロコツに動どう揺ようの色をうかべて、いきなり大きな声で、


「こ、ここはどこ？　わたしは誰？」


　──それは──


　見み事ごとなまでの棒ぼう読よみだった。


　あたしとディーク、二人が凍りついた中、それでもラヴィニアはあたしの方を見つめながら、


「ひょっとしてあなたが助けてくださったんですかー」


「……………………」


「ですかー」


「あの？　ラヴィニア？」


　ディークの呼びかけに、彼女はそちらに視し線せんを向けて──そこにはとーぜん、倒れたディークと犬たちと。


「ああっ!?　ディークっ!?」


　叫さけんでよろよろ身を起こし、ふらふらしつつもディークの方に歩み寄る。


「一体何があったの!?」


「……いや。むしろそれは私の方が聞きたいんだが……」


　つぶやいて彼は、あたしの方に視線を向けて来る。なんでそこでおくめんもなくあたしに解かい説せつを求めますか？


　……まあ……なんとなく想像はつくけど。


　彼女を医者に連れて行った時、こう聞かされたのだ。


「記憶が戻った時って、記憶をなくしてた時のことを忘れることがあるらしいのよ」


「……あー……」


　疲つかれた声でディークが呻く。


　あたしが今ぶっ放した攻撃呪文のせいで、どうやら彼女の記憶は戻ったらしい。


　ただし、記憶をなくしてた間のことはすっぱりと忘れて。


　つまり彼女から見れば、リナ＝インバース抹まつ殺さつ計画は、たった今はじまったばかり。


　そこであらためて、記憶喪失の演えん技ぎをはじめてしまった、というわけである。


「え？　何？　どういうこと？」


　状じよう況きようが理り解かいできず、ディークのそばでただおろおろするラヴィニアに向かい、あたしはため息ひとつつき、


「ひらたく言うと。計画は終わりってこと」


「へ？」


「そういうことだ」


　とまどう彼女にディークが言う。


　あたしはそんな二人に向かって、


「──それはそうとして──


　あんたたちに、あたしを倒すように頼んだ盗賊たちって、ひょっとして、このあたりを根ね城じろにしてる盗賊団とか？」


　問いに、どうやらディークは観かん念ねんしたらしく、神しん妙みような面おももちで、


「ああ。あんたもひょっとしたら、名前くらいは聞いたことがあるかもな。このあたりを仕切ってる『ブラッディアックス』っていう、百人規き模ぼの盗賊集団で──」


　やはりそうか。


「あ。それ、潰した」


「血も涙なみだもないやりくち…………はい？」


「だから。おとといの夜くらいにあたしがつぶした」


『……………………………………』


　さらりと言ったあたしのことばに、二人揃そろって絶ぜつ句くする。


　かまわず先を続けるあたし。


「なんか、町からちょっと離はなれた山ん中で、あんまし無む防ぼう備びにどんちゃん騒さわぎやってたもんで。つい、攻撃呪文のちょっぴり派は手でなのを五、六発叩き込んじゃって」


「…………ええっと…………」


「たぶんアレね。盗賊ロバーズ・殺しキラー、なんて呼ばれてるあたしが、自分たちのナワバリを通りそうだ、って話をどこかから聞きつけて、殺やられる前に殺やれ、ってなもんで、あたしを倒すよーにあなたたちに頼んだんだと思うけど……


　最初にその盗賊連中をあたしがぶっ潰つぶしちゃったんだからおーわらいね」


　これでようやく。


　今日になって、ディークが勝負を焦あせったわけがはっきりとわかった。


　理由は二つ。


　一つはこの村へと来る途と中ちゆう、あたしとラヴィニアが野盗たちの襲しゆう撃げきを受けたこと。


　……あれを『襲撃』と呼んでいいものかどーかはさておき……ともあれそれで、あたしというエモノを誰かに横取りされはしないかと懸け念ねんしたのだろう。


　そしてもう一つは、この村の宿屋で、あたしが盗賊の残ざん党とうたちと出会ってしまったことである。


　どこからかそれを見ていたディークは焦った。もしあの盗賊たちがラヴィニアの顔を知っていたら、あるいはうかつなことをしゃべられたら、計画があたしに露ろ見けんする。


　それなら、今すぐ勝負をかけた方が得策だと考えたのだろう。


　……実際のところ、ラヴィニアが本当に記憶をなくしていたとゆー時点で、計画は根本的に大失敗だったわけなのだが……


「……それは……つまり……」


　あたしの指し摘てきに、彼は愕がく然ぜんと、


「……私とラヴィニアのやっていたことというのは……？」


「うん。無意味」


　依い頼らい主ぬしの盗賊団が壊かい滅めつしているなら、たとえ二人があたしを倒したところで礼はもらえない。


　あたしがきっぱり言い切れば、彼はふたたび地面に顔を伏ふせる。


　そのそばではラヴィニアも、いまだとまどい顔のまま、それでもどうやら、リナ＝インバース抹殺計画が挫ざ折せつしたことだけは理解したようだった。


「……なるほど……しかしこれでどうやら私たちも、盗賊たちのことを案ずる必要はなくなったようだな……」


　ようやく体が動くようになって来たのか、ディークはゆっくりと身を起こす。


「そーゆーこと。ところで、あたしから一つだけ聞きたいんだけど」


「何だ？」


　問う彼に、あたしはにっこりほほえんで、


「お金欲しさに盗賊と取り引きしてあたしの命を狙った奴らを、見み逃のがすと思う？」


　ディークとラヴィニア、二人の顔が引きつって──




[image: ]





　冬の空に、攻撃呪文の爆ばく音おんがこだました。


　そりゃあもう何度も何度も。





　かくてようやく事件は終わった。


　記憶を失っていた頃ころのラヴィニアから受けた依頼は、彼女が記憶を取り戻した時点で完かん了りよう、という解かい釈しやくで。


　本来ならば。


　二人をさんざん呪文でぶっ飛ばしたあと、めーわく料がわりにあり金全部没ぼつ収しゆうしたりするところだが、今回はそれをやらなかった。


　理由は単たん純じゆん。


　現場でぐずぐずしていると、むっくりと身を起こした二人が口をそろえて、ここはどこ私はだれ、とか言いそうな予よ感かんがひしひしとしたからだった。







（ロスト・メモリー：おしまい）





スタンプ・トゥ・キル［前編］







　ぽんっ、と二の腕うでにハンコを捺おされ、


「うん。これで終わりだ。クインシーへようこそリナ＝インバースさん」


　検けん問もんの兵士は満まん面めんの笑えみでそう言った。


　この街まちに、やたら旨うまい子牛の窯かま蒸むし焼きを出す店がある、と小耳にはさんだのはいつのことだったか。


　それを目当てに立ち寄れば、街かい道どうから街へと入るあたりで、立りつ派ぱなふさ飾かざりつき兜かぶとをかぶり、鎧よろいに身をかためた一人の兵士が検問をやっていた。


　検問といっても、名前と旅の目的を聞かれて、検問済ずみの印しるしとして、むき出しになった左の二の腕に、丸の中に横二本線の入ったハンコを捺されただけの話だが。


　あいさつを済ませて街へ入ろうとしたその時──


「──あんた何やってるんスか隊たい長ちようッ！」


　そこに、顔色変えて駆かけて来たのは一人の兵士。鎧兜に腰こしに剣けん。としの頃ころは二十代半ばか。それはまあいいのだが──


　検問の兵士がかぶっている、頰ほおまで隠かくす立派な兜と違い、駆け来た方の兜は耳から上だけを護るタイプ。


　むき出しになったその両頰と額ひたいには、丸に二本線マークが一つずつ。


　たった今、あたしが腕に捺されたのと同じものである。


「──っあぁぁぁぁっ！」


　その兵士は、あたしの腕に同じ印を見つけると、裏返った悲ひ鳴めいを上げて、


「やっちゃってる！」


「ふははは！　遅おそかったなリュカーくん！」


　対する検問の兵士、隊長と呼ばれた男は傲ごう岸がん不ふ遜そんな高笑いを上げ、


「昨さく夜やこの私が差し入れた酒を無む防ぼう備びに飲んだがうぬの不ふ覚かく！　すでに二十人以上の『検問』は済ましておるわ！」


「あのー」


　あたしの呼びかけには気づかなかったか無む視しされたのか、


「何わけのわからん自じ慢まんしてるんですかっ！


　あんたそれでも警けい備び隊長ですかい!?」


「甘あまいなリュカーくん！　警備隊長だからといって警備しかしないと思っているのか！


　そのような硬こう直ちよくした思し考こうではさまざまな事じ態たいに対応できんぞっ！」


「すいませーん」


「僕ぼくが何より今一番対応できないのは隊長のダメっぷりですよ！」


「うわお前今ダメって言った？　まがりなりにもこの私上司だよ!?」


「火炎球フアイアー・ボール」


　づどん。


　離はなれた所に攻こう撃げき呪じゆ文もんをちょっぴり一発。


「質問、いい？」


　問えば二人はあたしの前に正せい座ざして、


『なんでも聞いてください』


「で、どーいうことなの？　これって」


「……むう……さてはて一体どこから話したものやら……」


　隊長がそう言ったとたん、横から、リュカーと呼ばれた警備兵が、


「どこからってそんな悩なやむことないでしょーがっ！　そもそもあんたがっ……！」


「だーっ！　黙だまっていたまえリュカーくん！


　ものごとを語る順番が違うだけで、ことが穏おん便びんにおさまったり逆ぎやくに無用の諍いさかいが起きたりすることもあるのだっ！」


「語り方でなんとかなる問題じゃあ……」


「えっと」


　今度は、あたしがぽつりとつぶやいた瞬しゆん間かん、二人はぴたりと口を閉ざして正座のままでこちらを見やる。


「こっちから聞くから端たん的てきに答えて。口ゲンカはなし」


　前置きしてから、あたしは隊長に捺された、腕のマークを指さして、


「で、これ何のマーク？」


　隊長はとたんに汗あせを浮うかべて目をそらし、


「ええっと。まあ。そんなに気にするほどたいしたもんでもないんですけど。その」


「即そく答とうする」


「はいっ！」


　一いつ喝かつに、隊長は背せ筋すじを伸のばして、


「殺し屋が使う殺人予告マークですっ！」


　──今度の火炎球フアイアー・ボールは隊長に直ちよく撃げきさせてみました。





「このあたりに、最近出てきた殺し屋がいて」


　二人してコゲた隊長を眺ながめつつ、リュカーはあたしに説明した。


　通行人を横目で見ながら、うららかな陽ひ射ざしの下で語る話題ではないが、コゲた隊長から目を離すわけにもいかない。いつ復ふつ活かつして、また変なことをしはじめるか、わかったものではないんだし。


　リュカーは自分の頰を指し、


「そいつが使うのが、あんたの腕や僕の顔にべたべたついてるのと同じ、このマーク。


　まず相手の体にこれをつけて、五日ほどたって相手を殺し、マークに瞳ひとみを書き入れる、って酔すい狂きような奴やつで」


「瞳？」


「二本線の間に、こう、半分の黒丸を。


　そうなると、眠たい人の目みたいに見えるんで、殺し屋についたあだ名が『スリープアイ』ってね」


「……なるほど。そうすると──」


　あたしとリュカーは、期きせず同時に、コゲて倒れた隊長にちらりと目をやる。


「四日前、そこのフェタール隊長が朝起きると、頰にマークがついていたらしくて。


　もちろんこれ、一生消えないってわけでもないけど、水で洗ったくらいでは落ちないインクで。


　とたんにこのひとパニクっちゃって、ソッコー魔ま道どう士し協会に行って落ちないインク調達して、手て彫ぼりで同じマークのハンコ造って、それでいろんな人に同じマークをぺたぺたつけまくっているわけで」


「うわサイテー……」


「いやほんと……」


　リュカーは深いため息ついて、


「僕を含ふくめて警備隊のみんなも、ほとんどの連中がコレつけられてるし、街の人や旅人にも捺しまくってる始し末まつ。


　こんなことしたからって、殺し屋が相手を間ま違ちがえるわけないのに……」


　なるほど。


　部下と上司の関係の割わりに、隊長の扱あつかいがえらいぞんざいだなー、と思ってはいたものの、そーいうことなら納なつ得とくできる。


　もちろん今、彼が言ったように、他人に同じマークをつけたからといって、プロの殺し屋が狙ねらう相手を間違えたりするわけもないだろうが、つけられた方はいい気はしない。


「このひとも、警備隊長って責せき任にんある地位の人じゃなければ、ただの気のいいお調子者のちょっと周りが見えていないだけの人なんですけど」


「それ、フォローになってないから」


「ええ。フォローしてませんから」


　むう。やるなこの男。


　あたしは小さく苦笑して、


「じゃ、まあ、殺し屋の捜そう索さくと隊長のお守もり、がんばってね」


　言って立ち去ろうとするのに、リュカーは目を丸くして、


「え？　それじゃあ勘かん弁べんしちゃうんですか？　隊長のこと」


「変なハンコを捺されたのは腹立つけど、攻撃呪文で一回吹っ飛ばしたわけだし。


　ま、いーか、ってことで」


「……僕としては、ここで怒いかりに任せて隊長をケシ炭ずみにしてもらった方が、あとくされがなくて助かるんですが」


「そこらへんはそっちに任せるわ」


　言ってあたしはその場を立ち去り──


　それで、すべてが終わるはずだった。





　しあわせな満まん腹ぷく感かんがあったなら、やや冷えた夜風でさえも心地ここちいい。


　夕食を済ませて宿へと帰る道すがら。


　いやぁ……しかし、おいしかったぞ子牛の窯蒸し焼きっ！


　香こう草そうのかおりとスパイスがよくきいてて、肉はほんっとにジューシィで。


　あんまりおいしいんで何度かおかわりしているうちに、わりと夜も遅くになってしまったわけだが──満足満足。


　これであとは宿に帰ってゆったり休めばまさに至し福ふくの時なのだが──


　殺気は突とつ然ぜん現れた。


　風が薙なぐ。とっさに身を引いたあたしの目前を、左から右へと。


　ゆるんだ気分を瞬時に切り替かえ、戦うための鋭えい気きを満たす。


　人の通りも消えた街。月の光と街がい灯とうの下、視し線せんを右の方へと送れば、それはいた。


　全身を黒こく衣いに包んだ何者か。わかるのはただそれだけ。頭のてっぺんから手足の先まで、ターバンほどの幅はばの黒い布でぐるぐる巻きに包んでいる。


　目にあたる部分にかろうじてすき間があるのがわかるが、暗さと距きよ離りとのせいで、奥おくにあるはずの目は見えず。


　ゆらりと垂たれた両手はかるく開かれて、何も持っていないように見えるが、たった今目の前を横切った風切り音からして、素す手でということはないだろう。
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　となると隠かくし武器か？


「──何なの？　あんた」


　あたしは相手に問いかける。


　じまんじゃないけどこのあたし、リナ＝インバース、ひとさまに狙われるおぼえはいくらでもあった。ひょっとしたらそのテの相手だという可か能のう性せいもある。


　しかしこの時、あたしの頭に浮かんだのは、昼間に聞いた殺し屋、『スリープアイ』の名前だった。


　あたしは腕のマークを見せて、


「人ちがいじゃないかって思うから念のために言っとくけど、これ、昼間に変な兵士からつけられたマークだから」


　対する相手は無反応。迷まよっているというよりも、こっちのことばは完全に無視しているような。


　……まあ何にしろ、退ひかぬというなら仕し方かたない。立ちふさがるなら倒すまでっ！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ、


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　解とき放はなったのは十数条じようの冷気の矢！


　それらは月と街灯の光を受け、きらめく軌き跡せきを闇やみに刻きざんで、黒ずくめに向かってまっしぐら！


　逃げるスキもなく黒ずくめを直撃──！


　──え……？


　あたしは思わずまばたき一つ。


　攻撃に、黒ずくめは微び動どうだにしなかった。


　あたしは命中を確かく信しんし──だが次の瞬間、相手の姿すがたが闇にかき消えたのだ！


　手ごたえはなし。外れたのはわかる。しかしあのタイミングでは、群むれ飛ぶ冷気の矢すべてをかわしきるのは不ふ可か能のうだったはず。


　──どこへ!?


　次の呪文を唱えつつ、あわてて相手の気配を探す。


　かすかな敵てき意いが夜気に溶とけていた。闇が一いつ層そう濃こさを増した気がする。


　五感すべてをとぎすまし──


　わずかな空気の圧あつ迫ぱくは、左ややななめ後ろから！


　同時にあたしは反対側に転がり込む！　頭の上を風が通りすぎる。ひっくり返った視し界かいの端はしに黒い影かげを認みとめつつ、


「氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」


　地についた手を起き点てんに、路ろ上じように冷気の螺ら旋せんを疾はしらせた！　これに触ふれれば冷気に囚とらわれ瞬時に氷の彫ちよう像ぞうと化す！　この至し近きん距離に逃げ場はないはずっ！


　勝利を確信しつつもしかし気は抜かず、身を起こして視線をやって──


「……うそっ……！」


　あたしは小さく呻うめいていた。


　冷気の螺旋が大地を駆け抜けたそのあとに、黒ずくめは平へい然ぜんと立っていた。その手があたしに向かって横薙ぎに──


「──っせぇんだよおめえはいちいち！」


　突とつ如じよ響ひびいただみ声に、相手の動きがぴたりと止まる。


　視界の隅すみ、路ろ地じから酔よっぱらいがつかみ合いをしながら出てくるのが見えた。


「弟のくせしやがってえらそうに！」


「そっちこそ兄あに貴き風吹かせたいんならもっとちゃんと──」


　言い合う二人が、何かの気配でも感じたか、こちらを向いたその時には──


　黒ずくめは、すでに姿を消していた。


　消えたその瞬間は、そばにいたはずのあたしでさえも気づかずに──


　……どうやら、あんましシャレになんない奴やつを敵に回してしまったよーである。


　かたい風吹く夜の中、あたしは背中にいやな汗をはりつけたままで佇たたずんでいた……





「噓うそでしょう!?」


　街の詰つめ所の一室で、リュカーは声を上げていた。


　その奥ではフェタール隊長が驚おどろきに目をかっ開き、居い合あわせた他の警備兵たちから白いまなざしを向けられていた。


　対するあたしは小さくうなずき、


「本当よ。きのうの晩、黒ずくめの奴に襲おそわれた。もちろん当人が名乗ったわけじゃあないけれど」


　昨夜あのあと、再度の襲しゆう撃げきなどはなく。夜が明けるなりあたしは警備兵たちの詰め所を訪れ、開かい口こう一番言ったのだ。


『スリープアイ』に襲われた、と。


　部屋にはイスもテーブルもあるのだが、いきなりの衝しよう撃げき発言に、全員が思わず腰を浮かして──あたしに席をすすめようとすらしない。


　しかたなくあたしは立ったまま、


「あの動き、ただものじゃあなかったわね。


　かなりの手て練だれ──となると、思い出すのが殺し屋『スリープアイ』の名前。


　でもって、誰かさんに捺されたこのマーク」


　と、二の腕についたマークを指せば、隊長は小さくガッツポーズで、


「よしっ！」


『喜ぶなぁぁぁぁぁっ！』


　とたんにまわりの兵士たちから、拳こぶしや蹴けりやら花ビン、イス、打だ撃げき攻撃の雨あられ。


「あんた自分で何やったかわかってるんですかっ!?」


　攻撃がひと段だん落らくするのを待って、リュカーが隊長を問いつめるが──


「当然だっ！　つまりは策さくが功こうを奏そうして、この私が狙ねらわれる確かく率りつが減へったということ！　　これを誇ほこらずして何を誇るっ！」


『いばるなぁぁぁぁぁぁっ！』


　ふたたび兵士たちからの鈍どん器き攻撃。


　ちなみに昨日リュカーから聞いた通り、兵士たち全員に例のマークがついている。むろん隊長が捺したものなのだろう。


　部下たちが激げき怒どするのも無理ない話。なにしろ、マークがついているせいであたしが間違って狙われたなら、やはりマークのついた部下たちにも、間違って狙われるおそれが出てきたのだから。


　──しかしここだけの話、あたしは別に、昨日のあれが『スリープアイ』だと本気で思っているわけではない。


　いくら世の中うっかり者が多いといっても、マークがついているというだけのことで、ターゲットの年ねん齢れい性別さえ間違えるような殺し屋がいるとは考えにくい。


　あたしに逆さか恨うらみを抱いたどこぞの誰かが雇やとった殺し屋、と考えた方が自然だろう。


　だが何にしろあたしとしては、相手を倒すか捕つかまえるかしない限り、ゆっくり眠れないことは事じ実じつ。


　そこであたしは、あれが『スリープアイ』だということにして、地元の警備兵たちに、犯人捜しを手伝ってもらうことにしたわけである。


　むろんそんな態たい度どはおくびにも出さず、にっこり笑って隊長に、


「けどよかったわねー。あたしじゃない人が襲われて殺されてでもいたら、隊長、間違いなくクビ……どころか、結果として殺し屋の片かた棒ぼうをかついだってことで牢ろう屋や行きはまちがいなかっただろーし」


「え」


　隊長はわずかに表情を引きつらせてから、それでも無む理り矢や理り笑み浮かべ、


「いやいやまさかそんなことには──」


「ま、当然そうなりますよね」


　さえぎり、ずばりとリュカーが斬きる。


「まがりなりにも警備隊長のやったことが原げん因いんで、罪つみもない一いつ般ぱん市民が殺されるわけですから、罷ひ免めんは当然。


　示しとして、牢にでもぶち込んでおくか、って話にもなりますよ」


　すかさずあたしも話を大きくする。


「それどころの話じゃないわよ。


　考えてみて。


　いくらなんでもプロの殺し屋が、同じマークがついていたというだけで、相手の年齢や性別まで間違うと思う？


　つまり、マークをつけるのと殺しをやってるのとが別人、って可か能のう性せいが高くなってきたわけよ」


「……ど……どういうことだ……？」


　脂あぶら汗あせを浮かべつつ問う隊長に、あたしはカルい口調で、


「もし、依い頼らい人にんか仲ちゆう介かい人にんがターゲットにあのマークをつけて、実行犯が殺す、って手はずになってたとしたら？


　隊長は結果として、殺し屋に殺しを依頼したのと同じことになっちゃうわけで。


　……何も知らずにたまたま同じマークを他人につけた、っていうなら言い訳わけのしようもあるけど、殺し屋のキルマークだと知ってて他人につけた以上、もはや共犯って言っても過か言ごんじゃないわね」


『あー』


　と、警備兵たちの声が重かさなる。


「極きよつ刑けいかなぁ？」「だろうな」「でも当人にそんな考えはなかったわけだし、終身刑くらいじゃねえの？」「けど警備隊長って立場の人がコレはマズいよなぁ」「やっぱ極刑かぁ」


　口々に言う兵士たちの横で、隊長は汗の量を増やしつつ、


「……ど……どぉしよう……」


　そのひとことを待っていたっ！


　あたしはすかさず、


「──方法はあるわ」


「なにっ!?」


　身を乗り出して来る隊長に、あたしはさもこともなげに、


「事件が起きる前に『スリープアイ』をとっ捕まえちゃえばいいのよ」


「……いや……簡かん単たんに言うが……」


「無む理りな話じゃないと思うけど。


　幸いあたしは奴やつを見て、背せ格かつ好こうはおぼえてるし。


　こう見えてこのリナ＝インバース、結けつ構こう場ば数かずは踏ふんでるし、攻撃呪文も使えるし、次に会ったらなんとかしてみせるくらいの自信はあるわ」


「……リナって……まさかあのリナ＝インバースか？」


　あたしの名乗りに、計算通り、兵士の一人が声を上げた。それを隊長がふり向いて、


「知っているのか？」


「知らないんですか!?　あっちこっちで盗とう賊ぞくを潰つぶしたりして噂うわさになってる魔道士ですよ。なんでも竜殺しの呪文まで使うとか」


「何!?」


　あたしの方をふり向いた隊長の顔は希望に輝かがやいていて、


「ならば手を……手を貸かしてくれっ！」


「前払ばらい金貨五十枚ならっ！」


「ごっ……」


　打てば響ひびくと答えたあたしに、隊長のみならず、兵たちみんなの顔が引きつる。


「……それは……情報料にしてはいくらなんでも……」


「あ。違う違う」


　つぶやく隊長にあたしはぱたぱた手を振って、


「もちろん、ゼンリョーなイッパンシミンの義ぎ務むとして、あたしが見た『スリープアイ』の姿かっこうはちゃんと言うし、それに金を出せ、なんて言わないわよ。


　頭のてっぺんから手足の先まで、黒いターバンみたいなものでぐるぐる巻きにしてて、年齢性別全く不明。中肉中背。以上」


「手がかりになるかそんなもんっ！」


「でしょーね。けど事実だし」


　隊長の激げつ昂こうを、あたしはあっさり受け流し、


「口では説明できないけど、会えばわかるわ。


　手がかりゼロよりはよっぽどマシだと思うけど。


　と・は・い・え──


　変なマークをあたしにつけて、そもそもの原因を作ってくれた人に、証しよう言げん以上の協力をする義ぎ理りもつもりも全然ないわ。


　どうしても協力してほしいのなら、依頼という形で、前金で金貨五十枚渡してもらえれば引き受ける。そう言ってんの。


　ま、即そく答とうできないなら、この話はなかったってことで。


　好きなだけ自じ業ごう自じ得とくで処しよ断だんされてね[image: ]」


「ま……待てっ！」


　言って席を立とうとしたあたしに、即そく座ざに隊長の声が飛ぶ。


「わ……わかった……！　前金で金貨五十。


　なんとか隊の予算から──」


『えー。』


　一いつ斉せいにブーイングを上げたのは警備兵のみなさん。


「出すなら隊長のポケットマネーからだよなぁ」「自業自得なんだし」「組そ織しきにケツ拭ふかせるんじゃねーよ」「いっそ街のまん中に隊長しばりつけて『ご自由にお縊くびりください』って立て札しとくのってどうよ？」


「やかましいぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　それを隊長は一いつ喝かつし、


「これは隊長の暴ぼう挙きよを野放しにした警備隊全体の責任だろうが！」


『あんたが言うなぁぁっ！』


　詰つめ所にまたまた鈍器が乱みだれ舞まい──


　結局のところ。


　うち三十を隊長が、二十を隊が出すということでけりがついたのだった。





「まず聞くけど、そっちで『スリープアイ』についてわかってることは？」


　捜そう査さ協力の話もまとまり、ふところもあったかくなったところで。あたしは皆にそう聞いた。


　とりあえず全員席につき、イスは余っているが、隊長は床ゆかに正座である。


　即座にリュカーが、


「昨日話した通り、『スリープアイ』は対象とする相手にマーキングをしてから、およそ五日前後に殺害を実行。手口はすべて絞こう殺さつ」


「絞殺？」


　あたしはわずかに眉まゆをひそめる。


　刃物でも使った方が手っ取り早い気はするのだが──


「ええ。太い紐ひもか布のようなものを使って首を絞しめて。


　殺害後、マーキングの中心に、瞳ひとみにも見える半分の黒丸を入れる、という手口で」


「で、今までの被ひ害がい者しやに、共通点は？」


「全くありませんね。『スリープアイ』にやられた、ってこと以外は」


「マークはいつ、どういう状況でつけられたの？」


「その人の場合──」


　と、リュカーは隊長に、虫を見るまなざしをちらりと投げて、


「前日べろんべろんに酔っぱらって、翌日起きたらついていたとか。つまりは、いつついたのか不明、ですね。


　それまでの他の被害者にしても、生前知人に語っていたところによると、気がつくとついていた、とかで」


　手がかりなし、か……


「なるほど……


　で、インクの線からは何か？」


　問いに全員が沈ちん黙もくし、ややあって隊長が、


「インクが……どうかしたのか？」


　かくんっ、とあたしのあごが落ちる。


「……いや……あの……まさか……調べてないのっ!?」


「何をだ？」


　おいおいおいおいおいっ！　まさかこいつら全員ガン首そろえて、インクのことを考えてないと!?


「……えーっと……」


　あたしはこめかみ押さえつつ、それでもなんとか気をとりなおし、


「隊長は、ほかの人にこのマークをつけるために、魔道士協会に行って、水洗いしたくらいでは消えないインクを手に入れて使ったわけでしょ」


「まあ、そんなインクなんぞ、普ふ通つうに暮らしている人間は使わんからな」


　と、なぜか隊長は胸を張はる。


　魔道士のような、読み書きと切り離はなせないしごとをしている者はともかく、そうでない人たちにとっては、読み書きよりも明日のメシ、自宅に筆記用具など皆かい無む、というのがふつーである。


　……それがわかってるなら気づきそうなもんだが……


　思いつつ、あたしはしんぼう強く先を説明。


「で、『スリープアイ』も水洗い程てい度どじゃあ落ちないインクを使ってる。


　ならひょっとして、『スリープアイ』も何かの形で、魔道士協会から同じものを手に入れてる、って可か能のう性せいはあるわけでしょ？」


　指し摘てきしたとたん。


『おおおおおおおおおお』


　一同一いつ斉せいに感かん嘆たんの声。


「そうか！」「気づかなかったぜ！」「盲もう点てんって奴やつだな！」


　違います。
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　……まあ……警備兵なんぞとゆーのはもともと、街でのケンカとかをおさめたりする、どっちかっつーと力仕事なわけで……知恵の方に期き待たいはしてなかったけど……


　さすがにここまで来ると、誰か気づけ、と言いたくなるわけで。


「……じゃあまずはみんなで、魔道士協会で聞き込み捜査、ってことでいい……？」


『おうっ！』


　疲れをにじませたあたしの問いに、隊長含ふくめ兵士たちは、無む自じ覚かくで元気なときの声を上げたのだった。





「ここが耐たい水すいインクの生産所ですな」


　魔道士協会に話を通し。


　隊長が手に入れたのと同じインクを、他に外部の者が手に入れたことがあるかどうか、全員手分けして聞き込み開始。


　あたしと隊長は、インクを作っている魔道士から話を聞くことになったのだが──


　案内された部屋の中には、数人が一度に入れそうなほどの大きな湯ゆ船ぶねがあって、中にはなぜかべっちょり黒い泥どろ土つちが。


　とてもインクの生産所には見えないが……


「魔道士じゃない人がこのインクを欲しがることはありませんなぁ。一応私がインクの生産と配はい給きゆうを担たん当とうしておるんですが、外部の人がこれを欲しがった、という話は、隊長さんの時以外は聞きませんなぁ。


　他の魔道士たちが個人的に、インクを誰かに渡したかもしれませんが、そこまでは。


　そもそもこのインク、普通の人にとっては用無しですからなぁ。


　私たちとて、写本を作るときには普通のインクでかまわんのです。


　ただ、いろんな所で使われる魔道関係の道具などは、それではマズいものもあるわけですな。それでこいつを造っとるわけです。


　地元でとれる材モ料ノを使っとるもんで、他の魔道士協会のものとはいろいろ違うようですが」


　係の魔道士は説明しながら、浅いカラの桶おけと水の入った大きな桶を一つずつ湯船のそばに置き、服の右ソデをまくり上げると、


「よっ」


　ずぼりっ、とそのまま右手を湯船の泥の中に。


　とたん──


　ばぢゃばちゃばちゃばぢゃっ！


　けたたましい音立て泥水がはね上がる！


　魔道士は全く気にせず右手を引き抜き──


　その手にあるのは、ヘビともなんともつかないうねうねした生き物！


　ずざざざざっ！　とあたしと隊長は身を引くが、魔道士はフレンドリーな笑みすら浮かべつつ、


「ああ。大だい丈じよう夫ぶですよ。こいつらはこのへんの沼とかにいる、奇態ヒルビザルリーチですよ」


　腕にぬらぬら巻きつくそれを、ざぶりと水の入ったバケツの中に。


　軽くすすぐと、ヘビほどの大きさをした、濃こい茶色のひらべったいものが──


「ヒルっていっても、こいつは木の根とかから植物の汁しるを吸すうだけで、人に悪さはしませんから。で、こうやって──」


　と、ヒルをカラの桶の上に持ってゆき、一方で頭だか尻しりだかを摑つかみ、もう片方の手で胴どう体たいをしごくと──


　にゅーっ、と黒いねばねばがヒルから吐はき出され、べちゃりっ、とバケツの底に。


「これを乾かわかして油や何やで練れば、水落ちしないインクが──」


　魔道士のことばを最後まで待たず。


「あんったはこんなもんをあたしになすりつけたんかぁぁぁぁっ!?」





　ごがんごっ。




[image: ]


　あたしの放った渾こん身しんの蹴けりは、そばにいた隊長の兜をちょっぴり変形させていた。





　クインシーの街に陽ひが落ちる。


「ど……どうするんだっ!?」


　疲れと焦あせりと絶ぜつ望ぼうと、三つの色をにじませて、茜あかね色の中で隊長は言う。


　──結局のところ──手がかりと言えそうなものは得られずじまい。


　もちろん魔道士協会以外にも、水で流れないインクを使うしごとはある。店のカンバンを描かいてる人とか画家とか。念のためそっちにも当たってみたが、収しゆう穫かくはなし。


　とはいえ、最初にフェタール隊長の頰につけられた、本物の『スリープアイ』が使ったものと一番似ていたのは、やはり魔道士協会のあのインクだったのだが。


　そこまではわかったものの、時は無情に流れゆき、街の西へと陽は沈しずみゆく。


　詰つめ所に近い通りに集まった一同の、顔に焦りの色が濃い。


「夜が来るぞ！　奴やつがまた現れる！　もしそれで犠ぎ牲せい者しやが出たら……どうするのだっ!?」


　あせる隊長にあたしは白いまなざしを向けて、


「けどそもそも隊長のせいなんだし」


「原因はともあれ、これ以上の事件を防ふせぐためにあんたを雇やとったんだろうがっ！」


　そーだけど……あんたがいばるな。


　こーなったら仕方ない。


「もう手がない、なんて言ってないわよ」


「あるのか!?　方法がっ！」


　つかみかからんばかりのいきおいで尋たずねてくるのにうなずいて、


「今夜、あたしと隊長がおとりをやればいいのよ」


「……えっ……？」


　あからさまにいやそーな顔で硬こう直ちよくする彼を無む視しし、あたしは先を続ける。


「昨日『スリープアイ』はあたしと会った。


　なら、あたしをターゲットだと信じて、また狙ねらってくる可能性は高い。


　けど『スリープアイ』が、ターゲットを間違えていたことに気づいた場合、さすがに今度は殺す相手のざっとした特とく徴ちようくらいは調べるはずよ。


　つまり、隊長と歳としかっこうの似た男の人が狙われる可能性もある。


　なら──


　あたしと隊長が、時間を置くか別ルートで散さん歩ぽして、おとりになるのよ。


　もちろん、通るルートのあっちこっちに、こっそりみんなを配置しておいて、ね」


　その案あんに、しかし隊長は重々しく左右に首を振ふり、


「ぬうっ！　しかし囮おとり役なんて、怖いじゃないかっ！」


「大丈夫です隊長！」


　そこにリュカーは晴れやかな笑みで、


「どうしても気がすすまぬ、とおっしゃるのなら、僕たちが協力して、隊長をふん縛じばって広場に晒さらして帰りますから！」


「ちょっと待てぃ！　殺す気まんまんかお前ら！」


　叫さけぶ隊長に、覚かく悟ごを決めた男の笑顔で一いつ斉せいにうなずく警けい備び兵へいたち。


　そこであたしが、


「これは決定事じ項こうよ。あなたの意い志しは関係ないわ」


「ええっ!?」


「この作戦リスクはあるけど、他の人たちの援えん護ごを受けておとりになって、それで『スリープアイ』を捕つかまえられればおーてがら。


　……ま、自分から進んでやれば、って話だけどね。


　さ。自分でやるか無理矢理やらされるか。


　どっちがいい？」


「………………………………」


　不満げに。心の底から不満げに、彼はしばし沈黙してから──


「……やればいいのだろう。やれば」


　それでも結局、そう言ったのだった。





　大きな街でも、夜になり、酒場の通りを外れると、とたんに人影は消える。


　それはこの街とても同じこと。


　表通りを外れれば、あたりに街がい灯とうすらもなく。明あかりといえば月と星だけ。


　そんな静かな夜の中、あたしは一人、道をゆく。


　もちろん──歩くのはあたし一人でも、道の要よう所しよ要所には警備兵のみなさんが身をひそめているはずなのだが。


　隊長も今ごろは、鎧兜を脱ぬぎ捨て、頰のマークを晒しつつ、別の通りを、兵士たちにこっそり見守られながら、おっかなびっくり歩いているはず。


　もしも襲しゆう撃げきがあったなら、


　──ピュリィィィィィィィィィィッ！


　こんなふうに、潜ひそんだ警備兵が笛ふえを鳴らしてみんなに知らせ………………


　……え？


　笛の音っ!?


　あたしはあわてて音のした方へと駆かけてゆく！　あちらこちらの物もの陰かげからも、潜んでいた警備兵たちが飛び出し、同じ方へと走り出す！


　その中にはリュカーくんの姿。彼はあたしに併へい走そうしながら、


「隊長が襲われたみたいですね！」


「そーみたいねっ！」


「いっそあの人をやっちゃってもらえるといろいろ助かるんですけどっ！」


「同感っ！」


　言いながら通りを抜けて──


　……え……？


　ひらけた通りで足を止めた。


　街灯が淡あわい明りを放つ通りにいたのは、笛を手にした警けい備び兵へいが一人と、あちらこちらから集まって来た兵士たち。


　そして──


　何が起こったのかわからずに、うろたえ佇たたずむおばーちゃん一人。


　銀髪に白いショール。そして──


「どうした!?」


　声とともに、少し離れた路ろ地じから飛び出したのは、フェタール隊長と警備兵数人。


　おばーちゃんはその中で、わけがわからずただただおろおろするばかり。


「……その……そちらのご婦人が通りかかって……」


　説明を求められ、笛を手にしたままの兵士は、混こん乱らん気ぎ味みのまなざしで、おばーちゃんの方を見て、


「その後ろに、急に全身黒ずくめの影かげが現れて、あわてて笛を吹いたら消えて……」


「一体どういう……むぅっ!?」


　ようやくそれに気づいたか、隊長が低い呻うめきを漏もらす。


「……その……手の甲は……？」


　言われておばーちゃんは、わけのわからぬまま、丸に二本線マークのつけられた左手の甲を持ち上げて、


「はあ……二日ほど前でしたか……何かの検査ということで、市場で兵隊さんにつけられまして」


「……隊長……」


　兵士たち全員の白い視線が隊長に集まり──


　そのかたわらで──


「──ちょっと待って……！　これ、いくらなんでもシャレになんないわよっ……！」


　あたしは絶ぜつ望ぼうに声を上げた。


「どういうことだ？」


　気づかず問いかける隊長に、あたしは引きつった笑みを浮かべつつ、


「このひとって……あたしや隊長に似てると思う？」


「いや、全然」


「よね。間違えようはない。


　にもかかわらず、あいつがこのひとを狙ねらったってことは……


　あいつは、このマークがついた人を無む差さ別べつに狙ってるのよ！


　この街に、マークのついた人が一体何人いるのか知らないけど……


　もう一度奴やつが動いたら、防ぐ手しゆ段だんは──ほとんどない」


　絶望に満ちた宣せん言げんに──夜の中、全員はただただ立ちつくすのだった──







（スタンプ・トゥ・キル：つづく）
















　次回予告





　無差別とも思える犯はん行こうを行おうとする『スリープアイ』！　一体その目的は!?


　そしてリナたちはそれを阻そ止しすることができるのか!?


　というかいっそ、警備兵その一が言っていた、隊長をイケニエにする、っていう作戦がいいと思いますっ！


　ともあれ次回、『スタンプ・トゥ・キル』後編！


　寝ねている友人の顔に油ゆ性せいペンでらくがきしながら待て！




スタンプ・トゥ・キル［後編］













　あらすじ





　食べ物目当てでクインシーの街まちを訪おとずれたリナは、街の入り口で検けん問もんをしていた警けい備び隊たい長ちようフェタールによって、腕うでに何かの印いんを捺おされる。


　だがそれは、街に出しゆつ没ぼつする殺し屋『スリープアイ』があらかじめ被ひ害がい者しやに行うマーキングと同じものだった！


　フェタール隊長は自分自身がそのマーキングをされ、なんとかしようと他の人々にも似にたマークを捺して回っていたのだ！


　そしてその夜、黒ずくめの刺し客かくがリナを狙ねらう！


　街の警備隊を巻き込んで捜そう査さを開始するリナ。しかし印に使われていたインクが手がかりになりそうだとわかった、その程てい度ど。


　そしてその夜──


『スリープアイ』は、リナとも隊長とも似ても似つかぬ人物を襲しゆう撃げきした！







　残された時間は少ない。


　それは誰だれもがわかっていた。が。


「──あきらめちゃあダメよ。絶ぜつ対たい」


　言うあたしにも、警備兵のみんなは無む反はん応のう。


　思い思いの姿し勢せいでイスに腰こしかけて──休きゆう憩けいを取る、というより、ただダレていた。


　窓まどの外には朝のさわやかな光と風。しかし詰つめ所しよの空気は対たい照しよう的てきに重くよどんで。


　……まあ……空気が沈しずむのも無む理りからぬことではあるのだが……


　昨さく夜や、通りすがりのおばーさんを『スリープアイ』が襲おそおうとして──その襲撃は防ふせいだものの、相手には逃げられて。


　そのあとあたしと警備兵のみなさんは、交こう代たいで休憩を取りつつひと晩ばん中じゆう街まちの中を巡じゆん回かい。結けつ局きよく、それ以上は何も起おこらなかった。


　だが。おそらく今夜。奴やつはふたたび動くはず。丸に二本線のマークが入った人間の命を奪うばおうと。


　ならばこちらは、夜までに相手の素す性じようを割り出して捕とらえるか、どこに現れ誰を狙ねらうかもわからない相手を待まち伏ぶせして捕らえるかするしかないのだが──


　それがどれほど難むずかしい……とゆーより無理に等ひとしいことか、もちろん言うまでもあるまい。


　……実を言うとあたしは、『スリープアイ』の正体について、ある仮か説せつを立てていた。


　ただ──確かく証しようが全くないのと、もしその仮説が当たっていたとしても、相手の居い場ば所しよを探し出すのにまるっきし役に立たないので、何も言わずにいるのだが。


　いずれにしろ。


「今夜までに『スリープアイ』をどうにかすることは、たしかにむずかしいでしょーね。


　犠ぎ牲せい者しやは出るかもしんない。


　けどね。


　もしそうなったら、それでもう犠牲者は出なくなるの？」


　──！──


　警備兵たちが顔を上げる。


　あたしは一同を見回して、


「違うわよね。


　もしそうなれば、明日か、あさってか。あるいは何日後か。『スリープアイ』は次の犠牲者を生み出す。


　あなたたちが落ち込んで足を止めている限かぎり、いつまでたってもそれを防ぐことはできないのよ。


　仮かりに今夜の事件を防ぐことができなかったとしても、次の、その次の事件を起こさないために動く──


　それが、警備兵のしごとってもんじゃあないの？」


　気がつけば、一同はあたしの方を熱いまなざしでじっと見て。


　リュカーくんがよろよろとあたしの方に歩み寄り、


「隊長になって下さいッ！」


『ええっ!?』


　驚おどろきの声を上げたのは、あたしとフェタール隊長二人だけ。
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　他の警備兵のみなさんも口々に、


「そんなこと言われたの、はじめてだぜ！」「俺おれもあんたにならついて行く！」「お飾かざりのヘタレ隊長なんていらないんだ！」「あんたみたいな人こそ隊長にふさわしい！」


　……まあこれは、あたしを絶ぜつ賛さんしているとゆーより、間かん接せつ的てきにフェタール隊長のダメっぷりを非ひ難なんしまくっているわけだが……


　さすがにフェタール隊長もそのことには気づいたらしく、


「ま……待て待て待て待て待て！　そんなことを言うから、リナ殿どのも困っておられるだろうが！


　リナ殿が困るのはいいとして、この私が職しよくを失って困るのはイヤだし」


『知るかぁっ！』


　と、警備兵たち大だい合がつ唱しよう。


　……ま、この隊長、正直っちゃあ正直なんだけど……世の中、正直な意見が必ずしもほめられるとは限かぎんないわけで。


　隊長は口の端はしを不ふ機き嫌げんにゆがめ、


「……くっ……部下どもごときにそこまで言われるとは……


　ふっ。いいだろう。どうやら、この私も隊長らしいことができるということを見せる時が来たようだな……」


『ええっ!?』


　宣せん言げんに、驚きよう愕がくの声を上げる兵士たち。


「できるのか!?　そんなことが！」「そんなはずないっ！　絶対無理に決まってる！」「隊長が隊長らしいことをするなんて……そんな神への反はん逆ぎやくに等しいことがっ！」


　さんざんの言われように、しかしフェタール隊長は、額ひたいに青スジ浮うかべつつも、余よ裕ゆうの笑みで、


「ふっ！　忘れたか！　隊長は他の隊への援えん助じよ要よう請せいができるということが！」


　おおっ！　と警備兵たちの声。


「え？　どーゆーこと？」


　尋たずねるあたしに、隊長は大きく胸を張はり、


「この街を守る警備兵部隊はわが隊だけではないっ！　他に四つの隊が存そん在ざいし、各隊の隊長は緊きん急きゆう時じ、他の隊に助じよ力りよくを要請することができるのだっ！


　すべての警備兵を動どう員いんして人じん海かい戦せん術じゆつを取ったなら、今夜の惨さん劇げきを防ぐこともできるかもしれんっ！」


　おおおぉっ！　と、ふたたびどよめく警備兵たち。


「た……隊長が真ま人にん間げんっぽいことをっ！」「とはいえ結局他人の力をアテにしてるんだけどな！」


「ふっ！　なんとでも言え雑ぞう兵ひようども！　この私の実力と人じん望ぼう、すぐに思い知らせてくれるわっ！」


　言って隊長は哄こう笑しようし、他の隊長たちへの手紙をしたためるのだった──





　フェタール隊長の出した手紙の返事は、昼前に返ってきた。


　いわく──





第二警備隊隊長の返事


『貴き様さまに手を貸かすくらいなら死を選ぶ』





第三警備隊隊長の返事


『それよりお金を返してください。薬が買えないせいで妹は昨日きのうからセキがずっと止まりません。返して。話はそれからです』





第四警備隊隊長の返事


『怨』





第五警備隊隊長の返事


『貴様のような存在を生み出す土ど壌じようとなったこの街、いいや、愚おろかな人類など、いっそ滅ほろびてしまえば良いのだ！』





「あんた今まで一体何してきたっ!?」


　手紙を前に、床ゆかに手をつきうなだれたフェタール隊長に向かって、あたしは思わず声をはり上げた。


　そんなあたしの肩に誰かが手を置いて──ふり向けば、リュカーが小さく左右に首を振り、


「隊長の行いをいちいち話していたら陽ひが暮くれます。そんな無む駄だな時間はありません。


　考えてみればこれは──フェタール隊長ごときにうっかり何がしかの期き待たいをしてしまった僕ぼくたちの罪つみ」
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「……そうね……」


「うわお前ら罪とまでぬかすか。」


　隊長の寝ね言ごとは無む視しして、リュカーはため息混まじりに、


「けど問題はどうするか、ってことで……


　隊長に頼たよるくらいなら神に祈いのった方がよっぽどいいってことははっきりしましたが……祈るだけでなく力も尽つくすのが僕たち警備兵ですから」


　あたしもつられてため息つきつつ、


「まあ……昨日に引き続き、インクのセンからなんとかたどって行くのが妥だ当とうだとは思うけど……と……」


　──神に祈る──そう言った彼のことばに、あたしはあることを思いつく。


　ついつい魔ま道どう士し協会にばかり目が行っていたが──


「神っていえば、この街にもたしか、スィーフィード教会のそこそこ大きいのがあったわね」


「ありますけど……本当に祈るんですか？」


「そーじゃなくて。教会なら、教典の写本やいろんな道具を作ってるだろうし。ひょっとしたら、似たようなインクを魔道士協会とは別ルートで手に入れてるかも、って」


「なるほど！　それじゃあ──」


「早さつ速そく聞き込み開始よっ！」


『おうっ！』


　隊員たちのかけ声には、わずかではあるが、ふたたび力が戻っていた。





　荘そう厳ごんな礼れい拝はい堂どうを奥に進むと、そこが僧そう侶りよたちの自習室だった。


　自習室──というとピンとこないが、要はここで、一いつ般ぱん僧侶たちが教典の写本を作っているのだ。


　魔道士協会において、魔道書はあまりおーぜいの目に触ふれるものではない。モノによっては、多人数の目に触れさせるとマズいようなシロモノさえある。


　しかし教会の教典はその逆ぎやく。


　教えをひろめるためにも、教典の写本はいくらでも必要となる。


　そこでとーぜん、写本作業というのが一般の僧侶の日課となる。


　質しつ素そな広い自習室には、長い机つくえがいくつも並ならび、そこにはずらりと僧侶たち。


「文字一つずつに魂たましいを込めろ！　誤ご字じは神への冒ぼう瀆とくだ！　字を間ま違ちがえたら地じ獄ごくに堕おちると思え！」


『サー・イエッサー！』


　後ろ手に腕うでを組み、ハッパをかける司し祭さいの怒ど声せいに、机に並ならんだ僧侶たちは、顔も上げずに手も休めずに、声ハモらせて写本作業を続けている。


「貴き様さまらは皆みな神の犬だ！　その犬が神のために神の教えを書き写せるのを光栄に思え！」


『サー・イエッサー！』


「文字は手早く丁てい寧ねいに！　書き順にも気をつけろ！　乾かわく前の文字を手でこするな！　悪あく筆ひつに生きる価か値ちはない！　作業続ぞつ行こう！」


『サー・イエッサー！』


　返事を最後に、ペン先が羊よう皮ひ紙しを搔かく音だけが続き──


　司祭はくるりときびすを返し、聞き込みに来たあたしたち──あたしとリュカーとフェタール隊長に、得とく意いげな笑えみを向けた。


「見み給たまえ！　これが我われ等らスィーフィード教会クインシー寺院の写本体たい制せいであるッ！」


「……あ。いや。あの。インク……」


「ここにいる一人一人が教えに殉じゆんずる神の尖せん兵ぺい！　写本作業に手を抜くことは魂の堕だ落らくと教えているッ！」


　あたしの声が届とどいているのかいないのか。司祭は声をはり上げた。


　教こ会こを訪おとずれ、耐たい水すいインクを使ってないかと聞いただけで、問もん答どう無む用ようでこの部屋に連れて来られたのである。


　たぶん……この体制をじまんしたいんだろーとは思うけど……


「けどインクは普ふ通つうのものですよね」


　収しゆう穫かくなしと見て話を切り上げようと、リュカーが早口に言った、そのとたん。


「何ィッ!?」


　ぎろりっ！　と司祭はリュカーをにらみつけ、


「舐なめるなぁぁぁっ！


　神の真実を知らぬ愚ぐ民みんどもに絶対普ふ遍へんたる神の教えを叩たたき込むためにも、教典の写本は必ひつ要よう不ふ可か欠けつ！　それは戦士にたとえるならば剣と鎧よろい！　折おれる剣破やぶれる鎧では話にならんッ！　それとも貴様は小こ枝えだの剣と布の鎧とで悪あく党とうどもと戦えるのか!?　戦えんだろう！　我等とてそれは同じこと！


　神の教えは完かん璧ぺきでなくてはならぬッ！　褪あせることなく流れることなく絶対にして確かつ固こたるものッ！　ならば教典の写本もまた不変であらねばならぬッ！　羊皮紙は最高級のものの中からさらに吟ぎん味みを重ねたもの！　インクもまた水みず濡ぬれ程てい度どでは落ちぬものを当然使っているッ！」


　──な──！


「ちょっと待った！　つまりその──完璧を期きすために、ここで写本に使うインクは全部、水で落ちたりしないものを使ってる、ってこと？」


　あたしの問いに、司祭は鷹おう揚ようにうなずき、


「うむ！　そもそもそちらが耐水インクのことを尋たずねたが故ゆえにここに連れて来たのだぞ」


　……そりゃそうか……


「じゃあそのインク、ここで作ってるの？　それともどこかから手に入れて？」


「──」


　重ねて尋ねれば、司祭はやや困ったような表情で、声のトーンを落とし、


「まあ……魔道士協会から、な」


　──魔道士協会から？


　あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　ここだけの話だが──


　魔道士協会と、スィーフィード教会をはじめとするさまざまな教会には、わりと深いつながりがあったりする。


　たとえば魔道士協会で新たに開発された回かい復ふく呪じゆ文もんや治ち療りよう薬やくのノウハウを、教会に売っているのだ。


　そういう意味で教会は、魔道士協会にとってはお得とく意いさん。


　ただ──教会側としては、そこいらへんの事じ情じようが世間さまに知れ渡るのを好まない。


　とーぜんだろう。荘そう厳ごんな寺院の中で僧侶の行う奇き跡せきの癒いやしが、魔道士協会から金で買った技術だ、などと知れ渡ったら、ありがたさは激げき減げん。


　もちろん魔道士協会としても、お得意さまのそういった都つ合ごうはわかっているわけで。


　ゆえに魔道士協会と教会双そう方ほうに、おおっぴらな交流はなるべく避さける、という不ふ文ぶん律りつができあがっているのだ。


　あたしが最初、教会のことを失しつ念ねんしていたのも、インクの出所を聞かれた司祭がビミョーな表情を見せたのも、そういった事情があってのこと。


　よって、教会が魔道士協会からインクを買いつけていたとしても不ふ思し議ぎはない。


　しかし──


「リュカー、昨日の魔道士協会の聞き込みで、教会にインクを卸おろしてる、って証しよう言げんって……なかったわよね？」


「なぜこの私に聞かん？」


　不ふ満まん顔がおのフェタール隊長は無む視しして、リュカーは左右に首を振ふり、


「ありません。誰からも」


　これはどういうことなのか？


　不ふ干かん渉しようの不文律を守り、口をつぐんでいた、という可か能のう性せいもあることはあるが──


「魔道士協会から正式に買った、ってことですか？」


　声を低くして問うあたしに、司祭もさらに声を低くして、


「いや……魔道士協会のダストンという男から個人的に、な」


「ダストン？」


　聞いたことがあるよーなないよーな名前に眉まゆをひそめると、


「たしか、耐水インクを作っていた魔道士がそんな名前だったな」


　と、フェタール隊長。


　……って……


　昨日魔道士協会で、あたしと隊長にインクの作り方を説明したあの魔道士か!?


　名前なんてぜんっぜん意い識しきしてなかったけど──


　これはどうやら、もう一度当たってみる必要がありそうだった。





　一見、平へい凡ぼんな男だった。


　としは三十半なかば。ブラウンの髪かみで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。特にハンサムということも、ことさらぶ男というわけでもなく。街の中ですれ違っても、一いつ瞬しゆんあとには憶おぼえてもいないような──


「また、何か？」


　そんな男、ダストンは、昨日と同じ表情で、今日も聞き込みに来たあたしたちを迎むかえたのだった。


　場所は昨日とやはり同じ、魔道士協会の建物内にある、インクの製せい造ぞう工場というか、インクの原料を生むヒルを飼かっている湯ゆ船ぶねが中央にどでんっ、とある部屋だった。


　あたしはずばり、単たん刀とう直ちよく入にゆうに、


「教会にも耐水性インクを売ってるって聞いたんで」


　あたしのそばに並ならんだリュカーやフェタール隊長他警備兵数名は、『なぜ黙だまっていた』と、非ひ難なんのまなざしを向けているが、ダストンは気にした様子もなく、苦く笑しようすると声をひそめて、


「いやぁ。個人的な小こ遣づかい稼かせぎにやっておりましてな。


　魔道士協会の施し設せつ内ないで作ったインクを個人的に売買すると、イヤな顔をする人間もおるわけです。……インクの原材料は個人で調ちよう達たつしたもんですから、問題はないはずなんですがね。


　それで言わなんだのですが、もしそのことでご迷めい惑わくをおかけしていたなら申もうし訳わけありません」


「あー。なんだ。そーゆー事情でしたか。わっかりました。じゃあその件は、魔道士協会にはナイショにしときますから」


「いや。助かります」


　笑って言ったあたしに彼も笑って返す。


　あたしは湯船に目をやって、


「あたしもいろんな街の魔道士協会を見て来ましたけど、こんな形でインクを作るっていう斬ざん新しんな発はつ想そうをしてる人なんていませんでしたよ」


「ははは。そうですか」


「けど、インク原料の大きな部分を奇態ヒルビザルリーチ……でしたっけ？　に頼たよるってことは、ヒルの体たい調ちよう次し第だいで、インクの量や質しつにも影えい響きようしたりするんじゃありません？」


「まあ質に関しては、エサから泥どろの質から温度から、きっちり管かん理りしておりますからな。


　量の方はまあ、おっしゃる通り、一日せいぜいインク壺つぼ二つぶん取れるかどうか、といったところですな」


「なるほどー」


　あたしは笑みのまま、


「それじゃあとうてい、教会に流すインクの量には足りませんよねー」


　瞬しゆん間かん。


　ダストンの動きが凍こおりつく。


　あたしはかまわず、


「教会じゃあ写本には、あなたから買った耐水性インクを使ってるとか。毎日、おーぜいの僧侶たちがひたすら写本してるわけで。


　おまけに、この魔道士協会で使うぶんもある。


　そうなると、一日にインク壺二つくらいしか作ることができない、っていうんなら、どう考えても分量が足りませんねー」


「……いや……教会には、一度に大たい量りように売っておりましてな」


「なるほど。で、その時にどうやって、大量のインクを作ったんです？　やっぱし計算が合わないんですけど。


　もしも、直ちよく接せつ大量にインクを作ってくれる生き物でもいたらおこづかいかせぎも楽なんでしょーけどねー。


　おこづかいが増ふえれば研究資し金きんにもなる。


　そーいえば、協こ会この人に聞いたんだけど、あなた、合キ成メ獣ラの研究をしてるとか」


「……………………」


　対するダストンは、はや無む言ごん。


　あたしのそばに控ひかえた警備兵たちは、こっちの話について来られないらしく、ぽかんっ、とした顔をしているが──


　なら、わかりやすくしよう。


　あたしはダストンの瞳ひとみをまっすぐに覗のぞき込み、


「複ふく数すうの動物を合成したりして、全く新しい動物を生み出す技ぎ術じゆつ。


　あなたがその技術を使って、『スリープアイ』というキメラを造つくったのね」


『──なっ……!?』


　警備兵たちが驚きよう愕がくの声を上げる。


「……何を馬ば鹿かな……」


　かすれた声を漏もらすダストンに対して、あたしは落ち着きはらった口く調ちようで、


「『スリープアイ』は、丸に二本線のマークがついた人をほぼ無む差さ別べつに襲おそっている。


　けど、マークの見分けはついても人の見分けがつかないなんて、変な話よ。


　普ふ通つうの人間ならありえないし、どこかが決定的に抜けた相手だっていうのなら、とっくにシッポを出してるはず。


　なら──


　そもそも、人間じゃなかったとしたら？」


　そう。これがあたしの考えていた、『スリープアイ』の正体。


「でもって──あなたからスィーフィード教会に流れているはずのインクの量の計算が合わない。


　で、思ったのよ。


　ひょっとして『スリープアイ』っていうのは、インクの材料を吐はき出す奇態ヒルビザルリーチを基本にして、あなたが造り上げたキメラなんじゃないか、って」


「……想そう像ぞう力りよく豊ゆたかな話ですな」


　平静を装よそおって言うダストンに、あたしはひとつうなずいて、


「そう。これは推すい理りどころか、ほとんど妄もう想そうに近いあたしの想像。


　けど、インクの量の計算が合わない以上、あなたはここの他に、大量にインクを生産できる施し設せつを持っているはずなのよ。


　で。もしあたしの想像がまるっきり的まとはずれで、あなたにやましい所がないなら──


　あたしたちに堂どう々どうと見せることができるはずですよね。その生産施設」


　ダストンの顔から表情が消える。


　あたしの問いに答えは──沈ちん黙もく。


「お……おい！　それじゃあ本当にあんたが……その、『造った』のか!?」


　フェタール隊長の問いに、ダストンは小さくよろめき、背を壁かべにあずける。


「……そんなつもりは……なかった……」


　その口から漏れるは弱よわ々よわしいつぶやき。


「スィーフィード教会から……耐水インクをわけてくれんかと話があって……奇態ヒルビザルリーチを改良しようとして……生まれたのがあいつだった……


　だが奴やつは私の思惑おもわくとも、普ふ通つうの奇態ヒルビザルリーチとも違い、植物ではなく、動物の血を吸すう性せい質しつを持っていた……」


「……動物……というと──！」


　リュカーのつぶやきに、ダストンは小さくうなずき、


「……人間だ……」


「し……しかし今までの被ひ害がい者しやには血を吸われたあとなんて……」


「……あれにはまず、獲え物ものを絞しめ殺してから血を吸い、吸った所に黒い分ぶん泌ぴつ物ぶつを出す性質がありますからな」


「それが──『黒目』か！」


　リュカーの声にダストンがうなずき──


　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……


　あたしは、深いため息をついた。


　ダストンに疲つかれたまなざしを送り、


「……あのねぇ……


　ちょっとでも罪つみを軽くしたい、なーんて思ってるのかもしんないけど……


　へたくそな噓うそはやめたら？」
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「噓など……今さら……」


「ついてるじゃない。


　思惑と違って血を吸うようになった──なんて、さも、自分はこんなつもりじゃあなかった、って言わんばかりに。


　けどね。奴は体を丸めて人間の姿すがたに擬ぎ態たいする。


　まさかそれもたまたまなの？


　何より、『こいつの血を吸え』と、被害者たちに、奇態ヒルビザルリーチの体たい液えきからできたインクでマーキングをして回った誰かがいるはずなのよ。


　それって、あなた以外には考えられないでしょ？


　いつもはたぶん、何か他の動物の血を吸わせてインクを作らせて……けど、あなたが誰かを消そうと思ったそのとたん、インク製せい造ぞうキメラだったはずのそれは、殺人生物に早変わりする。


　……どーゆーつもりかしんないけど……


　あなたは最初っから、人を殺すつもりであれを造ったのよ」


　沈黙は一いつ瞬しゆん。


「……は……


　あはははははははははははははははははははははははははははははははは！」


　平へい凡ぼんな見た目の男が上げた、ごく普通の笑い声は、しかし、どこかが決定的に狂くるっていて──


「……で？　そーすると『スリープアイ』はあなたの家かどっかにいるわけ」


「いや。いつもは獲物を仕し留とめるとすぐにうちに帰って来るのですけどな、今回はまだ帰って来ておらんのですよ。


　いやいや。ほとんどおっしゃる通り。


　インクの原料を乾かわかして油で練ねるより、最初から油ゆ性せいの原料が採とれた方が話は早い。


　なら、植物より栄養価の高い動物から吸きゆう血けつするほうが合理的ですからな。


　ただ──


　あれが人の姿に擬態をしたのは本当に偶ぐう然ぜんでしてな。もう一度同じものを造れと言われても無む理りですな。


　そして、あれが人に似た姿を取るのと、どうやって獲物から吸血するのかを見て、気がついてしもうたんですわ。


　あれが、インク作り以外の目的にも使えることを。


　試ためしに、そういうふうに教育してみたら、これが使えてしまったわけですな」


　世間話でもするかのような口調で言いながら、おだやかとすら言える笑顔でフェタール隊長の方を見やり、


「しばらく前の夜……べろんべろんに酔よったあんたが私を殴なぐりつけてくれたんで、その印しるしをつけてあげたわけだが……あんたがさらに別の連中にも印をつけてくれるとは思いませんでしたな。


　まあ、あれは夜や行こう性せいなんで、今夜あたり、あんたが印をつけた誰かを殺して血を吸えば、帰ってくるんじゃあありませんかな。


　せいぜいがんばって見つけてやってください」


「……連行しろ」


　フェタール隊長の命令に、警備兵たちは無む言ごんのまま、ダストンを両りよう脇わきからおさえ、連行してゆく。


　ダストンも抵てい抗こうするそぶりはない。


　だが。


　事件はこれで終わったわけではない。


　今夜もし被害者が出れば、明日ダストンの家に戻って来た『スリープアイ』をおさえることは簡かん単たんだろう。


　しかしむろん、むざむざ被害を出させるわけにはいかないっ！


　被害を出さずに奴を押さえることができるかどうか。


　今夜が──勝負だった。





　風が生なま臭ぐさい。


　中心部からやや外れた夜の街は、ただ暗く。


　天には月と星との光。あたしのそばにはたき火が一つ。わずかな光に照らされて、あたしは一人立っていた。たき火の炎ほのおに目をやって、二の腕うでに押された、殺しの捺なつ印いんを夜風に晒さらして。


　あのあと。


　警備兵の詰つめ所に連行されたダストンは、『スリープアイ』を使って殺しをはじめた動どう機きについて、悪びれることもなく語った。


　だがあれを動機と言っていいのかどうか……結けつ局きよく彼が吐はき出したのは、さまざまなものに対する無数のうらみつらみだけ。


　社会への復ふく讐しゆう、などと寝ね言ごとをほざいていたが、結局のところ、ムカついた相手に片かたっ端ぱしから『スリープアイ』を送りつけていただけの話。


　同情の余よ地ちは全くなし。


　ともあれこんなアホな事じ件けん、今夜で絶ぜつ対たい、ケリをつけなければならない。


　どれくらい、夜の中でじっと待っていただろうか。


　風が変わった。


　人が抱いだく殺気によく似たそれは、一体どういう感情なのか。


　ゆっくりと。


　ふり向けば、それがいた。


　黒い人ひと影かげ──に、見えるもの。狂くるえる魔道士によって生み出された、『スリープアイ』と呼ばれた存そん在ざい。


「来たわよっ！」


　あたしが声を上げると同時に。


『明かりよライテイング！』


　四方で声が上がるとともに、無数の光が生まれ出る！


　たき火を見て明るさに慣ならしていても、ちょっぴり目が痛いたい。


　光を放ったのは、まわりに隠かくれ潜ひそんでいた魔道士協会所しよ属ぞくのみなさん。事じ情じようを説明し、事件がダストンのせいだと知って、協力を快かい諾だくしてくれたのだ。


　……ぎ……ぎっ……


　光にひるんだか罠わなにかかったと悟さとったか。黒い影が小さな音を鳴らす。


　正体を知り、この明るさで見ればわかる。人の形をしたそれが、長細い何かが幾いく重えにも幾重にもとぐろを巻まいて、人の形に擬態をしたものなのだと。


　──神しん出しゆつ鬼き没ぼつの殺人者『スリープアイ』。


　しかし正体がわかってしまえば、おびき出すことは決して不ふ可か能のうではなかった。


　たき火のすぐそばには壺つぼが一つ。


　壺の中に入っているのは、例のインクと動物の血を混まぜたもの。


　インク──つまり言い換かえるなら、『スリープアイ』の基ベ本ー体スとなった奇態ヒルビザルリーチの分ぶん泌ぴつ物ぶつのにおい。


　そう。『スリープアイ』は、分泌物と人の汗あせの混まじったかすかなにおいをもとにターゲットの居い場ば所しよを捜さがし当て、マーキングした印のまん中──においの中心部から吸血していたのだ。


　大事なのは印ではなく、インクのにおいだったのだ。


　インク仲間のにおいと血エサとがたき火であたためられて生まれた、人にとっては生臭いにおいは、しかし『スリープアイ』にとっては至上の芳ほう香こう。それに誘さそわれて、この場にのこのこ姿を現あらわしたのだ。


　もちろんここを包ほう囲いしているのは魔道士のみなさんだけではない。あちらこちらの物もの陰かげに隠れた警備兵たちもまた多た数すう。


　──相手が人間なら、ここでキメゼリフの一つもかますところなのだが──そもそも、ことばが通じるかどうかも怪あやしい相手。


　ならばここで、あたしが発すべきことばはただ、これだけっ！


「炎の矢フレア・アローっ！」


　呪じゆ文もんはとっくに唱となえておいた！　放った『力あることば』に応こたえ、夜に生まれた十数条の炎ほのおが、佇たたずむ黒を目ざしてまっしぐら！


　だがその瞬間！


　黒が、展てん開かいした。


　正体がヒルをベースにしたキメラと知り、あたしは黒く長細い物体を想像していた。


　だが、夜にひろがるそれを──一体何と表ひよう現げんすればいいのだろうか。


　あえて言うなら、子こ供どもがでたらめに編あんだ網あみ。あるいはぼろぼろに穴あなが開き破やぶれすり切れた布ぬの切きれ。


　それの黒い体はまるっきりのでたらめに曲がり、つながり、枝えだ分わかれして蠢うごめいて。


　これを絵に描かけと言われれば、目を閉じてむやみにペン先を走らせるだけで、似にた印いん象しようのものができ上がるだろう。


　ただただ無意味な線の連つらなり。紙の上で表現すれば、らくがきとしか見えないだろう物体が、存在し、目の前にいた。


　どこが胴どう体たいでどこが尾おでどこが頭で──いや、そんな分ぶん類るいをしようとすること自体が無意味でしかない生物。


　嫌けん悪おとか恐きよう怖ふという以前に、理り解かいの外に存在する、黒。それが『スリープアイ』の正体だった。


　それに、目や耳や鼻に該がい当とうする器き官かんがあるのかどうか、あたしは知らない。


　しかし結果として、展開したそれは全身をうねくらせ──あたしの放った炎の矢フレア・アロー、そのことごとくを避さけてのける！


　うそっ!?


　一いち撃げきをすべてかわされたこと──というよりも、それのあまりにも異い質しつな姿にあたしは一瞬硬こう直ちよくし──


　瞬間。


　それが跳とんだ。


　全身をたわめ、伸のばして、屋根より高く跳び上がり、身を寄せ集めて平たくなると、凧たこのように滑かつ空くうする！


　こうやって逃にげてたのかこいつっ！　たしかにこれでは、ろくな明かりもなく、人間を捜すつもりで捜したのならまず絶ぜつ対たいに見つけられないだろう。


　あわててあたしは次の呪文を唱えつつ、空ゆく『スリープアイ』を追って駆かけるが──まずいっ！　このままでは包囲の外に逃げられるっ！


　思ったその時。


『スリープアイ』の飛び行く先、民家の屋根に、ゆらりと立った人影一つ！


　魔力の明かりに、銀の甲かつ冑ちゆうが照てり映はえる。


　右手の中には抜き放たれた長剣が。兜かぶとの上にはふさ飾かざり！


　──フェタール隊長!?


「ハァッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに屋根を蹴けり、滑空中の『スリープアイ』に銀の刃やいばを一いつ閃せんさせる！


　ひょいっとよける『スリープアイ』！


　そのまま落ちるフェタール隊長！　ぜんぜんだめだし！


　思ったその時。身をかわした『スリープアイ』が、空中で大きくバランスを崩くずす！


　黒いその体から、いくつかの小さな銀色の光が生はえていた。


　──投げナイフ？


　そうと理り解かいした次の瞬しゆん間かんには、さらに数本のナイフが下から上へと夜を貫つらぬき、『スリープアイ』の体につき刺ささる！


　もちろん並なみの腕うで前まえでできることではない。


　だが今は、ナイフを放った主ぬしを捜している場合ではない！


『スリープアイ』はその攻こう撃げきに、完全にバランスを崩し、もがきながら落ちてゆく！


　先に落ちてたフェタール隊長の上に！


　今だっ！


「炎の矢フレア・アローっ！」


　ひュドドドどッ！


　今度こそ！


　あたしの放った炎の矢フレア・アローがそれを直ちよく撃げきした！


　ギぢぢぢぢぢヂッ──


　それは異い形ぎようの断だん末まつ魔まか。あるいは肉が焦こげきしむ音か。
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　炎ほのおの中で、何本もの何本もの黒い縄なわがもがき踊おどり──


　やがて、その動きを止める。


　それが。


　狂った魔道士によって生み出されたキメラ『スリープアイ』の最後だった──





「いやぁ。本当にお世せ話わになりました。事じ件けんが解かい決けつしたのも、リナさんがいてくれたからこそ、ですよ」


　明けて翌よく日じつ。


　旅立つあたしを見送って、リュカーくんは言ったのだった。


「あなたのナイフがなかったら、逃げられてたわよ」


　と、あたし。


　そう。昨夜『スリープアイ』に投げナイフを放ったのは、他でもない彼だったのだ。


「いえ。でも一つだけ、残ざん念ねんなのは……」


　彼がくやしげに唇くちびるを嚙かみしめ、視し線せんを送った先にはフェタール隊長の姿。


「リナさんの炎の直撃を受けながら、『スリープアイ』の体が盾たてになる形で、この人が燃もえずに残ったことですね……」


「おい。」


　声を上げる隊長は無む視しして、あたしも唇嚙みしめて、


「あれはあたしの落ち度よ……あの時、『まだスリープアイが動いてるー』とかなんとか適てき当とうなことを言って、すべてが灰はいになるまで攻撃呪文を叩たたき込み続けていれば……」


「仕方ありませんよ。隊長のことは僕たち、クインシーの街のみんなでどうにかしていかなければならない問題ですから」


「そっか……じゃあ……道は遠いと思うけどがんばってね……」


　言うとあたしはきびすを返し、フェタール隊長に手をさし出して、


「じゃ、依い頼らい料りようの残りよろしく」


「あのなぁ！　この私のことをさんざんに言っておいて──」


「依頼料の残り。もしくはあたしの攻撃呪文即そく座ざに発動」


「……………………」


　かくて。


『スリープアイ』は倒れ、あたしは依頼料を手に入れた。


　しかしクインシーの街にフェタール隊長がいる限り、第二、第三の起きなくていい事件は必ず起きるだろう。


　クインシーの夜明けはまだ遠い──







（スタンプ・トゥ・キル：完）





セルフ・クエスト［前編］







　扉とびらを開けたそのとたん、男たちの視し線せんが集まる。


　安いタバコと安い酒、安い料理油のにおいが混まじって空気を濁にごしていた。


　ランプの手入れが適てき当とうで、ガラスが汚よごれているせいで、あたりは妙みように薄うす暗ぐらい。


　もしも『全国ガラの悪い安酒場コンテスト』などというものがあったなら、間ま違ちがいなく上位にランクインするだろう、そんな店。


　そこで──あたしはお目当ての人物を見つけたのだった。


「嬢じようちゃん、パパのお出で迎むかえかい？」


「それとも商売にでも来たのかな？」


　酔すい客きやくたちが飛とばす定番ヤジは、むろんいちいち相手にしない。あたしのよーな魔ま道どう士し姿すがたの美少女が、こんな所に入って行けば、イヤでも目立つのはわかっていた。


　客たちの間を抜けてカウンターに向かう。


　途と中ちゆうでこっちに触さわろうと、手を伸のばして来た客もいたが、よっぱらいの手から身をかわすくらいは朝メシ前。


　カウンターの一番奥おく。まわりに鍔つばのついた帽ぼう子しをかぶり、ウイスキーをちびりちびりと飲やっている男。


　それが目当ての人物だった。


　隣となりの席に腰こしかけて、男を見やる。


　丈じよう夫ぶそうだが薄汚れた服。傷いたみはじめた黒い髪かみ。でもってあごには無ぶ精しようひげというむさっ苦しい恰かつ好こうだが、面おも立だちからして二は十た歳ちかそのあたりだろう。


　たぶん──間違いはない。


　こちらの視線に気づいていないわけもないだろうに、男はふり向きもせずにグラスをかたむけていた。


「アントニー＝ヒックスね」


「そんな男はどこにもいないさ」


　瞳ひとみに宿るは虚きよ無むの色。


　あたしは少々とまどいながら、


「メリーアンさんが心配してたわよ」


　あたしの出した名に、彼の瞳に感情の彩いろが差す。


「──あんたは？」


「リナ＝インバース。ごらんの通り旅の魔道士よ。それでメリーアンさんとも知り合ったわけ」
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　彼は口の端はを苦く笑しようの形にゆがめ、


「……親に心配かけちまうなんて、我われながらどうしようもないバカ息子むすこさ。


　けどな。おふくろさんの心配をなくすためにも……俺おれはどうやってもやりとげなくちゃあならないのさ」


　言って──


　アントニーははじめてあたしを見た。帽子の下から覗のぞく瞳に、強い決意の炎ほのおを灯ともし。


「この……自分探さがしの旅って奴やつを、な」





　うちの息子が自分探しの旅に出てしまいました。危あぶないところに行くんじゃないかと心配なんで、捜して連つれ戻もどしてください。


　──はっきし言って、こんなアホな依い頼らいを受けるつもりなんぞさらさらなかった。


　いや。実じつ際さい、受けてはいないわけなのだが。


　旅の途中で立ち寄った、とある街まちの魔道士協会。


　そこの副ふく評ひよう議ぎ長ちようがメリーアンという女のひとで、あたしを呼び出し、そんな話を持ちかけたのだった。


　もちろんあたしは断ことわった。ンなアホ息子につきあってられるか、という本音は隠かくしたままで。


　あたしが依頼を受ける気なしと見ると、副評議長は作戦を切きり替かえてきたのだ。


　少しよう額がくのお金をあたしにさし出して、こういうふうに言ったのである。


　無む理りに捜さがす必要はないが、もしも旅の途中でたまたま出会うことがあれば、母親が心配していたと伝えてくれ。連れ戻してくれれば、これとは別にちゃんとした礼を出す。この金は、そのことを憶おぼえておいてもらうためのもので、息子と出会うことがなければ、路ろ銀ぎんの足たしにしてくれ──と。


　そんなふうに言われれば──絶ぜつ対たいイヤだ金は受け取れん、と主しゆ張ちようするわけにもいかず。


　結けつ局きよくあたしは、そういうことなら、と首を縦たてに振ふり──そこで話は終わるはずだったのだが。


　ところが今日。


　そこから丸二日ばかり行ったこの町で、あたしはたまたま夕食時に、彼らしき人を見つけてしまったのだ。


　見つけたものは仕方ない。それに礼金のこともある。


　あわててあとを追い、この酒場へとやって来た、というわけなのだ。


　本人に間違いはないだろう。もしもこいつが、何かの目的でこっちに話を合わせているだけの別人なら、メリーアンという名前を出しただけで、それがアントニーの母親だとわかるわけはないのだから。


　──となれば──


　あとはこいつを説せつ得とくして連れ帰り、お礼をいただくのみっ！


　ちなみにメリーアンさんは、事前にお礼の具ぐ体たい的てきな額がくも口にしたが、決して悪いものではなかった。


　かくて説得開始であるっ！


「そもそも、なんで自分探しの旅なんてはじめよーと思ったわけ？」


　あたしの問いにアントニーは、くいっ、と一気にグラスを空あけて、逆さかさまにして軽く振ふり、


「俺はこいつと一いつ緒しよさ。自分って中身が何もねぇ。カラッポなのさ」


「………………いや。なんかじゅーぶんキャラ立ってるような気がするんだけど……」


「ふっ。そいつぁ違うな」


　彼はグラスをコトリとカウンターに置き、


「言ったろう。中身がない、って。見た目や言動、そんな容いれ物がどうだって、カラッポなもんはカラッポなのさ。


　自分が何をやりたいのか。何に向いているのか。そいつが見えねえ。見えて来ねえ。


　このままじゃあダメだ、ってのはわかっていても、じゃあどうすればいいのかがわからねえ。そもそも、自分って奴やつをどうやって見つけりゃあいいのかがわからねえ。


　そんな時さ。俺が一枚まいの地図と出会ったのは」


「地図？」


　彼は小さくうなずくと、追加の酒を頼たのんでから、声を低めて、


「二百年ほど前。いわれのない罪つみで領りよう地ちを追われて落ち延のびたロード・タイシャスってのがいてな。


　それの残した、あるものを埋うめた場所の地図だって言われている」


「それじゃあ──」


　おたからの──


　彼は小さくあごを引き、


「埋まっているのは時じ価かにして──およそ一千万ジブン相当の自分」


「いやちょっと待て！」


　あたしが思わず上げた声に、一いつ瞬しゆん酒場が静まりかえるが、ンなものは無む視しして、


「一千万ジブンて何の単位!?」


「昔の単位なんだろうな。よく知らねえが」


　さらりと言ったなオイ。


「つーか何が埋まってるのよそれっ！


　そもそも自分探しの旅ってそーゆーもんじゃあないでしょーがっ！　いろんなことをやってその中から自分に合ったものを選えらんでくのが自分探しであって！　他人から『きみの自分はこれだから。』って教えられるよーなもんじゃあないでしょーがっ！」


　言うあたしに、彼は子供を見るまなざしで、


「ふっ。トシの割わりには知った風な口をきくんだな」


「す・く・な・く・と・も！


　どっかから手に入れた変な地図にある場所を掘ほったら自分が見つかりました、なんて自分探しの旅がありえないことくらいはわかるわよっ！」


　彼は出された次の酒を、ちびりとひと口飲やってから、


「ああ──


　俺にもあったよ。そうやって、何もかもわかったようなつもりになってた頃ころが、な」


「斜しやに構かまえても間ま違ちがってるからっ！」


　叫さけんではみたものの──あたしには、はっきりとわかった。
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　説せつ得とくはムダだと。


　どーやらこのひと、自分探しをしなきゃあならないとゆー強きよう迫はく観かん念ねんにとりつかれているよーなのだ。


　そんな時。どこかの誰だれかから、『これが自分探しです』と言われたことに、『そうだったのか！』と飛びついて、れーせーな判はん断だんができなくなっているのだろう。


　実じつ際さい──


「あんたにとっての間違いが、俺にとっても間違いだとは限かぎらねえさ」


　彼は平然と、あたしのツッコミを会話になっていないことばで受け流す。


　……あー。もーいい。


　ならてきとーに話を切り上げて、とっととあたしは立ち去ろう。メリーアンさんから頼まれた、伝言という最さい低てい限げんの義ぎ理りだけは果たしたわけだし。


　このあと彼がどんな目に遭あおうと、それこそ彼が自分で選んだ自分探しなのだから、あたしの知ったこっちゃあない。


　そう割わり切ると、あたしは肩かたの力を抜いて、


「……まー、あなたがどーしてもその変な地図で自分探しをする、ってのなら別に止めないけど……その地図って一体どこから手に入れたのよ」


「話してもいいが──」


　声の途と中ちゆうでドアが鳴る。


　店の空気が変わったことに気がついて、あたしとアントニーが出入り口の方へ目をやれば、そこには陰いん気きに佇たたずんだ、三人ばかりの男たち。


　寒くもないのに鼻から下を布ぬので隠かくし、鋭するどいまなざしはこちらに向いて。


　そのまま足あし並なみそろえてやって来る。


　──こう見えてもこのあたし、いろんなところから逆さか恨うらみをされている。そのテの連中がムダな復ふく讐しゆうに来たのか──


　と、一いつ瞬しゆんあたしは思ったのだが──違う。


　男たちの目はあたしの隣──アントニーの方を向いていた。


　三人は、こちらからやや距きよ離りを置いて足を止めた。全員の左手は、腰こしに吊つるした剣けんの柄つかにそえられていて。


「自分探しの旅をしているそうだな」


　男の一人がことばを放つ。


「あきらめて帰れば命までは取らん」


「ええっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げたのはむろん、あたし。


　いやあの！　自分探しの旅って、謎なぞの集しゆう団だんから妨ぼう害がいが入るよーなもんだったっけ!?


　うろたえて、男たちとアントニーとを交こう互ごに見るが、アントニーの方は平へい然ぜんと、帽ぼう子しの鍔つばをひとさし指で軽く上げ、


「……そのうちこんなことになるんじゃあないかとは思ってたけどな」


　思ってたんだ！


　にやりと不ふ敵てきな笑えみ浮うかべ、


「けどな。覚かく悟ごがなきゃあ自分探しの旅なんて最初からやらないさ」


　言うなり──


　アントニーの手がひるがえる！


　何かやるな、と気配を読んで身を低くしたあたしの頭上を風が薙なぐ。


　舞まい散ちったのは飲みかけの酒。それは男たち三人の目を叩たたき──


「ぐっア！」「うが！」「こっの！」


　アルコールがしみて苦しむそのスキに、アントニーはカウンターを飛び越こえ店の奥おくに！


　あたしもそのあとに続く！


「なんでついて来る！」


「いきおい、って奴やつよ！」


　狭せまい洗あらい場を抜ぬけ店の裏うら口ぐちから夜の路ろ地じへと飛び出して。


　アントニーは帽子が飛ばないように片かた手てでおさえて道を駆かけ──


　いくらもいかぬうち後ろに気配。男たちが追って来たのだろう。


　しかしそれは思うツボ。あたしはすでに呪じゆ文もんを唱となえ終わっている！


　きびすを返してふり向きざまに──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　さして広くもない路地に、身をかわす場所などあるはずもなく──


　かききぃん！


　追い来た三人は瞬しゆん時じに氷づけ！


　ヒュゥッ、とアントニーが口くち笛ぶえを鳴らす。


「やるな。あんた」


「感心してる場合じゃないわ。とにかく、一いつ旦たん場所を変えるわよ」


「わかった」


　言って二人は三日月の下、夜の町を駆け抜けた。





「なんで首を突っ込むんだ」


　宿の部屋に落ち着いて、開口一番、アントニーはあたしにそう問いかけた。


　襲しゆう撃げきのあとで取った宿である。連中がこっちを捜していることを見み越こして、部屋を取る時には互たがいの服ふく装そうをちょっと変え、連れがあとで来るからと偽いつわって三部屋借かりた。


　今いるのはそのうち一室。アントニーはベッドに腰こしかけ、あたしは向かい合わせに置いたイスについている。


　もちろん外から中が見えないように、窓まどは閉しめたまま。


　問いにあたしは肩かたをすくめて、


「メリーアンさんに、もし出会ったら息子むすこをよろしく、って言われてたから。


　ま、正直言うともともとは、あんたのことをちゃんと捜す気なんてなかったんだけど……こーやってたまたま出会った以上、仕し方かたないでしょ」


　むろん理由はそれだけではない。


　連れ帰ればもらえる礼金のこと。そして、妨害者が現あらわれたわけも気になる。


　アントニーはしばし、探るようなまなざしをこちらに向けていたが、やがて、ふっ、と小さく息を吐つき、


「……まあ、そういうことにしとこうか」


　うわ。さも何かわかったかのように。


　とはいえあたしの方は、ほとんど何もわかっていないわけで。


「あなた、さっきは『こんなこともあるんじゃないか』みたいなことを言ってたけど、あの連中の素す性じように心当たりあるの？」


　彼は遠くに視し線せんを送り、


「いや、まるっきり」


「無いんかっ!?」


「ああ。


　ただ──な。自分探しの旅ってやつに障しよう害がいはつきものだろ？　なら、あんな連中が現れたって不ふ思し議ぎじゃあないさ」


「思いっきしフシギよっ！　なんであんたの自分探しにつきあって、誰だれかが襲おそって来たりするのよっ！


　……まあ現げん実じつ的てきな話をするなら……連中が襲ってきたのは、あなたが持っている地図のせいでしょーね」


「地図？」


　指し摘てきに、彼は片方の眉まゆをはね上げる。


　当たり前だが──


　自分探し用の地図、などとゆー器き用ようなものは存そん在ざいしない。ならば彼が持っている地図は、別の何かの場所を記したものだということになる。


　と、ここまでは口に出さず、


「妨害する奴が現れたってことは、あの連中にとっては、あなたがその場所に行くのはマズい、ってことよ。あなたが何のためにそこに行くのかに関係なく、ね。


　つまりその地図には、あなたが期待してる自分探しとは別に、何かの意味があるはずだ、って言ってるの。


　もしよければ、どうやってその地図手に入れたのか教えてくれる？」


「なぁに。別にどうってことはねえ。


　俺が自分って奴を見失って、酒場で飲んでグチってた時──


　たまたま店にいた知らねえ男が、この地図をくれたのさ。


　そこに行けば、自分の存在した理由って奴がわかるはずだから、ってな」


「………………何それ？」


　思わずつぶやくあたしに、アントニーは困こまった表か情おで、


「何……って言われてもな。そのままなんだからしょうがねえだろ」


「ほんっとーにぜんぜん知らない人？」


「おう」


　これまた──わけのわかんない話である。


「何かのサギ……とか？」


「違うと思うぜ。なにしろ地図はタダでくれたんだから」


「タダ？」


「ああ。俺は銅どう貨か一枚だって払はらってねえ」


　彼は両手をひろげて見せて、


「そん時ゃあ今と変わらねえ恰かつ好こうして、さっきと似にたような安酒場で飲んでたんだ。騙だますほど金持ってるようには見えねえだろ？」


「……まあ……確かにそーだけど……」


　あたしはつぶやいた。


　むろんのこと。


　通りすがりの酔よっぱらいがアントニーをからかって、ニセの地図を渡しただけ。


　そういう可か能のう性せいもある。


　しかしこの時──


　あたしの脳のう裏りには、別の可能性もまた浮かんだのだった。


　──世の中に、宝たからの地図と称しようされるものは、掃はいて捨すてるほど存そん在ざいする。


　その全部──とまでは言わないが、うちほとんどはハズレである。


　当然だろう。もし地図に記された場所に、本当に金銀宝ほう石せきがあるならば、地図の前の持ち主がとっくに手に入れているはずなのだから。


　宝があることを知りながら、あえて手に入れようとはせずに、地図だけ他人に譲ゆずり渡すなどということは、まずありえない。


　とはいえ──ごくごくまれではあるが、例外があるのも事じ実じつだった。


　一つ。示しめされた場所が、人の行けないような場所だった場合。


　一つ。地図そのものが、何らかの理由で最近まで発見されなかった場合。


　ただこの二つは、アントニーの場合には当てはまらない。


　そしてもう一つの例外の可能性。


　すなわち──宝が金銀財宝ではなく、扱あつかい方によっては危き険けんな何かだった場合。


　伝説の武ぶ器きや防ぼう具ぐ、力のある魔法の道具マジツクアイテムや人知れず封ふう印いんされた魔ま道どう書しよ。噓うそか真まことかは別として、そんな伝でん承しようは数多くある。


　たとえば魔道書一つ取っても、その断だん片ぺんのみが写本として残る異界黙示録クレアバイブル、どこかの魔道士が秘ひ蔵ぞうしていると言われる冥王祭祀ミリオンウイプスなどなど。


　そういった禁きん断だんの秘ひ宝ほうは何らかの理由によって厳げん重じゆうに封印され、時には宝を守るための守しゆ護ご者しやが存在するとかしないとか。


　宝を狙ねらう愚おろか者には、守護者たちによって死の罰ばつが与えられる──とも。


　そう。ちょうど今日、アントニーのもとに謎なぞの男たちが現れたのと同じように。


　──もちろん──


　だからといって、アントニーの持っている地図に、禁断の秘宝のありかが記されていると即そく断だんするつもりはない。


　あたしは地図に着目したが、他の理由で狙われた可能性も十分にある。


　だが。


　地図の場所に何があるのか、興きよう味みが湧わいて来たことは確たしか。


「その地図って、見せてくれる」


「悪いが、そいつぁできねえ相談だな。場所を憶おぼえられて抜け駆けされて、俺より先に自分探しされちゃあ困るからな」


　困るんだ。


　言っていることはわけがわかんないが、今ここでそこにツッコミを入れても仕方ない。


「なら、これだけ教えて。地図の場所ってここから遠いの」


「いや。そうでもない。ここから片道……何日もかからない所だな」


「じゃあ決まりね」


　言ってあたしはうなずいた。


「決まり？　何がだ？」


　問うアントニーにあたしは笑みを向け、


「行ってみればいーのよ。その場所に」


　彼は一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くしてから、


「……まるでついて来るような口ぶりだな」


「そう言ったつもりだけど」


「おいおい。あんたの腕が立つのはわかったけどな。護ご衛えいの駄だ賃ちんは出せねえぜ」


「わかってるわよ。ほとんど路ろ銀ぎんを持たずに出てった、ってメリーアンさんから聞いてるから」


「なら……分け前目当てか？」


「いや。自分探しの分け前って。


　あるのが一千万ジブンとかゆーわけのわかんないもんじゃあなくて、ちゃんとしたおたからなら、分け前も欲しいけど。


　実を言うと、最終的にあなたを無ぶ事じに街まで連れ戻せば、メリーアンさんからそれなりのお礼が出るって話になっててね。


　連中の狙ねらいがどこにあるにしても、あんたが狙われてることだけは間ま違ちがいないんだし」


　自分探しの旅をやめろ、と相手の方から言ってきたのだ。これで実は人違いでした、などということはまずありえないだろう。


「つまり、地図の場所に何もなくても、あなたの小旅行にちょっとつき合うだけで、あたしはお礼がもらえるってわけ」


「なるほど。まあいいさ」


　彼は不ふ敵てきににやりと笑い、


「謎なぞの地図、謎の敵。協力を申し出てくる謎の美女……っていうにはちょいと歳としが足りねえが──」


「ほっとけ」


「ともかくこれで、いよいよ自分探しの旅らしくなってきやがったぜ！」


「いや。自分探しの旅ってたぶんこーじゃないから」


　つぶやくあたしのことばなんぞ、もちろん彼はちっとも聞いちゃあいねえのだった。





　緑に囲まれたその村が、のどかというよりむしろ身をちぢこませているように見えるのは、まわりにそそり立つ険けわしい山々のせいだろうか。


　見み慣なれぬよそもの──あたしとアントニーに向けられる村人たちのまなざしは、好こう奇きと驚おどろきに満ちていた。


　それはそうだろう。


　ここは街かい道どうのどんづまり。先に行ってもどこかへ続く道などなく、村の規き模ぼも決して大きなものではない。


　つまり──旅人がやって来るような場所ではないのだ。この様よう子すでは、おそらく宿屋もないだろう。


　アントニーの先せん導どうで、二人がここにたどり着いたのは、出会ってから二日目の昼のことである。


　先導──というのは他ほかでもない。アントニーは今まで、あたしに地図を見せることはおろか、どこに向かうのかさえ言ってはいないのだ。


　……ま、探しているのがジブンとかじゃあなけりゃあ、常じよう識しき的てきな用心なのだが。


「で、これからは？」


「ここでちょいとばかり食い物を調達する。ちっこい村だが……それくらいはなんとかなるだろ」


「りょーかい」


　言ってあたしは肩をすくめた。


　どーやら彼はこの期ごに及およんでまだ、どこに向かうのかを語るつもりはないようだった。


　とはいえここまで来れば、行き先の想像はつく。


　村から先に行く道がないというのなら、これからは道のない場所を行く、ということなのだろう。


　あの──けわしそうな山を。


「──連中、あれから追いかけて来ないな」


　食べ物が調達できそうな店を探して歩きつつ、アントニーは小声で言った。


「あきらめたか──でなけりゃ、人違いだったりしてな」


「そんなわけないでしょ」


　と、あたし。


「連中、あんたが自分探しの旅をしてることを知ってたのよ。……ってまあ、あんたそーゆーことぺらぺらしゃべっちゃうみたいだから、連中はたぶんそれを聞いたんだと思うんだけど──」


　実のところ、最初にあたしが彼をたまたま見つけたのもそれがきっかけだった。


　彼がメシ屋をあとにする時、店のおばちゃんに、自分探しの旅がんばってねー、という、はげましだかからかいだかわからないことばをかけられているのを聞いたのだ。


　たぶん連中も、似にたようないきさつで彼を見つけたのだろう。


「あんたの他に、自分探しの旅なんてしてる人がそうそうごろごろいるとは思えないし」


「何言ってやがる。人ってのはいつも誰でも自分って奴を探さがし続けてるもんなのさ」


「だとしても、それをしょっちゅう公言してる人ってのは少ないでしょ」


　かくいうあたしも、郷く里にの姉ねえちゃんから、世界を見て来いと言われて旅をはじめたわけで、捉とらえようによっては自分探しと言えなくもないかもしれないが。


　ともあれ──


「もし連中が地図がらみであなたを狙ねらってるのなら、あなたがここに来ることも、このあとどこに向かうかも、とっくにわかってるはずよ。この先で待ちかまえてる、って思った方がいーでしょーね」


「面おも白しれぇ。その方がこっちも張はり合いが出るってもんさ」


　と、いかにもお気楽に。


　そんな話をするうちに、やがて二人が見つけたのは小さな小さな雑ざつ貨か店てん。


　店番していたばーちゃんは、やはり村人の例に漏もれず、不ふ審しんと好こう奇きのまなざしを、あたしとアントニーに向けていたが、多少まとまった食べ物を支し払はらいカウンターに持っていくと、垂たれ下がったまぶたの下から、じろりっ、とこちらをにらみ上げ、


「あんたら、山に行く気だろ」


「──なんでそう思う？」


　問い返したのはアントニー。表情を殺してはいるが、これではそうだと言ったも同じ。


　ばーちゃんは、眉み間けんのシワを深くして、


「わかるんだよ。けどやめときな。村のもんだって山には入らないんだ。


　時々うちにもあんたらみたいなのがやって来て、同じように買い物をしてくけど、誰も帰って来やしない。


　あの山には魔ま物ものが棲すんでるのさ」


「魔物って……魔族ってこと？」


　思わず声を上げたあたしに、ばーちゃんは、ぎろりっ、と目を向けて、
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「何かは知らん。ともかく何かがいて、誰も帰って来やしない」


　言いながら、こっちが選んだ食べ物をカウンターの後ろにかたづけながら、


「だから、あんたらにゃ何も売れないね」


「おいおい！」


　アントニーがあわてるが──ここで、いいから売ってくれ、と言い張ったところで、聞いてくれるはずもない。


　あたしは聞こえよがしに息を吐つき、


「……仕方ない。こーなったらみんな話しちゃいますけど──この山でそういう事じ件けんが起こってるってことは、とっくに領主ロードも知ってるんですよ」


「領ロ主ー様ドが？」


　突とつ然ぜん出てきたえらいひとの話に、ばーちゃんの目にとまどいの色が浮かぶ。


「ここだけの話ですけどね。山に棲むものを討とう伐ばつしよう、って話も出てる。


　けど、一体何が、どれくらいの数棲んでいるのかがわからないと、討伐隊の編へん制せいもしようがない。


　あたしたちは、その事じ前ぜん調ちよう査さのために来たってわけよ」


　もちろん口からでまかせだが。


「……オイオイいいのか話しちまって」


　その噓うそ八はつ百ぴやくに調子を合わせ、眉まゆをひそめるアントニー。


「仕方ないじゃないこの際さい」


　彼に言ってから、


「つまりあたしたちの目的は、調査をして、無事に戻ること。無む茶ちやをするつもりは全くありません。


　ですから──」


　あたしは、ひた、とばーちゃんの目を見つめる。


　沈ちん黙もくが続いたのは一いつ瞬しゆんだけ。


　ため息とともにばーちゃんは、視し線せんを落とし、さっきカウンターの後ろにかたづけたものをふたたび取り出しながら、


「……わかったよ。なら、お代はいい」


　申もうし出でに、今度はあたしがちょっぴりあわてる。これでタダでもらってしまえばサギである。


「あ、いえ、ご好意はうれしーんですけど……もらっちゃうと、あたしが、本当はだまっておくべきことを話しちゃった、ってことがバレちゃうかもしれませんから、かえって困っちゃいます。どーか代金は受け取ってやってください。


　それと、この話はあくまでないしょ。たとえ家族の方にでも話さないでほしいんです」


「わかったよ。じゃあ、くれぐれも気をつけて行くんだよ」


「ありがとうございます」


　応こたえてあたしは、小さくうなずいたのだった。





　山は緑のにおいに満ちていて。


　本当に村人が入らないようで、山道さえなく、時々獣けもの道みちらしきものがある程てい度ど。


　ある時は雑ざつ草そうをかき分け、ある時はむき出しの岩を踏ふみしめ、あたしとアントニーはえっちらおっちらと山を進み行く。


　村で食料を買い込んだ、そのすぐあとのことである。


「けど、いいのか？　あんなこと、言っちまって」


　岩場を行きつつ、先導のアントニーがふり向きもせず言ったのは、木々の間に村が見えなくなった頃ころ。


　もちろん、あたしが雑貨屋のばーちゃんについたウソのことだろう。


「あの、ばあさん、山から、化け物が、いなくなるかもって、期待し、ちまってるぜ。きっと」


「別にいーんじゃない。もし本当に化け物とかいたら、ふっ飛ばせばいいわけだし」


「はは。そいつぁ豪ごう儀ぎだ」


　かるく答えたあたしのことばを冗じよう談だんか何かと思ったか、彼は笑い飛ばす。


　もちろんあたしとしては、心の底から本気で言っているわけだが。


「それはそうと提てい案あんがあるんだけど」


　あたしは彼の背中に声をかける。


「なんだ、言ってみな」


「とりあえず、どっか休めるような場所があったら一いつ旦たん休きゆう憩けいしましょ」


「なんだ、もう、息が、上がったのか、だらし、ねえな」


「息が上がってるのはそっちでしょ」


　あたしは苦く笑しようして言った。


　とはいえこの強きよう行こう軍ぐんは、旅たび慣なれたあたしにとっても決して楽ではない。


　正直を言えば、山に入る前にすこしゆっくりしたかったのだが、村には宿屋はおろか、ごはんを出してくれるような店さえもなかったのだ。


　休む場所を探して村をうろつくのも無意味だと、そのまま山に入ったのだが──


「あたし、人一人くらいなら抱かかえたまま、空をぷかぷか飛ぶ術じゆつを使えるのよ。だからどこかで休んでおいて、夜になったらそれを使って、一気に距きよ離りをかせいだ方がいーんじゃないか、って思って」


　言ったそのとたん。


　アントニーは足を止めると、そばの木にぐったり寄りかかり、肩越ごしに疲つかれた視線を向けて来て、


「……おいおい……そういうことができるんなら先に言ってくれよ……」


「山登りをするなんて、先に聞かされてなかったから」


　あたしも足を止め、しれっと言い放つ。


「……じゃあ、夜になってからなんて言わねえで、ひと休みしてから行こうぜ」


「あ。それはダメ。


　この明るいうちに空なんか飛んだら目立ちすぎるわ。


　もし連中がどこかで待ちかまえてて、弓ゆみ矢やでも持ってたら、ただの的まとになるだけよ。空を飛ぶって言ったって、弓矢をひょいひょいかわせるよーな術じゃないから。


　だから、夜になってから、よ。


　どっちに行くかは、その時あなたが指し示じしてくれればいーから」


「……わかったよ」


　アントニーは吐と息いき混まじりにそう答え──
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　唐とう突とつに。


　気け配はいが出しゆつ現げんしたのはその瞬しゆん間かんだった。


「──伏ふせてっ！」


　あたしが声をはり上げて、呪文を唱となえはじめた時には、すでに影かげはアントニーの後ろに現れていて。


「え？」


　アントニーがつぶやいた時には、彼は後ろ手に地面に組み伏ふせられていた。


「やめろと言ったはずだ」


　アントニーを組み伏せ、あたしから目を離はなさぬまま言ったのは、口もとを布ぬので隠かくした一人の男。


　顔はいちいちおぼえてはいないが、酒場でアントニーを襲おそおうとした奴の一人には違いない。


　一人だけのようではあるが──ぬかった。


　正直、ザコだと思っていたのだが、直前まであたしに気配を感じさせなかった以上、考えをあらためた方がいいだろう。


　もっとも──あらためた考えを活いかせる時が来るかどうかはわからないが。


　呪文の詠えい唱しようはまだ終わらない。


「こちらの忠ちゆう告こくを聞く気がないなら、聞かざるを得なくするまで」


　言った男の視し線せんと脚あしが動く。


　──アントニーの足を折おる気か！





　ごぎっ。





　にぶい音が響ひびいた。


　一いつ拍ぱくの間を置いて。


　どさりっ、と地面に倒れたのは、アントニーをおさえていた男だった。


　気がつけば、そばにはさらに影一つ。


　男と似にた空気を纏まとってはいるものの、こちらは口もとだけではなく、目以外の部分を布で覆おおっており、その右手にはちょっとした大きさの石が握にぎられている。


　そう。


　新たに現れたこの男が、先の男を後ろから一いち撃げきし、昏こん倒とうさせたのだ。


　状じよう況きようがわからぬあたしたちに、新たな影は視線を向けて、


「すぐに別の誰かが来る。急げ」


　ぽつりと言うなり身をひるがえす。


「待ってくれ！　あんた……！」


　アントニーが身を起こし、そう言いかけた時にはすでに、男の姿すがたは木々の間へと消えていた。


　何が──どうなっているのか。


　倒れている男をたたき起こしていろいろ聞きたいところだが、たった今男が指し摘てきしたように、他の連中に集まって来られるのは面おも白しろくない。


　相手がただのザコばかりなら、気配を察さつして先手を取って、攻こう撃げき呪文で一いつ掃そうすればいいのだが、先に現れた男もあとからの奴も、気配をほぼ完全に消していた。


　もし他の連中にも同じことができるのならば、こんな視界の悪い場所で戦やり合うのはうまくない。


「……とりあえず言われた通り、急いだ方がよさそうね、アントニー」


「お……おう」


　彼は身を起こす。落ちた帽子を拾ひろい上げ、ふたたびあたしといっしょに道なき道を行きながら、


「今、あとから来て助けてくれた方──


　あいつ、俺に地図をくれた奴だ」


「今のが？」


　思わず男が消えた方へと目をやるあたし。むろんもはや、そこには木々の連なりがあるばかりだが。


「ああ。声が同じだった。どうやら謎の敵の他に、謎の味み方かたもいるようだな」


「……みたいね」


　一歩一歩を踏ふみしめながら、あたしはてきとーなあいづちをうつ。


　連中は何者なのか。なぜあたしたちが狙われるのか。今のところはわからない。


　だが、答えは必ず、あたしたちの行く手にあるはずだった──







（セルフ・クエスト：つづく）
















　次回予告





　人は旅の果てに何を見るのか。


　明日の希望か、今日の現げん実じつか。あるいは過すぎた日の悔かい恨こんか。


　この旅が終わる時、アントニーはそこに一体何を見つけるのか。何も見つけないような気がするなぁ。


　地図を渡してくれた者、リナたちを妨ぼう害がいしようとする者たち。


　からむいくつもの思惑おもわくは、人里離はなれた山中で、どのような結けつ末まつを生み出すのか！


　次回、『セルフ・クエスト』後編！


　そういえば昔、猿さる岩がん○とかいたなぁ、などと思いつつ待て！




セルフ・クエスト［後編］













　あらすじ





　リナがひょんなことから同行することになったのは、謎なぞの男から自分探さがしの地図を渡され、自分探しの旅に出かけたアントニー。


　二人の前に現あらわれる、なぜかその旅を阻そ止ししようとしてくる妨ぼう害がい者しやたち。


　やがてリナたちは地図に従したがい、入った者は帰らぬと噂うわさされる山へと踏ふみ込む。


　そこで再ふたたびアントニーを襲おそう妨害者！


　だが現れた別の男が、妨害者を倒たおし、去ってゆく。


　声からしてその男こそが、自分に地図を渡した者だと言うアントニー。


　彼らの思惑おもわくは何なのか。地図の場所に何があるのか。


　わからぬままにリナたちは、さらに山深くへと分け入るのだった──







　半はん月げつと星の光を背に負おって。


　山風吹ふきゆく夜の空を、あたしはアントニーを抱かかえたまま、浮遊レビテーシヨンの術じゆつでゆっくりぷかぷか進んでいた。


　襲しゆう撃げきを受けたあのあと。


　あたしたち二人は離はなれた場所で休みを取って食事を済すませ、陽ひが落ちるのを待ってから、空を飛ぶ術で目もく的てき地ちに向かって進みはじめたのだ。


「……本当にこっちで間ま違ちがいないのか」


　あたしに抱え吊つるされて、アントニーは情なさけない声を漏もらした。


「星を目印にして進んでるから、少なくともあなたの言った通り、北に向かってることだけは確たしかよ」


　と、あたし。


「で、どのくらい進んだらいいの？」


　問いにアントニーは、片かた手てで帽ぼう子しを押さえたままで、


「俺おれにもわからないことくらいはあるさ」


「ちょっと待てぃっ！」


　ツッコむあたしに、しかし彼は平然と、


「北は間違いないさ。けど今、どれくらいの速さでどこまで進んでるのかはわからん。下を向いてもあの通りだし、な」


　確かに──


　眼がん下かには、木々と山々がおぼろな陰いん影えいを見せるのみ。地図に何かの目印のようなものが記されていたとしても、それを見つけるのは難むずかしいだろう。


　それにこの浮遊レビテーシヨンも、風の影えい響きようでどのくらいのスピードになっているのか。


　出発してから進んだ距きよ離りを正せい確かくに答えろと言われれば、術をコントロールしているあたしでも困る。


　あたしはしばし考えて、


「かなり距離をかせいだことは間違いないと思うけど……


　なら今日は、そろそろ下に降おりて、適てき当とうな所で野や営えいする、ってことでどう？


　朝になったらあたりの様子を見て、居い場ば所しよを確かめて再出発」


「ああ。そうだな」


　返事を待って、術をコントロールして高度を下げる。


　梢こずえの間を縫ぬい渡り、地面が平らなあたりを探して着地した。


　木々の下へと入り込めば、もともとかすかな光はさらに枝えだ葉はに遮さえぎられ。


「……真っ暗だな」


　すぐそばで言うアントニーのことさえ、闇やみの中にいる影かげとしか見えず。


「山の夜なんてこんなもんよ。待ってて。呪じゆ文もんで明かり用意するから」


　手て頃ごろな大きさの石を手さぐりで探し当てると、口の中で呪文を唱となえ、


「明かりよライテイング」


　持じ続ぞく時じ間かんを長くして、光量をかなり抑おさえた明かりの術をかけてやる。


　さらにその石をハンカチでくるめば、即そく席せきランプのでき上がり。


　蛍ほたる火び程てい度どの弱い光だが、闇に慣なれた目には、あたりのもののりんかくを浮うき立たせるにはじゅーぶんな明るさである。


「……なんでわざわざハンカチで？」


「明るいと、結けつ構こう遠くからでも見えちゃうから。


　こっちをジャマしようとしてる連中がいるってこと、忘わすれないで。


　ひょっとしたら、空飛んで連中をやりすごせたかもしんないのに、明かりをつけて居い場ば所しよを教えてやる必要なんてないでしょ。


　とにかく、今日はここで休むわよ」


　あたしは近くに適当な場所を探し、木の幹みきを背せにして腰こしを下ろす。


　アントニーも、やや離れた場所に座すわりつつ、


「けど野や犬けんとかに襲おそわれないか？　これ」


「そんなの来たら返かえり討うちに──」


　軽かる口くちを叩たたきかけて、あたしはそこで沈ちん黙もくした。


　闇の中、何かの気配を感じ取り。


「──どうした？」


　あたしの様子から異い常じようを察さつしたか、声を低ひくめて問うアントニー。


　だがそのとたん。感じていたはずの気配は消え去って。


　気のせい──と断だんじることはたやすいが、あたしはゆっくり立ち上がり、


「……休む場所を変えましょ。


　今、何かの気配がしたのよ。気のせいならいいけど、そうじゃなければ……寝ね込こみを襲われる可か能のう性せいがあるわ」


「わ……わかった」


　さすがに夜そ襲れはまっぴらなのだろう。アントニーは素す直なおに腰を上げたのだった。
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　朝もや煙けむる山の中、色いろ気けも情じよう緒ちよも何もない、男のくしゃみがこだまして。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「お、おう」


　寒さにその身を縮ちぢめつつ、それでもカラ元気一いつ杯ぱいにアントニーは答えた。


　山の朝晩は寒い。あたしはマントがあるからいいが、彼の服ふく装そうではややキツいものがあっただろう。


　結けつ局きよく昨さく夜やは何もなく、ひと晩ばん休んで朝起きて。食事を済すませてさっそくあたりの探たん索さく開かい始し、である。


「で、アントニー、探すって言っても、何か目印になるようなもの、あるの？」


　問えば彼は、ふところから地図を取り出して、いまだ警けい戒かいしているのか、あたしから見えないようにこっそりひろげ、


「魚の形をした大きな岩が立ってる所、ってのを探したいんだがな……」


「……これじゃあ、ね……」


　二人はぐるりとあたりを見回す。


　時間が経たてば晴れるだろうが、今はまだ朝もやが濃こい。


　十歩程てい度ど離れれば、景色けしきはまるで薄うすめたミルクに溶とかしたかのように、急きゆう激げきにそのりんかくを失ってゆく。


「……ま、本ほん格かく的てきに探すのはもコやレが晴れてからってことで──」


　風が吹いた。


　まるで、あたしのことばをさえぎるかのように。


　刹せつ那な、白の一部は吹き散ちらされて──


　……おー……


　思わず声を上げたのは、あたしか、それともアントニーか。


　行く手の木々がとぎれ、先がひらけていた。


　すり鉢ばちのような盆ぼん地ちの底に、小さな小さな村がある。少し離れた岩山の端はしには、縦たて長ながの、魚に見えなくもない大きな岩。


「……魚の岩……ね」


「……だな」


　吹く風はふたたびもやを呼び込み、視し界かいを埋うめるが、今見たものに間違いはない。


「というか、村、あったよな」


「あたしも見た。……ってひょっとして、地図にある場所って──」


「ああ。たぶん……


　地図には村とは書いてなかったけどな。


　──とにかく。行ってみるぞ」


　むろん異い存ぞんのあるはずもなく。


　あたしとアントニーは朝もやの中、そちらを目ざして進みはじめた。





「……で？　なんでこそこそしなくちゃならねえんだ？」


　村からすこし距離を置き、しげみの奥おくに身をひそめ。


　アントニーは小声であたしに問いかける。


　朝もやはほとんど晴れて、村の様子も見渡せる。そろそろ朝ごはんの支し度たくやら水くみやらをはじめてもいい時じ刻こくだが、あたりに人の姿すがたはない。


　廃はい村そんというわけでもないだろう。それなりに手入れもされている。


「ここがどーいう村かもわかんないでしょ」


　あたしも声を低めて答える。


「変な地図に場所が記されてるだけで、どこの街かい道どうにもつながってない。


　つまりここの人たちは、わざと隠かくれて住んでるってこと。


　そう考えると、山さん賊ぞくの集落、なんて可か能のう性せいもあるわ」


「おいよしてくれよ。自分探しの旅の終しゆう着ちやく点てんが山賊の村、なんてオチはごめんだぜ」


「……まぁだそんなこと言ってるし……」


　あたしはため息ついて彼を見て、


「だから。そもそも自分探し用の地図なんてものはないんだってば。


　それとも何？　この村に入ってったら、とたんにその『自分』とやらが見つかるとでも思うわけ？」


　とはいえ──あたしがちょっぴし期待していた、封ふう印いんされた未知なるおたからがあるようにも思えないのだが。


　彼は不ふ機き嫌げんに眉み間けんにシワ寄せ、


「おいおい。ここまで来て、今さらそういうこと言うか？」


「今さらも何もっ！　あたしは最初っからそう言ってたでしょーがっ！」


「俺は聞いてないぞ」


「確かにそっちにサラサラ聞く気はなかったみたいだったけどっ！　それはあたしのせーじゃないっ！」


　思わず声を荒あららげたその時。


「……あのー……」


『──!?』


　突とつ如じよかかった第三の声に、あたしとアントニーは視し線せんをはね上げる。


　隠れたしげみのすぐ向こう。


　一体いつの間に近づいて来たのか、そこに、一人の女が立っていた。


　整った顔立ちではあるのだが、質しつ素そな服ふく装そうとやや傷いたんだ黒い髪かみのせいで、どうにも地味な印いん象しようはぬぐえない。一見二十代半なかばといったところだが、本当はもう少し若わかいのかもしれない。


「ひょっとして、旅の方ですか？」


　あたしとアントニーが硬こう直ちよくするうちにも、彼女は語りかけて来る。


　……なるほど。


　あたしはその場に立ち上がり、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「──いやぁ。旅人っていうか、道に迷まよっちゃいまして。うろうろしてたらここにたどり着いてたんですけどね」


「勝手に村に入っていいのか、って言い合ってたんだ」


　適てき当とうに調子を合わせるアントニー。


　対する女はほほえんで、


「そうですか。それはお困りでしょう。


　もしよろしければ、うちにいらっしゃいませんか？　簡かん単たんなお食事くらいはご用意できますけど」


　──さてここで。


　踏ふみ込むべきか退ひくべきか。


　あたしが一いつ瞬しゆん迷まよったその時。


「ありがたい。ではお言葉に甘あまえさせていただこう」


　迷わず答えるアントニー！


　うあ。このやろうっ！　あたしになんの断ことわりもなくっ！


　とはいえまあ……こーなったら仕方ない。


　あたしは腹をくくると、アントニーともども女の先せん導どうで村へと踏み込んだのだった。





　結局のところ。


　村人総そう出での宴えん会かいが終わったのは、かなり夜もふけてからのことだった。


　やって来たあたしたちを、村人たちは大いに歓かん迎げいしてくれた。


　街まちや旅の話をしてくれと次々せがまれ、リクエストにこたえているうちに食事が出される酒も出てくる。……ま、どちらも質しつ素そではあったが、決して悪いものではなかった。
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　そんなこんなをやっているうちに、どんどん時間が過すぎてゆき──今日のところは村に泊とまって、街に帰るのは明日にしなさいと勧すすめられたのは昼過ぎのこと。


　それから本ほん格かく的てきな宴会になだれ込み、あんな話やらこんな話に花が咲さく。アントニーが自分探しをしているのだと滔とう々とうと語ったあとに、村人全員から、いいから働けと一いつ蹴しゆうされる。そういったあれやこれやがあって現在に至いたる、というわけである。


　誰だれかの家を寝ね床どこにあてがわれ──


　かくて今、ここにいるのはあたしとアントニー二人っきり。家の外に誰かのいる気配もない。


「……けどあんた、いい度ど胸きようしてるわねー」


　ランプの炎が揺ゆれる中。あたしは多少ガタつくイスに腰を下ろし、声をひそめてアントニーに言った。


　彼は立ったまま、玄げん関かん近くの壁かべに背を預あずけ、指先で帽ぼう子しの鍔つばを押し上げて、


「悪いがほめても礼は出さねえぜ」


「礼はともかく、ほんと、たいしたもんよ。ふつーの人ならこんなヤバいところ、踏み込もうとすら思わないでしょーね」


「…………？」


　あたしのことばに、彼はしばし沈ちん黙もくしてから眉まゆを寄せ、


「ヤバい、って、何が？」


「…………………………」


　今度はあたしが絶ぜつ句くする。


　……まさか……こいつ……


「あの……もしかして……わかってない？」


「だから、何がだ？」


　……やっぱしわかってないし……


「だから。この村がそーとーヤバい場所だ、ってこと」


「あの親切な連中が？」


　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……


　あたしは大きく肩落とし、


「いい？　こんな場所に、人目を避さけるように住んでる人たちが、いきなり現れたよそもののあたしたちを、疑うたがいもなく受け入れて村ぐるみで大歓迎。


　こんなこと、ふつーあると思う？」


「世の中まだまだ捨すてたもんじゃあない、ってことだろ？」


「ちっがぁうわよっ！


　たぶん向こうは、あたしたちが来ることをあらかじめ知ってて、打ち合わせでもしてたんでしょうね。親切に迎むかえよう、って」


「そいつあ無む理りってもんだろう？　あらかじめっていったって、こっちは別に、行くって手紙を出してたわけでも、ご招しよう待たいされたわけでも──」


「招待されたでしょ。地図で」


「──」


　指し摘てきに、彼は口を半開きにしたまま黙だまり込む。


「この村が、招待した方とジャマした方、どっちと関係あるのかは知んないけどね。


　……空飛んで、相手のウラをかいたかとも思ったんだけど……


　あたし昨日の夜、なんかの気配がしたから休む場所変えよう、って言ったでしょ？


　おそらくあれ、気のせいじゃなくて、やっぱし誰かに見つかってたのよ。


　この村の誰かに、ね。


　その話が伝わってたからこそ、今け朝さは村の方から迎えが来たし、村人全員にこにこ笑顔で歓迎もできた。


　となれば、村人たちが何かたくらんでるのは確かく実じつ。


　村に入ったとたん、囲まれてフクロ叩き、なんて可か能のう性せいだってあったわ。


　……あんたが『行く』って言ったんで、なりゆきでこーなっちゃったけど」


　もっとも──相手が襲いかかって来るようなら、攻こう撃げき呪じゆ文もんで返かえり討うちにするつもりではあったが。


　あたしのことばに、アントニーは両りよう腕うでを組んだポーズで、脂あぶら汗あせなど垂たらしつつ、


「な、何にしろ進まなけりゃあ自分探しはできないさ。そう思ったから進んだ。それだけの話さ。


　けど歓迎してくれたってことは、結局味方だったってわけだ」


「歓迎、ねぇ……


　ま、気づかなけりゃあそーゆーふーに見えたかもね……


　あたしと村の人たち、ずっとにこやかに話をしてたけど……


　あっちはこちらの目的を聞き出そうっていろいろカマかけて来てたし、あたしはこの村がなんなのか、なんとかヒントを摑つかもうっていろいろ聞いてたし。


　実際は、始し終じゆう腹はらのさぐり合いよ。


　いつ相手が短気を起こして、食べ物に毒どくとか入れて来ても不思議じゃなかった。


　正直、今日はほとんど一日じゅう背中に冷や汗かいてたわよ」


　対するアントニーはそんなことにはカケラも気づかず、『親切な村人』からのもてなしを満まん喫きつしてたようだが。


　……まあひょっとしたら、彼が何も気づかず堂どう々どうとしていたおかげで、相手はこっちが何かの切り札を隠かくしてると深読みして、何もしかけてこなかった、という可能性はなきにしもあらずなのだが。


「そんな状じよう況きようだったのかオイ……？」


　言う彼の声はわずかにかすれていた。


「何にしろ、これからが本番ね。


　村に何かの秘ひ密みつがあることだけは確実よ。


　たぶん、北の方に、ね」


「北？」


「そう。北。


　話をしてると、村の人たち、北ってことばに変に反はん応のうしてたのよ。


　これから闇にまぎれて、そのあたりを探るつもりなんだけど──


　相手も闇にまぎれて、何かしかけて来るかもしんないわ。


　バラバラに行こう動どうするのはマズいから──


　いっしょに来てくれるわよね」


　あたしのことばに、彼はかすかに足をふるわせながらも、


「……やれやれ……ま、これも自分探しの一いつ環かんだと思ってつき合うけどよ。自分探しも楽じゃあない、ってことか……」


　軽口を叩いて苦く笑しようしたのだった。





　ひんやりとした夜風が肌はだを撫なでてゆく。


　二人が家を抜け出したのは、それからしばらく経たってのこと。


　あたりに人の気配はない。


　村に並んだ家々も、寝ね静しずまっているように見える。


　……とはいえ今回に関しては、あたしの気配を読むカンも、あまりアテにはできないのだが。


　この件けんに関かかわってから、あたしは何度か相手の気配を読み取りそこねている。


　今朝などは、しげみのそばに女が近づいて来たことにすら気づけなかった。


　原げん因いんはわからないのだが……どーにも何か勝手が違う。


　いずれにしろ、注意するしかないのだが。


　家と家との間を縫ぬって、夜の底を這はうように、二人は村の北へと向かう。


　追い来る者の気配はないが、本当にそこには誰もいないのか。


　峰みねに囲まれた夜空には、月と星との光だけ。


　しかし息を潜ひそめて行く身には、それすら明るすぎるようにも思えて。


　小さな村を抜けるのに、さしたる時間はかからなかった。


　ささやかな畑があって、背せの高い何かの作物が枝えだ葉はを夜風にそよがせていて。


　さらにそこを抜け──


『……………………』


　期きせずして、あたしとアントニー、二人は同時に足を止めていた。


　畑の向こうはむき出しの地面。そこには細長い石が、いくつもいくつもずらりと並んで立っている。


　これは──


「……墓はか……か……？」


　かすれたアントニーのつぶやき。


　そう。墓ぼ碑ひ銘めいこそ刻きざまれてはいないものの、それは自然石を使った墓のようにしか見えなかった。


「まさかとは思うけど……掘ほってみよう、なんて言い出すなよ」


　彼の軽口を無む視ししてあたしは言う。


「……多いと思わない？」


「──何がだ？」


「新しい墓の、数」


　自分の声が闇夜にじわりとにじむ。


「村の規き模ぼや人口の割わりに、新しそうな墓石が多すぎる。そう思わない？」


「……っ……」


　指し摘てきに彼は息を呑のんだ。


　自然石を使った簡かん素そな墓石。形も大きさもさまざまだが、それらが決して数十年単位の長い年月を経へたものでないことくらいはわかる。


「……疫はやり病やまいでもあったか？」


「なら、墓石に名前くらい刻きざむでしょ」


「じゃあ、何なんだ、これは」


　わからない。


　わからないが──


　直ちよく接せつ聞けばすむことであるっ！


　早口で呪文を唱え、ふり向きざまに、


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ごぅんっ！





　放はなった光球は着ちやく弾だんとともに爆ばく発はつ・四し散さん！　夜を紅ぐ蓮れんに染そめ上げる！


　その刹せつ那な、身をかわし、四方へと散ちるいくつもの黒い影かげ。


　まず間ま違ちがいなく村人たち。


　カンの調子が悪いとはいえ、今のようにあからさまな殺気を向けられれば、いくらなんでもさすがに気づく。


　作物の陰かげに。木陰に、あるいは墓石の陰に。


　距離を置き、潜ひそむ気配は一体いくつあるのだろうか。


「な！　何するんだ！」


　うろたえるアントニーには答えず、一いち撃げきが着弾した場所に目をやって──


　──？


　あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　殺気は複ふく数すう。その密みつ度どが一番濃こいところに向かって一発かましたのだ。


　一人二人はコゲて倒たおれていると思ったのだが──そこには誰だれの姿すがたもない。


　わずかな残り火がちろちろと、闇の中で踊おどるだけ。


　まさか──今のを全員がかわしたのか!?


　だとしたら、こいつら一体何者っ!?


　ただ確かく実じつに言えるのは、これであたしたちと村人たちは、完全に敵てき対たいしたということである。


　いくつもの殺気はあたしたち二人をとり巻いている。


「どういうことだ！　オイ!?」


　さすがにこの殺気には気づいたか、アントニーが闇に向かって声を上げる。


　だがそれで、答えが返ってくるはずもなく。


　あたしは腰こしに吊つるしたショート・ソードの柄つかに手をかけて、口の中で呪文を唱え──


　だが、こちらが動くより早く、闇にまぎれて影が疾は走しる！


　影それはアントニーの向こうから！　彼をあたしへの盾たてに使う気か!?


　しかし予想のうちである！　あたしはかまわず呪文を発動させた！


「炎の矢フレア・アロー！」


　十じゆう数すう条じようの炎の矢フレア・アローが出しゆつ現げんしたのは、あたしの目前ではなくアントニーの向こうがわ！　突っ込んできた影は急には止まれない！


　自分でそのまま炎に突とつ進しん！


　ぎゃうっ！


　炎に突っ込み悲鳴を上げて、影が大きく跳とびさがる！


　その瞬しゆん間かん。


　あたしは見た。


　炎に灼やかれた相手の姿を。


『──人狼ワーウルフ!?』


　あたしとアントニー、二人の声が夜にハモった。
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　ワーウルフ。


　ふつーの人でもその名を知る者は多いはずである。


　突つき出た顎あぎとに尖とがった耳。全身を覆おおう黒い獣じゆう毛もう。


　高い再さい生せい能のう力りよくと、人に数倍するパワーを持った、人と獣けものの間はざまにある存も在の。


　だがひと口にワーウルフと言ったところで、実はいくつかの種が存そん在ざいする。


　はじめから半獣の姿でいる者、何かのきっかけで獣化する者、あるいは自分の意い志しで獣化をコントロールできる者。


　おそらくこの村の連中は、一番最後のパターンなのだろう。


　……なるほど……どーりであたしが気配を読み損そこねていたわけである。


　彼らの気配は、人というより獣のそれに近いのだ。


　平へい常じよう心しんでいる限かぎり、彼らの気配は自然の中にまぎれてしまう。


　ただ、何かで動どう揺ようしたり、あからさまな敵てき意いを抱いだいていれば、気配を読むことはじゅーぶん可能。


　おそらく昨夜のは、見回りの誰かが、村の近くであたしたちを見つけて驚おどろいた、その気配だったのではないだろうか。


　何にしろ、相手がわかればやりようはあるっ！


　左手から来る影かげ二つ！　あたしは呪文を唱えつつ、横に跳とぶそぶりを見せて──直前で相手の方にくるりと前転！


　相手はとっさに対たい応おうできず、反はん射しや的てきに腕うでを振ふり、ただ夜の空気をかき乱みだしたのみ！


　すれ違い時間をかせぎ、そのわずかな時間で呪文を完かん成せいさせ──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　十数条の冷気の矢を、すれ違った影の背中に解とき放はなつ！


　片方に一発、もう片方に二発直ちよく撃げきっ！


　しとめてはいないが、これで動きは鈍にぶったはずっ！


　アントニーにも一発当たったがそれは考えない方向でっ！


　ワーウルフの悲鳴が響ひびき、影はあわてて距きよ離りを取り、物もの陰かげに一いつ旦たん身を隠かくす。


　……ぐ……るるるるるる……


　威い嚇かくの唸うなりが闇に流れた。


　右から。左から。前から後ろから。


「……さ……さすがにこれはマズいんじゃねーか」


　アントニーの声がふるえている。


　確かに楽な状じよう況きようとは言えない。


　だがそれは、人狼ワーウルフたちにとっても同じことのはずだった。


　最初は威嚇などしてこなかったのが、今は距離を置き、唸りを上げている。


　つまりは──こっちの予想以上の反はん撃げきに向こうも攻せめあぐね、威嚇でこちらの動揺を誘さそおうとしているのだ。


　一いつ斉せいにかかってゆけば倒せる、とは思っているのかもしれないが、最初に突っ込んで攻撃呪文のエジキになりたくはないのだろう。


　いかに彼らが高い再生能力を持っているといっても、痛いたみを感じないわけでも、不死身だというわけでもない。


　だが、こういうことに不ふ慣なれなアントニーには、そんなことがわかろうはずもない。


　闇の先をおろおろ見回して、


「畜ちく生しようどういうことなんだ!?　自分探しの行き着く先が人狼ワーウルフの村だ!?　一いつ体たい何なんだよあの地図!?」


　答えの返ってくるはずもないその問いに、しかし意外や、


「──その地図──」


　闇の中から女の声が聞こえた、そのとたん。


　別の場所から影が走る！　狙ねらいはあたしではなくアントニー！


　だが！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　どどどどどっ！


　あたしの放った冷気の矢が、飛び出した影を直撃する！


　人狼ワーウルフたちが色めき立つが──


「地図渡したのってそいつじゃないの？」


　あたしは、たった今一撃を浴あびせた相手をしぐさで指して声を上げる。


　根こん拠きよのない、ほとんど当てずっぽうのことば。


　しかしようやくあたしには、一体何が起こっているのか、大体の見当がつきはじめていた。


「地図を渡した男の声は、あたしも彼も聞いてるわ」


　言い捨すてて、またまた呪文を唱えはじめる。


　──人狼ワーウルフたちの間に、さきほどとは違う冷ややかな空気が流れていた。


　倒れた人狼ワーウルフがなんとか身を起こそうとする、そこに。


「……何か言ってみなさい。ジェッド」


　さきほどと同じ女の声がかかる。


　それは今朝、あたしたちを迎むかえに現れた女のものだった。


　ぴくりっ、と。


　ジェッドと呼ばれたワーウルフはその動きを凍こおりつかせる。


　そのまま何も答えない。薄うすい月光の下、重い沈ちん黙もくは続き──


「沈黙を答えとみなします」


　女の声に、ジェッドは、はっ！　と顔を上げ、


「待ってくれ！　俺は──！」


「──間違いねえ──」


　アントニーのつぶやきに、ジェッドは再ふたたび硬こう直ちよくした。


「俺に、地図をくれた奴やつの声だ」


　確かにそれは──


　山に入ってすぐ、アントニーを襲って来た奴を倒たおした男と同じ声だった。


　アントニーのことばと同時にいくつもの影がジェッドに群むらがる！


「待て！　待っ……！　がぁぁぁぁっ!?」


　影たちはジェッドを植え込みの先へと引きずってゆき──


　あとは、沈黙。


　はりつめた夜の空気が痛い。


　その静けさに耐たえられず──


「……何が……どうなってやがる……」


　アントニーがぽつりと漏もらす。


　たぶん彼自身、半なかば独ひとり言ごとのつもりだったのだろう。だが。


「ジェッドにはめられたんですよ。あなたは」


　女の声は、闇のどこかから聞こえて来た。


「──私たち人狼ワーウルフは、人間にとっては相あい容いれない存在。


　それは、私たちが人を食うこともあるからに他なりません」


　こちらをとり巻くいくつもの気配。その中には、殺さつ気きや敵てき意いの他にも、餌えさを前にした獣けものの気配も混まじっているのかもしれない。


「けれど、もし人食いを続けて、人間が軍を動かし、本ほん格かく的てきに私たちと戦うようなことになれば、こちらの被ひ害がいも無む視しできないものになるはず。


　たとえばそこの……リナさんのような人とは、正直戦いたくありません。


　だから。


　私たちは人間と離はなれて暮らす道を選えらぼうとしたのです」


　人間にたとえるなら──ヤなたとえだが、牛の肉は食べないようにする、というのと似たようなもんか。


「村の存在は人間には秘ひ密みつにしなければなりません。だから──


　この村に向かおうとする人間には警けい告こくを与あたえ、それでもやって来た者は処しよ理りするしかありませんでした」


「処理──って──」


　アントニーの口調が苦い。ずらりと並んだ墓石を見渡し、


「……食ったのか……？」


　女の声は返答を避さけ──


「……それを悪用しはじめる者が出てきたのです。


　人ひと里ざとに出て行き、適てき当とうな人間に、宝の地図と言い含ふくめ、この村の場所を記したものを渡す」


　……なるほど。


　たとえ禁きん止しされていても、どーしても牛の肉が食べたい奴やつは、裏うらでいろいろ手を回す。


　そのあたりは人間だって同じこと、とゆーことか。


「地図を手にして欲よくに駆かられた者は、他人には告げずにこの村へとやって来る。


　そうなると──私たちも、彼らを処しよ分ぶんせざるを得なくなる。


　そんなことが何度も何度もありました。


　けれど、こんなことを繰くり返していれば、いつか必ず問題が起きます。


　だから、誰が人間に地図を渡しているのか、私たちも調ちよう査さしていたのですが……」


　なるほど。その調査している連中が、アントニーが地図を手に入れたことを知り、旅を妨ぼう害がいしてきたというわけか。


　確かにそれでは、こちらに事じ情じようを説明して旅をやめさせる、というわけにはいかなかっただろう。


「……ジェッドもまた、その調査員の一人だったのです……


　掟おきてを破やぶった罰ばつは十分に与えるつもりです。


　けれどこれだけの事件を起こした以上、私たちはもうここには住めません。


　私たちは──この村を去ります」


　女の宣せん言げんと同時に、あたしたちをとり巻く気配が、一つ、また一つと遠ざかる。


　あたしは唱となえた呪文を中ちゆう断だんし──


「もう私たちが人間を襲うことはないでしょう。ただ静かに暮らして行きたいだけなのですから──」


　女の声が遠ざかる。


　……ほほう。


　言いたいことはそれだけか。


　あたしはアントニーのそばに歩み寄り──


　中断した呪文のかわりに、新たに唱えた一撃を解とき放つ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ごゥんっ！





　巨きよ竜りゆうをも屠ほふる破は壊かいの力が刹せつ那な闇夜を昼へと変えた！


　相手が悲ひ鳴めいを上げたか否いなか。いずれにせよ、この轟ごう音おんではわからない。


　朱あかい光が村を呑のみ込み山やま肌はだを削けずる。


　術発動時の魔力結けつ界かいに守られていてもなお、あたしとアントニーのまわりを風が吹ふき狂くるい──


　やがて。


　風がおさまった時には、半なかば以上を吹っ飛ばされた村の残ざん骸がいとえぐられた大地が残るのみ。


　そこにはもはや、ワーウルフたちの姿も気配もありはしない。


　今の一発に直ちよく撃げきされていれば、あとかたも残らず吹っ飛んだだろう。


　何匹びきかに逃げられた可能性は否ひ定ていできないが──仕方あるまい。


「……スッゲぇ術だな……」


　爆ばく音おんの余よ韻いんも消えた闇の中、えぐられた大地を前にアントニーはつぶやいた。


「けど連中、静かに暮らしたいだけだ、って言ってたのに、何もここまでするこたぁなかったんじゃねえか？」


　お人ひと好よしな発言に、あたしは苦い口調で、


「あのねぇ……あの女の言ったこと、ちゃんと聞いてた？」


「聞いてたさ」


「じゃあ、言い方を変えてみましょうか？


『自分たちに実じつ害がいさえなければ人間を食うことにためらいはない。手て強ごわそうな相手が来たから逃げるが、お前たちも弱ければ食ってやったのに』」


「……………………」


「静かに暮らしたい、ってところは本ほん心しんだろうけどね。


　ほうっておけば、また別の所に村を作る。そこでまた似たようなことがくり返される、ってことよ。


　なら……


　向こうには悪いけど、見み過すごすわけにはいかなかったわ」


　アントニーは沈ちん黙もくし──


　夜風だけが山の間を渡り行く。


　どれくらいそうしていたか。


「……帰りましょうか。街へ」


「……ああ」


　あたしの呼びかけに、アントニーは力なく答えたのだった。





　馬車やら人やら露ろ店てんやら。街は今日もにぎわって。


　気分によっては人ごみがうっとーしくなることもあるのだが、あんな事があったあとでは、このにぎやかさが心地ここちよい。


　アントニーがもといた街に二人で戻って来たのは、山の中でのできごとから、三日ばかりあとのこと。


　これであとは、彼を魔道士協会にいるおかーさんの所に連れて行き、お礼をもらえばそれで終わり、である。


「……帰ったらおふくろにどやされるんだろうな」


　通りを行きつつ、彼は苦く笑しようを浮かべてつぶやいた。


　あたしも笑って、


「自分探しをしててワーウルフに襲われた、なんて言ったら、おかーさん卒そつ倒とうするかもしんないわよ」


　からかいに、彼は苦笑を深くして、


「けどまあ……この旅も、まるっきり無む駄だだってことはなかったさ。いろいろわかったこともある」


「と、いうと？」


　問いに彼は、青い──青い空を見上げて、


「他人から与えられる自分探しなんてものはねえ、ってことさ。


　結局自分探しってのは、いろんなことをやって、その中から自分に合ったものを選んでくってことなんだ、って。


　──どうした？　急に立ち止まって？」


　あたしは、そばにある家の壁かべに手をついて、それでもなんとか顔を上げ、


「……いや。ヒザから力抜けたもんで……


　あんたの言ったそれって、いっちばん最初にあたしが言ったことよね……？」


「そうだったか？」


　さらりとあっさり言い放つ。


　……そーですか……これはひょっとしてアレですか……？




[image: ]


　このアントニーが最初から、あたしの言うことちゃんと聞いてれば、一いつ切さいなんの面めん倒どうもなく片づく話でしたか!?


　気力も力も抜けた体を引きずりながら、あたしはアントニーとともに、魔道士協会への道を歩み行くのだった──







（セルフ・クエスト：完）





スレイヤーズすぺりおぉる



ファミリー・ポートレート








「リナさん？　リナさんじゃないですか？」


　名前を呼よばれてふり向けば、そこは昼前の大通り。


　通りには露ろ店てんが並ならび人が行き交かい──だがしかし、振り向いた先に知った顔はなく。


　あたしは小さく首をかしげて。


「……あのー……」


　苦く笑しようしながら言ったのは、思いの外ほか近くにいた一人の男だった。


「ひょっとして僕ぼくのこと忘わすれてます？」


　言われてあたしは男を眺ながめて記き憶おくを探さぐる。


　二十代半なかばといったところか。短い黒くろ髪かみに平へい凡ぼんな顔立ち。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいだが、けっこう筋きん肉にくはついている。ラフなズボンにジャケットに。腰こしには護ご身しん用ようか、一ふりの剣けん。ザックをかついでいるところから、旅をしている人のようだが……はて？


　じまんではないがこのリナ＝インバース、一人旅行く道すがら、行き会った悪あく党とうどもを、数え切れぬほどへち倒たおしている。


　もちろんそんな連中の顔なんぞ、いちいちおぼえてはいないのだが、そういったやからのお礼れい参まいり──という雰ふん囲い気きでもない。


　声は、最近どこかで聞いたような気が──


「あ！」


　思い当たり、あたしは声を上げていた。


「リュカーくん!?」


　と。


　──しばらく前。


　立ち寄った、クインシーという名の街まちで、あたしはある事じ件けんに巻まき込こまれた。その時に知り合ったのが彼、警けい備び隊たい員いんのリュカーくんだった。


「正せい解かいです」


　笑顔の彼に、あたしはごまかし笑いで、


「いやー。ごめんごめん。顔に変なマークがついてなかったんで、一いつ瞬しゆん誰かわかんなかったの」


「あはははは。ここ怒おこるところですよね？」


　いや。だって。言っちゃあ悪いけど、そんな特とく徴ちようのある顔でもないし。


　などとはもちろん口にせず、ぱたぱたと手を振りながら、


「それは冗じよう談だんとして。あの時は警備隊の鎧よろい兜かぶと姿すがたしか見てなかったから。私し服ふくだとやっぱし印いん象しよう違うし。


　それはそうと、どうしたのこんな所で？」


　問いにリュカーくんは、とたんに表情曇くもらせて、


「……フェタール隊たい長ちようが行方ゆくえ不ふ明めいになりまして……」


「……あー……」


　聞いた瞬しゆん間かん、顔が引きつるのが自分でもわかった。


　クインシーでの事件にあたしを巻き込みやがったのが、ほかでもない、たった今話に出たフェタール隊長なる人物だった。


　いろいろ問題のあるおっさんで、別の隊長や部下たちからの人じん望ぼう最低。でもってリュカーくんはその部下だとゆーのだから、ご愁しゆう傷しよう様さまとしか言いようがない。


　どーやらそのおっさんが、また問題を起こしたようだが──


「でも、いっそそのまんまいなくなってくれた方が、クインシーが平和になっていいよーな気がするけど」


　あたしの意見に、リュカーくんは真しん剣けんにうなずいて、


「その点については同感です。


　けれど問題は、いなくなったのが公こう務むの途と中ちゆうで、領主ロードに届とどけなければならない書しよ状じようを持ったままだ、というところでして。


　随ずい分ぶん経たつのにまだ来ない、と、ロードから催さい促そくがありまして。


　おかげで僕が、こうやって、あたりを捜し回るハメになった、ってわけですよ。


　……念ねんのため一いち応おうお聞きしますけど、リナさんはこの近くで隊長をお見かけになったことってありませんよね」


　問われてあたしは肩をすくめて、


「残念ながら、ね。


　なんかあなたも大変ねー」


「いやぁ。こればっかりは運命とあきらめるしかないんですかね。ははは。──それじゃあ僕は、もう少しこのあたりで聞き込みを続けます」


「がんばってねー。


　もしも万一あたしがあのおっさん見かけたら、リュカーくんが捜さがしてた、って伝えといたげるわ」


　社しや交こう辞じ令れいのあいさつ交わし、リュカーくんは近くの宿屋へ。


　あたしはお昼ごはんをとろうと、近くのメシ屋に入──





　ダッシュでリュカーくんの入った宿屋に駆かけ込んで、


「今そこの店で女子こ供ども連れでメシ食ってたーっ！」


「なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　リュカーくんの絶ぜつ叫きようが、昼の宿屋にこだました。





　どんっ！　とテーブル手で叩き。


「で!?　どーゆーことなんですかこれはっ!?　きっちり説明してもらいますよっ！」


　立ったままリュカーくんは吠ほえると、向かいで腕うでを組む男を見やる。


　男は見た目三十半ば。明るい色のラフな服。短い金きん髪ぱつ、がっしりした体たい格かく。見るからに力じまんといった感じで、角ばったあごに見おぼえがある。


　前に出会った時は警けい備び隊たいの鎧兜姿だった。もしも直前にリュカーくんとの出会いがなければ、同じ店に入っても、あたしは気づかなかっただろう。


　フェタール隊長。


　クインシー第一警備隊隊長にして、街まちのみんなの怨うらまれ者。かくいうあたしもこのおっさんにはいろいろめーわくかけられた。


　隊長の隣となりには、二十代半ばとおぼしき金髪美人と、動物のぬいぐるみを抱かかえた五、六歳ほどのかわいい女の子が座すわっているが、これはあたしの知らない顔。驚おどろいた顔でフェタール隊長とリュカーくんとを交こう互ごに見ている。


　問いつめられた隊長は、しかし微み塵じんも慌あわてずに、どっしりと座すわったままでうなずくと、


「うむ。それはだな──」


「言い訳わけは聞きませぇぇぇぇんっ！」


「えええええええっ!?」


　きっぱりと言い放はなたれて、さすがに声を上げる隊長。


「ちょっと待て！　事じ情じようを説明しろと言ったのはお前だろう!?」


「言いましたけど！　聞くと魂たましいが汚けがれる気がして！」


「魂とまでッ！


　ええい失礼な！　ちゃんと納なつ得とくさせられる理由があればよいのだろうが！


　そもそもこの私は公こう務むでロードに書類を届けることになったわけだが！


　クインシーの街からロードのいらっしゃるメトロズ・シティまでは、歩くにしろ馬車などを使うにしろ何日もかかる！


　ならばついでに家族を同どう伴はんしたところで何の問題もない！　どうせ公費だし！」


　言い切りやがったこのおっさん！


　……って……え……？


「いや。その時点ですでにアウトですから」


　額ひたいに青スジ浮うかせながらも、比ひ較かく的てきやんわりツッコむリュカーくん。しかし対する隊長は即そく座ざに、


「見けん解かい──いや、生き方の違いだよリュカーくん。


　この私は家族第一主しゆ義ぎの男！


　つまり！


　仕事は二の次三の次で大だい丈じよう夫ぶ！」


「だからダメだっつってるでしょーが！」


　とうとう声を荒あららげるリュカーくんにはかまわずに、


「ならば！　旅の途と中ちゆうで家族の要よう望ぼうに従したがって、あちらこちらに立ち寄って、公務が延のび延びになることもやむなしと言わざるを得えまい！」


「あんたそれでも役人かっ!?」


「素す敵てきよあなた」


「ぱぱだーいすき」


　リュカーくんはぶちキレて、女性と女の子は口々に──


「──って待って。」


　それまでリュカーくんの隣となりに佇たたずみ、ずっと黙だまって見ていたあたしは、たまらず口を開く。


「……えっと。これってあたしのカン違いだと思うんだけど……」


　にがわらいを浮かべて、女性と女の子に目をやって、


「聞いてると、お二人がフェタール隊長のご家族みたいに聞こえるんですけど」


　問いに女性はにっこりほほえみ、


「ええ」


　即そく答とうした。





　ぴっし。





　──自分の脳のうミソにヒビが入る音。


　フェタール、隊長の、家族。


　個々の単語は人じん類るいにも発はつ音おん可か能のうとはいえど、組み合わされたその刹せつ那な、人の理解を超ちよう越えつするその概がい念ねんに、あたしが混こん乱らんしていると、女性はにこやかな笑みのまま、


「クォート＝フェタールの妻つまでフィオレシアと申もうします。こちらは娘むすめのミュース」


「おねーちゃん、ぱぱと知りあい？」


　犬だろうか。茶色い動物のぬいぐるみを抱えつつ、誰かとは似ても似つかぬ、きらきらしたまなざしを向けられて、あたしは隣のリュカーくんに向かって、


「……あの……くぉーとふぇたーるって……？　誰……？」


　問えば彼は、あたしと視し線せんを合わせぬままで、


「……残念ですが……フェタール隊長のフルネームです……」


「──そんなっ!?」


　あたしは思わず悲ひ鳴めいを上げる。


「へたれ隊長に美人の奥さんと子供なんてっ！　ひょっとして、神って死んだ!?」


「誰がヘタレだっ！　というか神は死んだとまで!?」


　確かに。


　確かに世の中には、なんでこの二人が？　と首をかしげたくなるようなカップルが成立することもある。


　だが──こうまで残ざん酷こくかつ理り不ふ尽じんな──


　愕がく然ぜんと佇たたずむあたしの隣で、リュカーくんがぼそりと、


「……しかも奥おくさんの方のベタ惚ぼれらしいです……」


　たまらずひざをつくあたし。


「なんでそこまで落ち込む!?」


　隊長のどなり声に、フィオレシアさんのくすくす笑いが続いて、


「ふふ。皆みなさんがこんなに気さくに冗談を言ってくれるなんて。あなた、よっぽど慕したわれてるのね」


「ぱぱ、にんきもの？」


　うわぁ。


　奥さん現げん実じつ見えてねー。


　胸にわき起こるどす黒い感情──まあぶっちゃけて殺意だけど。これを一体どうすればいいのか。


　とはいえさすがに今ここで、隊長を攻こう撃げき呪じゆ文もんでこなごなにしたら、フィオレシアさんとミュースちゃんに、ちょっとだけおこられるかもしんないので自じ粛しゆくする。


「……とにかく、です」


　悲しい話を振り切るように、リュカーくんが声を絞しぼり出す。


「書状はまだかって催さい促そくがロードから来ているんですから。隊長には、とっとと届けに行ってもらいます。


　もうこの際さい公費でもご家族一いつ緒しよででもいいですが、これ以上道草しないよう、僕もついて行くことにします」


　一方的な宣せん言げんに、フェタール隊長は顔色を変え、


「ま、待てリュカーくん！


　そんな……！　家族水入らずの旅に……」


「公務だっつったのあんたでしょーがっ！


　──そうだ！　リナさん！」


　吠えてリュカーくんは、あたしの方に血走った目を向け、


「隊長をロードのところまで連行、もとい送り届けるのに、ぜひとも手を貸かしていただけませんか？


　途と中ちゆう、スムーズな公務執しつ行こうを妨ぼう害がいする要よう因いんが出しゆつ現げんした場合、迷わず粉ふん砕さいしていただいて結けつ構こうです！


　たとえそれが、道草をしようと言い出した隊長自身であろうとも！」


「なるほどっ！　依い頼らい内容は隊長の護ご送そう！　ただし生死を問わずデツドオアアライブでってことね！」


「──ちょっと待て！　それ、護送じゃないよなっ!?」


　横でフェタール隊長が何か雑ざつ音おんを発するが、もちろんそんなものにかまっている場合ではない。なにしろ今は、大事なしごとの条じよう件けん交こう渉しよう中ちゆうなのだから。


　こちらの確かく認にんに、リュカーくんは深々うなずいて、


「ええ！　というかむしろ、何か適てき当とうに口実を見つけて死デツドの方向で！


　最終的に書状がロードに届きさえすればなんとでもなりますから！


　依頼料は隊長の給料から天引きでお支し払はらいします！」


「しあわせ家族の存そん在ざいっぷりがなんか腹はら立たつからオッケー！」


　胸に渦うず巻まくどす黒いモノに背中を押おされ、あたしは即そく座ざにサムズ・アップ！


「ちょっと待てお前ら！　途中で事じ故こに見せかけて殺す気まんまんか!?」


　隊長が何か言っているが、むろん当人の意い志しなど知らぬ！


「まま、どうなってるの？」


「パパのことを心配してくれたおにーちゃんとおねーちゃんが、いっしょについて来てくれるんですって」


　意い思し疎そ通つうがいまいち怪あやしい家族の会話はきっぱり無む視しして。


　かくてあたしは、フェタール隊長強きよう制せい連れん行こう……もとい。護送のしごとを引き受けたのだった。





　子供の頃ころ。


　すべてが新しく、かがやいていた。


　見るもの聞くもの新しん鮮せんで。行ったことのない道の先には、何かとてつもなく面おも白しろいものが待っている気がして。


　ゆえに。


「ねー、ぱぱ。こっちのみちには何があるの？」


　馬車に揺ゆられて道を行きつつ、そんな無む邪じや気きな問いかけをするミュースを、一体誰が責せめられようか。


　フェタール隊長は、公務を隠かくれ蓑みのに家族旅行をするために、なんと馬車まで用意していやがったのだ。


　馬車と馬は隊長の私し物ぶつらしいが、腹立つことには変わりない。


　御ぎよ者しや台だいでたづなを操あやつるのは隊長。折おり畳たたみ式の幌ほろがついた四人乗りで、おかげであたしやリュカーくんも同乗できたわけなのだが──


　きっとこの馬車を購こう入にゆうする時、『子供はいっぱい欲しいから四人乗り』なんてバカップル丸出しの会話をしながら選んだんだろーなー、などと夢む想そうすると、むらむら殺意が湧わいて来る。


　馬車は街まちを出て、一路、ロードのいるメトロズ・シティへと向かっているのだが、晴れている今は幌を畳たたんでおり、あたりの景色けしきがよく見える。


　緑だけの景色が続くと、ミュースはだんだん飽あきてきて、抱かかえたぬいぐるみとお話をしていたりするのだが、街かい道どうにある分かれ道を目にして瞳ひとみを輝かがやかせたのだ。


「うむ。こっちの道は、ずーっと行けばクリムゾンという、水の上の街がある」


　御者台からの隊長の答えに、ミュースは目を丸くして、


「お水の上にまちがあるの!?　みたーい！」


「はっはっは。それじゃあ──」


　隊長は肩かた越ごしに笑顔で振り向き──


　あわてて前に向きなおり、


「……それじゃあ、またいつか連れて行ってやるからな！　今から行くと、この私の命が若じやつ干かん危あやうくなりそうだからな！」


　……ちっ……！　あたしとリュカーくんが放はなつ殺気に気づいたか。


　もしもここで隊長が、にこにこしながら進路を外れたら、こらっ、だめだぞ[image: ]　とか笑顔で注意しながらケシズミにできたのに。


　──もちろんこの馬車にあたしとリュカーくんが乗っていなかったら、隊長は迷まよわず進路をクリムゾンへと向けていただろう。それを防ふせぐことができただけで、今はまあ良しとしよう。


　馬車は進路を外すこともなく、メトロズ・シティへの道を行く。


　一頭立ての馬車ゆえに、あまりスピードは出ないのだが、このペースなら明日の午後か夕方には着くだろう。


　おだやかな街かい道どう。緑があふれ鳥が鳴なき、行く手に野や盗とうが待ち構かまえ。


「ねーぱぱ。あのひとたち、だれ？」


「うむ。たぶん野盗だな。しかし心配はいらんぞ。こんな時のためにリュカーくんとリナくんがいるのだからな」


「やっぱりご一いつ緒しよしてもらってよかったわね」


　家族ののどやかな会話に、行く手の道ばたから次々立ち上がるごろつき姿すがたの男たち。数はざっと六、七人か。


　隊長が馬足をゆるめると、男たちは道を塞ふさいで立ちふさがり、その中の一人が声をはり上げる！


「ロードへの書状を持っているな！」


『──な……！』


　あたしとリュカーくん、そして隊長の声がハモった。


　金目当ての野盗ども──と思っていたが、そんな連中が書状のことを知っているはずもない。


　ならば。


「……なんで書状のこと知ってんの？」


　声を上げてしまった以上、今さらとぼけても仕方ない。馬車の上から問うあたし。


「そんなことはどうでもいい！」


　男は殺意にぎらつく瞳ひとみで隊長をにらみすえ、


「それより貴き様さま、一体どこで何をしてた!?　聞いていたよりも人が増ふえているし！　そもそも本当なら五、六日前にはこのあたりを通ってたはずだろうがっ！　俺たちずっとここで待ってたんだからなっ！」


　かわいそうな発言に、隊長は馬車を停とめ、


「うむ！　家族で寄り道をしながらのんびり旅行をしておった！」


「うっわ腹立つ！」


　その気持ちはわかるぞ。名もない悪役その一よ。


　あたしとリュカーくんの目と目が合って、瞬しゆん時じに通じる心と心。


　作戦は決まった！　あたしはすぐさまみんなに指し示じを出す！


「ここは隊長一人に任まかせて！　あたしたちは先に！」


「任せ──ってちょっと待て！」


　いきおいでうなずきかけた隊長は、しかしすんでの所で気がつき、待ったをかける。


　──ちっ！　気づかれたか！


「なんでこの私が捨すて石いしっ!?　この場合普ふ通つうお前らがこいつらを足止めして、この私たちを先に行かせる場面だろっ!?」


　抗こう議ぎの声にリュカーくんは、しかし冷れい静せい沈ちん着ちやくに、


「それをやったら隊長、僕たちをほっぽり出して、クリムゾンあたりまで家族旅行とかやりそうですから」


「……っ……！　し、しかし、書状を届ける役目を任まかされたのはこの私だからな！　他の者に書状を預あずけるわけにはいかんっ！


　ふはは！　どうだ！　これならこの私を捨て石にすることなどできまい！」


　クリムゾンに家族旅行って指し摘てきは否ひ定ていしないのな。


「あなた……なんて責せき任にん感かんのある……」


「ぱぱ。かっこいー」


　その隊長を、なぜか惚ほれ惚ぼれと見つめる母と娘こと。


　……たぶんこの人たちのカン違いも、隊長があんな性せい格かくになった原げん因いんの一つなんだろーなぁ……


「──なんだか知らんが──」


　悪役その一はトゲあるまなざしでこちらをにらみつけ、


「ともあれその書状、こちらに渡してもらおうか！　でなければ──」


「火炎球フアイアー・ボール。」





　づばどむぉぉぉぉぉぉん！





　ごちゃごちゃやっている間に、あたしの唱となえた攻撃呪文が炸さく裂れつする！


　あたしのことはノーマークだったらしく、まともに食らって吹ふっ飛びまくる男たち！


「わー。ぱぱー。ままー。みてー。ひとがむしさんみたいにとんだー♪」


　爆ばく音おんに驚おどろきもせず、瞳かがやかせコワい感想を述のべるミュースに、フィオレシアさんは優やさしいまなざしを向けて、


「ミュースもいい子でがんばれば、いつかお姉ちゃんみたいに、人を虫けらみたいに吹っ飛ばせるようになるわよ」


「わーい♪　やったぁー♪」


　……あたしが言うのも何なんですが……なるべく推すい奨しようしないよーに。


　リュカーくんは馬車の上から、コゲて倒たおれた男たちを見渡して、


「それじゃあ、こいつらを締しめ上げて、誰に頼たのまれたか聞きましょうか」


　言って腰を浮うかしかけるのを──


「待った！」


　あたしはあわてておしとどめる。


　この男たちは、ロードへの書状を狙ねらっていた。


　書状の中身は知らないし知りたくもないが、そんなものを狙うということは、何かの陰いん謀ぼうがらみだという可か能のう性せいが高い。


　しかし正直なところを言えば。


　陰いん謀ぼううんぬんなんぞとゆー、ややこしい話にかかわるつもりはさらさらない。


　あたしはただ、てきとーに隊長を連行して、チャンスがあれば途中で二、三回、隊長を攻撃呪文で吹っ飛ばし、それで依頼料がもらえればいいのである。


　ここで男たちを尋じん問もんし、もしもへたに大物の──たとえば、ここのロードと対立するロードとか、官かん僚りようとかの名前が飛び出て来たならば、本気で面めん倒どうなことになる。


　むろんそんなのはまっぴらなのだが──まっ正直にそう言えば、真ま面じ目めなリュカーくんが反はん論ろんして来るような気がする。


　よって。


「あまりにも手ごたえがなさすぎたわ。


　ならたぶん、こいつらはただの捨て石よ。


　となれば尋じん問もんしたところで、こいつらを雇やとった奴やつの本名が分かるとは思えないし、たいした情じよう報ほうは得られないはず。


　それより警けい戒かいしなくちゃなんないのが、相手の目的が、こいつらを捨て石にして、あたしたちの足を鈍にぶらせることだった場合よ。


　いずれにしても、ここで時間を食うのは得とく策さくじゃないわ。


　ほうっておけないって言うのなら、立ち寄り先の警備兵たちに通報しておけば済すむことよ。


　ともかく今は、こんな連中ほっといて、とっとと先に向かうわよ！」


「……な……なるほど」


「うむ。わかった！」


　あたしの舌した先さき三さん寸ずんに、リュカーくんもフェタール隊長も納なつ得とくし、男たちはその場に残したままで、馬車は再び進み始める。


　とりあえず、あたしは内心ほっと息をつき。


　──しかし──


　あいつらが、誰かに雇われた捨て石だということは事じ実じつ。ならばメトロズ・シティに着くまでに、おそらく次の襲しゆう撃げきがある。


　──その時に、襲撃者といっしょくたにフェタール隊長を吹っ飛ばすチャンスが来るかどうか。


　さまざまな思いを巡めぐらせながら、あたしは馬車に揺られゆく──





　子供が一人いるだけで、食事の席はにぎやかになる。


　テーブルの上にずらりと並ならんだ料理を目にして、ミュースはあれを食べこれを食べ。フィオレシアさんがそのお行ぎよう儀ぎをたしなめたりして。


　小さな町で宿を取り、馬車は宿にあずけておいて。


　一同は、宿の一階にある食堂で、同じテーブルを囲んでいた。


　襲撃者を返り討うちにしたあとは今まで結局何もなし。このペースで順じゆん調ちように進むなら、明日には目的地に着くだろう。


「ごちそーさまー」


　ミュースは料理をあれこれちょっとずつ食べると、それでおなかがいっぱいになったのか、両手を合わせてぺこりとおじぎ。


　子供用のイスからぴょこんと飛び降おり、とてとてと駆かけだして。


「ミュース！　他のお客さんの迷めい惑わくだから走り回っちゃあ駄だ目め！」


「きつねさんとってくるー」


　フィオレシアさんの注意にそう答えると、ミュースは上へと続く階段を、よいしょよいしょと上ってゆく。


　……そーか。あのぬいぐるみ、キツネだったか。


　ここ半日ほどつき合ったが、一家には実になごやかな空気が漂ただよっていて。


「……ご家族みなさん、本当に仲がいいんですね」


　ぽつりとつぶやいたあたしに、フィオレシアさんは花のような笑えみで、


「ええ。おかげさまで」


「納なつ得とくいきませんっ！」


『ええっ!?』


　あたしの意見に、なぜかおどろくフィオレシアさんとフェタール隊長。


「だって──！」


「まあまあ。リナさん」


　腰を浮かして身を乗り出して、なおも言いつのろうとするあたしの肩を、隣のリュカーくんはやんわりと手でおさえ、


「納得できないお気持ちはわかります。


　僕にしても、家庭におけるフェタール隊長といえば、食前食後に子供のぬいぐるみを意味もなく引き裂さいてゲテゲテ笑うとか、そういう父親像ぞうしか思い浮かびませんし」


「どんな父親だそれはっ!?　リュカーくん、きみは一体この私をどーいう目で見ているのかねっ!?」


　隊長がなんかいろいろ抗こう議ぎするが、リュカーくんはかまわずに、


「けれど！　僕たちが何を想像しようと、変わらぬ現げん実じつというものは存そん在ざいします。


　辛つらいですが……現実を認みとめることも大事です」


「……そう……かもね……」


　あたしはつぶやき唇くちびる嚙かんで。


「お前らなぁ」


　憮ぶ然ぜんたる隊長に、フィオレシアさんはにこにこと、


「ふふふ、あなた、お二人はあなたのことをうらやましがって、こんな冗じよう談だんを言ってらっしゃるんですよ」


　違いまス。


　ここはやはり、フィオレシアさんの誤ご解かいというか妄もう想そうというかを解といておいた方がいいのだろうか。思って口を開きかけ──


「あのね。あのね」


　呼びかけに、ミュースが戻もどって来たのに気づく。


　だがその腕うでの中に、取りに行ったはずのぬいぐるみはなく。


　少女はフェタール隊長に、


「おへやに誰かいるみたいなの。音がしたの。だからきつねさんもってこなかったの」


　──!?


　思わず顔を見合わせるあたしたち。


　誰もいないはずの部屋で音がした？


　心しん霊れい現げん象しようという可か能のう性せいもあるが、今は別の公算が大きい。


　一同は誰からともなくテーブルを立つ。あたしを先頭にして階段を上り、向かうはもちろん、二階にとったフェタール隊長一家の部屋。


　足音を殺してそっと近づけば、確かにドアの中からは、小さな音が聞こえてくる。


　そう。まるで、何かを物色しているような。


　後ろに続くリュカーくんとフェタール隊長に目をやり、うなずき。


　あたしは部屋のドアを──


　開けた！


　ランプもない部屋は薄うす暗ぐらく。それでも、いろんな荷物が床ゆかにベッドに散ちらかっているのは見て取れた。


　開いた窓まどから、夕ゆう暮ぐれの残ざん滓しに彩いろどられた空が覗のぞいている。


　そして部屋の真ん中に──それはいた。


　異い形ぎよう。


　そう表現するのがふさわしいヒトガタ。


　背中に垂たれた黒マント。ひょろりと長く伸のびた手足は包ほう帯たいでぐるぐる巻きになっており、首と手首と足首には、色のついた石をつなげた飾かざりがかけられて。


　胴どうを覆おおう丈たけの短い服には、異い界かいの呪じゆ符ふを想おもわせる、文字とも図ず形けいともつかぬものが描えがかれた何枚もの札が貼はり付き垂たれて。


　何より一番目を引くのは、その顔を覆おおった仮か面めん。


　異い民みん族ぞくふうの大きな仮そ面れは、さまざまな原色に塗ぬりたくられていて、デフォルメされて原形を留とどめぬ目や口が、ぽっかりと黒い穴あなを見せている。


　あまりに異い様ようなその姿に、あたしの後ろでリュカーくんと隊長が、


「なんだ。アコード隊長じゃないですか」


「こんな所で何をしておる」


「えっ!?　知り合いっ!?」


　完全に予想外のセリフに、あたしは思わず口の中で唱となえていた呪文を中ちゆう断だんし、後ろの二人を振り返る。


『いやいや人違い人違い！』


　仮面があわててくぐもった声を上げるが、二人はかまわず、


「ええ。クインシーの街の、第四警備隊の隊長ですよ」


「うむ。少々変わった趣しゆ味みの奴やつでな」


『違うと言っているだろうっ！　別人だ別人！』


　仮面は必死で否ひ定ていするが、フェタール隊長はあっけらからんと、


「何を言っておるのだ。飲み会の隠かくし芸で、おぬし時々、同じような格かつ好こうで芸をしておるではないか」


『ちっがうっ！　よく見ろって！　あの時とは別の仮面だろうが！』


　あの時とは別の仮面って言ったー！


　同一人物だと白はく状じようしちゃったようなもんだが、当人はそれに気づいていないのか、


『それよりも！


　ロードへの書状を持っているはずだな』


「うむ。この私が持っておるが」


　めちゃめちゃ素す直なおにうなずくフェタール隊長。


『その書状……渡してもらおうか』


「まあ、かまわんが」


　あっさり言うとフェタール隊長は、自分のふところ探りつつ、足を踏ふみ出し──


「ちょっと待ったぁぁぁぁっ！」


　さすがにあたしが待ったをかける。


「？　どうした？」


「『どうした？』じゃなくて！　ほいほい渡してどーすんのよっ！」


「かまわんではないか別に。同どう僚りようだし」


『だから同僚ではないと言っている！』


　そこはこだわるアコード隊……もとい。仮面の男。


「それはともかく」


　あたしは異形の仮面に目をやって、


「昼間、ごろつきたちにあたしたちを襲おそわせたのってあなたじゃないの？」


『だったらどうした』


　──!?


　あっさり認みとめた仮面のことばに、息を呑のむリュカーくんとフェタール隊長。


「なぜですアコード隊長!?」


「アコードよ、どういうつもりでそんなことを!?」


『だ・か・ら……！


　まあいい！　貴き様さまが俺を誰かと勘かん違ちがいしようと知ったことではない！


　いずれにせよ機きを改めて、書状はもらいうける！』


　吠ほえるとそのまま床ゆかを蹴けり、窓から外へと身を躍おどらせる！


　逃がすかっ！


　あたしは窓に駆かけ寄ると、迷まよわず続いて身を躍らせる！


　二こ階れくらいの高さからなら、術を使わなくてもなんとか着地できる。駆け逃げはじめた仮面のあとを、あたしは追って地を蹴った！


　ここでこいつを倒しておけば、後々の面倒は少なくなるはずっ！


　降り立ったのは宿の裏うら側がわ。町には夜が訪おとずれはじめ、人の通りはほとんどない。黒いマントの背中を追いつつ、あたしは口の中で呪文を唱え──


『轟風弾ウインド・ブリツド！』


　だがしかし！


　風に流れた『力あることば』はあたしではなく仮面のもの！


　振り向きざまに腕をひと振ふり！　見た目には何も起こらない。が、あたしはこの術が何なのかを知っている！


　あたしがよく使う炎の矢フレア・アローや氷の矢フリーズ・アローの、いうなれば風バージョン。射しや程ていはあまり長くはないが、この術の一番コワい所は、放たれた風の刃やいばが見えぬこと。


　見えない術を見切ることなどむろんできない。仕方なく、あたしは大きく横に跳とび、術の軌き道どう──と思われるあたりから身をかわす。


　後ろで何かの壊こわれる音。流ながれ弾だまが何かに当たったか。あたしは再び追つい撃げきをはじめるが、今のでやや引き離はなされている。


　しかし、こっちの呪文も完成した！　あたしは宵よい闇やみを駆けるマントに向かって、唱えた一いち撃げきを解とき放つ！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　十数条の冷気の矢は、夜を引き裂さきつき進む！


　それらが仮面の背中に突つき刺ささる──と見えた瞬間！


　仮面はいきなり進路を変えて、角を曲がって横手の路ろ地じに！


　こちらの攻撃は全ぜん弾だんはずれ！


　次の呪文を唱えてあたしはあとを追う！


　とはいえ不用意に路地に飛び込めば、角を曲がったそのとたん、相手の術に迎げい撃げきされる危険があった。


　あたしは一いつ旦たん全速で、仮面が入った路地の前を駆け抜け、通り過すぎざま奥の様よう子すを見て──


　だがしかし。そこに仮面の影はなく。


　あわてて路地の入り口に戻もどり、よく見るが、相手があたりに身をひそめている気け配はいもない。


　おそらくさらに先の角を、右か左に曲がったのだろう。相手の攻こう撃げきをかわした時に、少々距きよ離りを離はなされすぎたか……


　高速飛行の術でも使えば追いすがることもできるだろうが、今、そうまでして深追いするのは良りよう策さくとは言えない。


　──仕方ないか──


　あたしは追つい跡せきを断だん念ねんし、きびすを返してもと来た道へ。


　戻もどりつつ、仮面の男のことを考える。


　リュカーくんやフェタール隊長は、同どう僚りようのアコード隊長だと言っていたが。


　クインシーの街には五つの警備隊があり、フェタール隊長は第一警備隊、アコード隊長は第四警備隊の隊長。


　でもってフェタール隊長が、他の隊長たちからいろいろと怨うらみを買っていたことはあたしも知っている。


　ならばどういうことになる？　今回のことは、アコード隊長の私し怨えんによるものか？


　いや、それならば、ロードへの書状にこだわる必要はない。


　私怨を利用しようとしている黒くろ幕まくでも存在するのか──


　と、その時。


　いきなり聞こえるいくつものどよめき！


　──宿の方から!?


　しまった！


　さては仮面の男があたしを引き離し、まわり込んで宿を襲ったか！


　あたしはダッシュで宿の方へと！　路地を駆け抜け表通りに出れば、宿の正面口が見える。


　玄げん関かん先さきにはやじ馬たち。フェタール隊長と家族の姿もその中に混まじっている。


　灯ともされたランプの光が、宿のカンバンと玄関まわりを照てらし出し、オレンジ色に切り取られた夜の中、対たい峙じするのは影かげ二つ！


　仮面の男とリュカーくん！


　あたしの様子を見ようと皆が玄関先に出たところで、戻もどってきた仮面の男とはち合わせでもしたのだろう。


『なぜフェタールなどの味方をする』


　仮面の男の問いかけに、リュカーくんは、数本の投げナイフを指の間にはさみ、相手のスキをうかがいながら、


「冗じよう談だん言わないでくださいっ！


　僕はただ、ロードへの書状を届けるという職しよく務むを果はたそうとしているだけですっ！


　フェタール隊長に危き害がいを加えるだけならともかく、ロードの書状を渡せ、なんて話はとうてい聞けませんっ！」


『危害だけならいいんだ』


　仮面のツッコミに、リュカーくんは迷まよわず、


「それならむしろ、僕は笑って見守りますっ！」


「見守るなっ！」


　横からフェタール隊長が口をはさむが、リュカーくんも仮面もむろん相手にはしない。


『……………………』


　仮面の男は一いつ瞬しゆん迷い、


『あ。いやいや。


　俺の目的はあくまでも、ロードの書状ということになっているんでな！』


「ならば僕も。


　見み逃のがすわけにはいきませんっ！」


　言うなりリュカーくんの手がひるがえる！　解とき放たれた銀ぎん光こうは、ランプの光を照てり返し、仮面に向かってまっしぐら！


　だが！


　キきんッ！


　硬かたい音が鳴り響ひびき、銀の刃が地に落ちる！


「なっ……!?」


　リュカーくんが驚きよう愕がくの声を上げた時には、仮面は一気にリュカーくんとの距離を詰つめている！　素す手でだったはずのその両手には、一ふりずつの短い木剣！


　短剣ダガーほどの長さをしたそれらを仮面の裏から取り出して、投げナイフをはたき落としてのけたのだ！


　リュカーくんはあわてて距離を取ろうとするが間に合わない！　仮面はリュカーくんのふところに入り──その時！


「火炎球フアイアー・ボール！」





　づがぁぁぁぁん！





　すかさずあたしが放った一いち撃げきが、リュカーくんともども仮面を吹ふっ飛ばす！


　おしっ！


　吹っ飛んだ仮面の男は宿の玄げん関かん先さきに倒たおれ伏ふし、そのまわりをやじ馬たちが取り囲む。


　一方のリュカーくんは、吹っ飛び倒れながらもぴくぴくと顔を上げ、


「……リ……リナさん……？」


　すかさずあたしはそちらに向かってＶサイン！


「それほどでもっ！」


「……ほめてませんから……」


　げんなり呻うめくリュカーくん。


　ふっ！　これぞ秘ひ奥おう義ぎ！　ツッコミを誘ゆう発はつさせて文もん句くを封ふうじる脱だつ力りよく身みかわし防ぼう御ぎよ！


　ともあれこれでひと段だん落らく──


「ミュースっ！」


　ついたと思ったその矢先、フェタール隊長の声と数人の悲鳴がわき起こる！


　あわててそちらに目をやれば、仮面の男が起き上がり、ミュースを片手に抱だきかかえている！


　──しまった！　まだ動く余よ力りよくが残っていたか!?


『動くなぁっ！』


　身がまえかけたあたしの動きを、仮面の声が遮さえぎって。


『女魔ま道どう士し！　口を大きく開けたままにしろ！　呪文を唱えるそぶりを見せたらこの子がどうなるか、わか……


　……って、あ。ちょっと。おじょーちゃん。お面に触さわらないでくれるかな。いや手を突つっ込まない手を突っ込まない！　そこはっ！　目がっ！　目がっ！


　えぇいっ！』


　男は、面白がって面を触さわりまくっていたミュースを無む理り矢や理り引き離はなし、フェタール隊長に向かって、


『さあっ！　ロードへの書状を渡してもらおうかっ！　断ことわれば──！』


「……わかっている……」


　言うとフェタール隊長は、ふところから、二つ折りで封ふう緘かんされた書を取り出す。


『こちらに差し出せ。ゆっくりと』


　頭上で揺れるランプの炎が、仮面に不気味な陰いん影えいをつける。


　フェタール隊長は、伸のばした右の手の先に書状を持って、ゆっくりと、仮面の方へと歩み行く。


　さすがにこの状じよう況きようでは、あたしもリュカーくんも動けず。


　仮面の男は左腕うでにミュースを抱きかかえ、右手を伸ばして──フェタール隊長のさし出す書状をひったくる！


　その瞬間！


「おめんー」


　ミュースは男の仮面の端はしを摑つかんで引いた！


　──角度とかの問題か。あるいはあたしに吹っ飛ばされて、留とめが甘あまくなっていたか。


　仮面はあっさりすっぽり外れ、その下に隠されていた、黒髪の男の顔をさらけ出す！


　空気が。


　一瞬凍こおり付き。


「おめんー♪」


　ミュースの声に、男はあわてて少女を放し、空いた左腕で自分の顔をカバーする！


「……くっ……見たなっ……！」


　仮面──いや、もと仮面の男の呻うめきに、フェタール隊長はとまどい顔で、


「見たが……今さら何をあわてとるんだアコード？」


「……まあ……声でバレバレでしたし……」


　と、倒れたままのリュカーくん。


「く……くっ……！　こうなったらっ……！」


　素す顔がおを晒さらしたアコードは、あわててきょろきょろあたりを見回し──その目が自分の頭上で止まる。


　──まさかっ!?


「おらぁっ！」


　アコードは、自分の頭上にあった宿のランプをたたき落とす！


　ランプはそばに落ち砕くだけ、散ちった油に火がついた！


　むろん、いきなり大火事になるような火ではないが──


　アコードは迷わずその火の中に、奪うばった書状を放り込む！


『──なっ……!?』


　重なり起こる、いくつもの声。書状は見る間に炎ほのおに包まれ。


「ふ……ふはははははははははは！」


　アコードの上げた哄こう笑しようには、勝利と狂きよう気き、二つの色が混まじり合い。


　あたしはあわてて呪文を唱となえ──


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　放った冷気は火を消し止めて、アコードの足もとをも氷こおり漬づけにする。


　しかしもはやアコードは、微み塵じんも動じず、フェタール隊長を見すえ、


「終わりだ。終わりだよフェタール！」


　笑みさえ浮うかべて言い放つ。


　そのそばでは、ミュースがお面で遊んでいたりするもんで、いまいち緊きん迫ぱく感かんはないが。


「顔を見られた以上、俺ももはや何の言い逃のがれもできん。


　だがな！　フェタール！　お前もロードへの書状を届けることには失敗した！


　私がお前の任務を妨ぼう害がいした理由が、お前への怨みとなれば、お前の責任も当然問われることになるっ！」


「怨み……だと!?　この私が一体何をしたっ!?」


「しただろーがっ！　いっぱい！」


　自覚のないフェタール隊長のことばに、アコードは目くじら立てて、


「まさか忘れたとは言わせんぞ！　貴様が原げん因いんで起きた『着ちやく任にん式しきの惨さん劇げき』！　そしてあの『夏期合宿の悲ひ劇げき』も！


　いや！　俺だけならず他の隊長たちの気持ちも代だい弁べんするなら、『栗くり拾ひろい哀あい歌か』と呼ばれたあの件も、『ハシェル雪山死の行進』事件も挙あげるべきか!?」


　フェタール隊長のまわりは春夏秋冬惨さん劇げきだらけかっ!?


「……そんな……！」


　旦那だんなの不ふ祥しよう事じを山やま盛もり聞かされ、フィオレシアさんは声をふるわせ、


「警備隊長というのが逆さか怨うらみを買いやすいお仕事とは聞いていましたけれど……まさかここまでとは……」


「逆怨み違うわぁぁぁぁぁぁっ！」


　アコードの魂こころの声が、フィオレシアさんに届いたとも思えないが。


「なるほど。あくまでロードの書状を狙うことで、怨みって動どう機きを隠し、自分は逃れようとしたってわけね」


「その通りだ！」


　あたしの推すい論ろんに答えるアコード。


「……そのわりにはソッコー正体バレてたけど……」


「やかましいっ！


　ともあれ書状が灰になった以上、フェタール、貴様も責任を取らざるを得なくなる！　警備隊長という地位でやりたい放ほう題だいもこれまでだな！」


　それは──


　我わが身みを省かえりみず、何かを成なし遂とげた男の顔。


　だがそこに。


「……あの……？　知らないんですか……アコード隊長……？」


　やっぱり倒れたままのリュカーくん。


「何をだ？」


　勝者のまなざしを向けるアコードに、リュカーくんは多少言いにくそーに、


「……フェタール隊長の奥さんって……姓せいは変わってますけど……ロードの四女で……ロードは娘むすめや孫まごに会いたくなるたび……書状を届けさせるという口こう実じつで……一家を呼びつけるんですよ……」


『え？』


　期きせずしてハモるあたしとアコード。


「……自費でやるならともかく……そんなこと公費でやるのは困るって……ずっと言ってるんですけど……


　……今回は隊長が道草したもんだから……ロードは我わが子我が孫への会いたさ見たさから催さい促そくして来て……」


「ちょ……ちょっと待って」


　あたしはちょっぴりかすれた声で、


「じゃあ……ロードへの書状って……？」


　問いにリュカーくんは、苦い表情で、


「……家族を呼ぶための口実……ぶっちゃけ……はっきり言って、意味のないただの紙切れです……


　燃えようと落とそうと……ロードはぜんぜん気にしないでしょう……


　……というかフェタール隊長……今までにも何度か書状を落としたり忘れたりしてますけど……ぜんぜんおとがめありませんから……」


「……えぇぇぇえええええええ……」


　あまりにも。


　あまりにも悲しすぎるアコードの呻うめき。


　……なるほど……確かに考えてみれば、これだけいろいろ問題やら不祥事やらを起こしてなお、いまだにフェタールが隊長という役やく職しよくにい続けられるのには、何かの理由があるはずで。


　それが、奥さんがロードの娘、ということか。


「……なら……俺のやったことは……全部無む駄だだったということか……」


　アコードはかくりとひざを折おり──しかし、足もとが氷漬けのせいで、しりもちをつくような形でその場に座り込む。


　だがそこに。


「……いえ……無駄ではありません」


　力強く言ったのはリュカーくん。


「……たとえ今……あなたがここで倒れようと……あなたの志こころざしを継ついだ誰かが……いつかきっとなしとげますっ……！」


「何をだっ!?」


　憮ぶ然ぜんとツッコむフェタール隊長の後ろでは、フィオレシアさんが何も聞こえないふりをして、ミュースとじゃれて遊んでいた。





　終わりはあっけないものだった。


　翌よく日じつは何なに事ごともなく、フェタール隊長一家をロードのいるメトロズ・シティへと送り届け、あたしは依頼料を受け取って。


　それで、この件に関するあたしの役割は終了。


　……しかし今回は、いろいろと考えさせる事件ではあった。


　家族というもののありようというか。


　フェタール隊長が人としてダメという説せつに異い論ろんを唱となえる人はほとんどいないだろうが、実はあのダメっぷり限界突とつ破ぱな性格の形成には、むしろフィオレシアさんの影えい響きようが大きいのではないかとも思ったり。


　そんな二人の間に生まれ育ったミュースの行く末すえがどうなるか、ひとごとながらにちょっと心配。


　……さらに突つき詰めれば、フィオレシアさんのおとーさん、つまり、あたりを治めるロードごとダメなんじゃあ、というコワい考えに至いたるわけだが……


　アコード隊長の処しよ断だんについては、後日決定ということになり、あたしは結果を知らないが。


　──できれば寛かん大だいな処しよ置ちで済まされ、かつ、いつの日かフェタール隊長にリベンジすることを切に願うのみである。







（ファミリー・ポートレート：おしまい）







　あとがき
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作：夏が来た！　ああ夏が来た夏が来た！


Ｌ：はいはい。夏ってことはまた実じつ話わ怪かい談だん本ぼんネタね。


作：『また』って言うなぁぁぁっ！　つーかこのあとがき書いてる時点では、怪談本はま　　だ出てないんじゃっ！


Ｌ：てことは、出てたらやっぱりそのネタだったんだ。


作：[image: ]っ……！　そ、それはさておきっ！


　　とゆーわけで、スレイヤーズすぺしゃる二十七巻『スタンプ・トゥ・キル』をお送りしますっ！


Ｌ：……うーん……けどもう二十七巻かぁ。しみじみするには中ちゆう途と半はん端ぱな巻数だけど、考えてみたら、ずいぶん長くやってるわねー。


作：うむ。読者のみなさんをはじめ、いろんな人のおーえんあってのこの年月。


　　年月といえば。ＴＶアニメ版のスレイヤーズ、でもってＮＥＸＴとＴＲＹがＤＶＤのボックスとして発売の運びとなったわけだが。


　　アニメの一つ目からもう十年経たってるのな。


Ｌ：へー。そんなになるんだ。


　　でもＤＶＤが今、あらためて出るってことは──！


作：おまいの出番は別に増ふえんぞ。


Ｌ：えー！　増やそーよ！


　　絶ぜつ対たい活かつ躍やくするからっ！


　　魔王とか出てきたとたん、どこからともなく現れて、後ろからパイプいすでぶん殴なぐって正せい座ざさせて小一時間説せつ教きよう！　あとは後ろえり摑つかんで引きずって行って、すべて無ぶ事じ解かい決けつっ！


作：話グダグダじゃん！


　　リナたちいなくていーし！


Ｌ：いやまあ。そこはそれ、あたしが魔王どもに説教してる間、主人公らしく画面の隅すみでオセロしてるとか。


作：そんな主人公はいねえ！


Ｌ：じゃあ……二画面方式にして、右下の画面であすの天気予よ報ほうとかすれば！


作：『我われながらナイスアイデア！』みたいな顔すんなっ！　それもないからっ！


　　つーか何にしろグダグダに変わりないしっ！


　　第一それ、根こん本ぽん的てきなところで全然別の話になってるよなっ!?　大だい々だい的てきに作り直ししなきゃならんしっ！


Ｌ：いや、つくりなおしっていうか、ＤＶＤ用特とく典てんってことで何パターンか作って、買ってくれた人は好きなように観みるようにすれば！　ゲームとかによくあるマルチエンディングって奴やつ？


作：マルチって。おまいが出て来る前ぜん提ていで、いろんなバリエーションができるとは思えんのだが。


Ｌ：だーいじょうぶだいじょうぶ。できるって。


　　さっき言ったパイプいす説教パターンでしょ。


　　あと、魔王どもやら高こう位い魔ま族ぞくやらが出てくるタイミングで一いつ切さい何も出てこなくて、面めんくらう主人公たち。画面が変わるとそこには、鶴つる橋はしの焼肉屋で韓国酒マツコリ呑のみながらグチってる魔王たちの姿すがたが！


作：庶民派っ!?


Ｌ：『どーせ出てってもロクなことないんだし』『だよなー。……ったくよー、やってらんないぜ』などと言っている所に、エプロンつけて満まん面めんの笑えみで追つい加かのユッケを運んでくるのがあたし。


作：出番そこかっ!?


Ｌ：凍こおりつく魔王たち。あたしの『働け。』ってセリフとともに画面暗あん転てんして悲ひ鳴めいと効こう果か音おん。深しん紅くの文字で『完。』


作：何その名に恥はじぬ混こん沌とんっぷり!?


　　どーゆーユーザー層そうを喜ばせる前提でのエンディングだそれっ!?


　　そもそもＤＶＤボックスって、あくまでＴＶ版を出すって話なんだから、話をいじったら企画全ぜん否ひ定ていだし！


Ｌ：うーん。それもそーか。


　　それじゃあ、最近はやりのデジタルリマスターとかで、ザングルスの帽ぼう子しとマルチナの縦たてロールだけが美び麗れいＣＧになっててぐりぐり動くとか、そっち方向のノリ？


作：そんなリマスターは無いっ！　やっぱり観みた人喜ばんしっ！


　　ボックスにはちゃんと、特典として新たに録とったＣＤドラマがついててだな──


Ｌ：新たに録った？


作：……え……？


Ｌ：新たに録った、って今言ったけど。


　　で？　それ、あたしの出で番ばんは？


作：……いや……ない……けど……


Ｌ：ほほぅ。つまり。


　　たった今あたしが出した案を、ことごとく、新作を作るわけじゃないから、と全否定しておいて。


　　一方で、新たに録るってチャンスがあったにも関わらず、原作者権けん限げんを使ってあたしの出番を作ろうとか、そーゆー営えい業ぎよう努ど力りよくは一切しなかった、と？


作：え……営業努力なのかなぁ、それ……？


Ｌ：まあとにかく。


　　墓ぼ碑ひには、『ＤＶＤボックスのカドと勇ゆう敢かんに戦って敗れた男、ここに眠る』と書いたげるから。


作：うわそれ本当に痛そ──





　　（しばらくお待ち下さい）





Ｌ：しばらくお待ち下さいっていえば。


　　最近ＴＶの放送事じ故こって、あんまり見なくなったなー。


　　残ざん念ねんだけどＤＶＤじゃああたしの出番は増えてないみたいなんで、スマトラ在ざい住じゆう一億五千万人のあたしのファンは、ＮＥＸＴであたしが降こう臨りんして、憑より代しろの胸の小ささにへこんで帰るシーンを二十四時間エンドレスループで観みるくらいでがまんしてね♪


　　それじゃあみなさん、またの機き会かいに～♪







（あとがき：おしまい）
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